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道
元
の
無
仏
性

松
岡　

由
香
子

　

禅
宗
は
、
お
う
お
う
人
に
は
仏
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
宗
教
、
あ
る
い
は
仏
性
に
目
覚
め
さ
せ
る
、
あ
る

い
は
仏
性
を
見
る
と
い
う
体
験
を
す
る
宗
教
と
思
わ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
の
よ
う
に
説
き
、
そ
の
よ
う
な
体
験
を
求
め

る
禅
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
道
元
は
そ
の
よ
う
な
仏
性
を
前
提
に
し
た
悟
り
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
明
確
に

示
す
『
正
法
眼
蔵
』
の
箇
所
が
《
仏
性
》
巻
の
四
祖
五
祖
問
答
、
五
祖
六
祖
問
答
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
曹
洞
宗
の
伝
統
的

解
釈
は
た
ん
に
人
に
仏
性
が
あ
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
お
よ
そ
全
て
は
仏
性
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
天
台
本
覚
思
想
の

流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
考
で
は
そ
れ
ら
の
問
答
を
詳
し
く
吟
味
し
、
伝
統
的
解
釈
や
そ
れ
に
ひ
き
ず
ら
れ
た
現

代
の
注
解
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
元
の
無
仏
性
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
一
節
　
四
祖
五
祖
問
答

（
１
）
本
文

　

五
祖
大
満
禅
師
、
蘄
州
黄
梅
人
也
。
無
父
而
生
、
童
児
得
道
、
乃
栽
松
道
者
也
。
初
在
蘄
州
西
山
栽
松
、
遇
四
祖
出
遊
。
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告
道
者
、
吾
欲
伝
法
与
汝
、
汝
已
年
邁
。
若
待
汝
再
来
、
吾
尚
遅
汝
。
師
諾
、
遂
往
周
氏
家
女
托
生
。
因
抛
濁
港
中
、
神
物

護
持
、
七
日
不
損
、
因
収
養
矣
。
至
七
歳
為
童
子
、
於
黄
梅
路
上
、
逢
四
祖
大
医
禅
師
。
祖
見
師
、
雖
是
小
児
、
骨
相
奇
秀
、

異
乎
常
童
。
祖
見
問
曰
、
汝
何
姓
。
師
答
曰
、
姓
即
有
、
不
是
常
姓
。
祖
曰
、
是
何
姓
。
師
答
曰
、
是
仏
性
。
祖
曰
、
汝
無

仏
性
。
師
答
曰
、
仏
性
空
故
、
所
以
言
無
。
祖
識
其
法
器
、
俾
為
侍
者
、
後
付
正
法
眼
蔵
。
居
黄
梅
東
山
、
大
振
玄
風
。

【
現
代
語
訳
】

　
（
こ
こ
は
普
通
の
読
み
下
し
を
現
代
語
訳
し
た
が
、
道
元
は
そ
の
解
釈
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
は
読
ま
な
い
）

　

五
祖
大
満
禅
師
は
蘄
州
黄
梅
の
人
で
あ
る
。
父
無
し
子
と
し
て
生
れ
、
少
年
の
時
に
真
の
生
き
方
を
身
に
つ
け
た
が
、
そ

れ
が
松
を
栽
え
る
修
行
者
で
あ
る
。
初
め
は
、
蘄
州
の
西
山
に
住
ん
で
松
の
植
林
を
し
て
い
た
が
、
四
祖
が
外
出
す
る
の
に

出
遇
っ
た
。（
四
祖
が
）
修
行
者
に
告
げ
て
言
っ
た
、「
わ
し
は
お
前
に
法
を
伝
え
た
い
と
思
う
が
、
お
前
は
も
う
年
を
と
り

過
ぎ
て
い
る
。
も
し
お
前
が
再
び
生
ま
れ
て
来
て
、
わ
し
を
待
つ
な
ら
、
わ
し
も
や
は
り
、
お
前
を
待
っ
て
い
よ
う
」。
師

（
五
祖
）
は
承
諾
し
て
、
と
う
と
う
周
氏
の
家
に
往
っ
て
娘
の
お
胎な
か

を
か
り
て
生
ま
れ
た
。
そ
の
（
父
無
し
子
）
た
め
に
（
娘

は
）
濁
っ
た
水
路
の
中
に
抛
て
た
。
不
思
議
な
力
が
（
赤
子
を
）
護
っ
た
の
で
、
七
日
（
経
っ
て
も
）
損
わ
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
（
拾
い
）
入
れ
て
養
育
し
た
。
七
歳
の
少
年
に
な
っ
た
と
き
、
黄
梅
地
方
の
路
上
で
、
四
祖
の
大
医
禅
師
に
逢
っ

た
。（
四
）
祖
は
師
（
五
祖
）
を
見
る
と
、
子
ど
も
で
は
あ
っ
て
も
、
骨
相
は
珍
し
く
秀
で
て
お
り
、
普
通
の
子
ど
も
と
は

異
な
っ
て
い
た
。（
四
）
祖
は
（
こ
の
子
を
）
見
て
問
う
て
言
っ
た
、「
お
前
、
姓
は
何
か
ね
」。
師
（
五
祖
）
は
答
え
て
言
っ

た
、「
姓
は
た
し
か
に
あ
り
ま
す
が
、
普
通
の
姓
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。（
四
）
祖
は
言
っ
た
、「
そ
れ
は
ど
ん
な
姓
な
の
か
」。

師
は
答
え
て
言
っ
た
、「
そ
れ
は
仏
性
で
す
」。（
四
）
祖
は
言
っ
た
、｢
お
前
に
は
仏
性
は
無
い｣

。
師
（
五
祖
）
は
答
え
て

言
っ
た
、「
仏
性
は
空
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
無
と
言
わ
れ
る
の
で
す
ね
」。（
四
）
祖
は
こ
の
子
が
法
（
を
担
う
に
た
る
）
器
で
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あ
る
と
識
っ
て
侍
者
と
な
ら
せ
て
、
後
に
仏
法
の
正
し
い
眼
目
を
付
託
し
た
。（
五
祖
は
）
黄
梅
の
東
山
に
居
住
し
て
、
大

い
に
奥
深
い
宗
風
を
盛
ん
に
し
た
。

［
注
釈
］

○
蘄
州
黄
梅　

湖
北
省
黄
梅
県
の
北
西
。

○
栽
松
道
者　

松
柏
は
貴
族
の
墓
に
植
え
る
も
の
で
、
防
風
、
日
よ
け
、
あ
る
い
は
建
材
な
ど
に
な
る
。
栽
松
道
者
で
松
を
植
樹
す
る
修
行
者
。

○
邁　

訓
読
は
す
ぎ
る
。
ゆ
く
、
越
え
る
の
意
。

○
遅　

訓
読
は
ま
つ
。
動
詞
。

○
濁
港　

港
は
、
①
み
な
と
、
②
大
き
な
河
川
や
湖
に
通
じ
る
小
さ
な
川
、
支
流
、
水
路
。
だ
か
ら
濁
っ
た
水
路
と
し
た
。

○
俾　

使
役
を
表
す
動
詞
と
し
て
使
、
令
、
教
な
ど
と
同
じ
用
法
。

【
解
釈
】

　

こ
の
五
祖
の
数
奇
な
誕
生
話
は
、
ど
の
灯
史
に
も
高
僧
伝
に
も
見
え
な
い
。
四
祖
五
祖
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
外

は
ほ
ぼ
同
様
に
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』（
九
五
二
年
）
巻
二

　

忽
ち
黄
梅
路
上
に
於
て
一
小
児
を
見
る
。
年
は
七
歳
な
り
。
出
す
所
の
言
は
異
な
り
。
師
は
乃
ち
問
う
、「
子
は
何
の
姓

ぞ
」。
子
、
答
え
て
曰
く
、「
姓
は
常
の
姓
に
あ
ら
ず
」。
師
、
曰
く
、「
是
れ
何
の
姓
な
る
」。
子
、
答
う
。「
是
れ
仏
性
」。

師
曰
く
、「
汝
は
姓
勿な

き
な
り
」。
子
、
答
え
て
曰
く
、「
其
の
姓
、
空
な
る
が
故
な
り
」。
師
、
左
右
に
謂
い
て
曰
く
、「
此

の
子
、
非
凡
な
り
。
吾
が
滅
度
二
十
年
中
に
し
て
、
大
い
に
仏
事
を
作
す
」（
中
文
出
版
社 

一
九
八
四 41b

）。

『
宋
高
僧
伝
』（
九
八
八
年
）

　

姓
は
周
氏
な
り
。
家
は
淮
左
の
潯
陽
に
寓
す
。
一
に
黄
梅
人
と
云
う
な
り
。
王そ

父ふ

曁お
よ

び
考ち
ち

は
、
皆
な
名
を
干も
と

め
て
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利
な
ら
ず
。
丘
園
（
隠
者
の
住
処
）
に
賁は
し

る
。
そ
の
母
、
始
め
て
娠は
ら

む
。
月
、
移
り
て
光
、
庭
室
を
照
ら
す
。
終ひ
と

夕ば
ん

は
昼
の

若ご
と

し
。
其
の
生
や
灼
爍
た
る
こ
と
初
の
如
し
。
異
香
、
人
を
襲
う
。
家
を
挙
げ
て
欣
駭
す
。
能
く
言
う
に
造お
よ

び
て
辞は
な
し
か
た気は
隣

児
と
類
せ
ず
。
既
に
童
丱か

ん
（
あ
げ
ま
き
し
た
幼
児
）
と
成
り
て
其
の
遊
弄
を
絶
す
。
厥そ

の
父
は
偏
愛
し
因
り
て
書
を
誦
せ
し

む
。
…
…
時
に
東
山
の
信
禅
師
、
邂た

ま
た逅
ま
至
る
。
之
に
問
う
て
曰
く
、「
何
の
姓
名
か
」。
問
に
対
え
て
朗
暢
と
区
別
し
帰
有

り
。
理
は
言
を
逐
い
て
分
つ
。
声
は
響
に
隨
い
て
答
う
。
信
師
は
之
を
熟
視
し
、
歎
じ
て
曰
く
「
此
は
凡
童
に
あ
ら
ざ
る

也
」。
体
を
具
し
て
之
を
占
う
。
…
…
時
に
年
七
歳
也
」（T

50,p754a

）。

『
景
徳
伝
灯
録
』（
一
〇
〇
四
年
）
第
三
巻
道
信
章

　

一
日
、
黄
梅
県
に
往
き
て
路
に
一
小
児
に
逢
う
。
骨
相
、
奇
秀
に
し
て
常
の
童
に
異
る
。
師
、
問
う
て
曰
く
、「
子
、
何

姓
ぞ
」。
答
え
て
曰
く
、「
姓
は
即
ち
有
り
。
是
れ
常
の
姓
な
ら
ず
」。
師
、
曰
く
「
是
れ
何
姓
ぞ
」。
答
え
て
曰
く
、「
是

れ
仏
性
」。
師
、
曰
く
、「
汝
は
無
性
な
る
や
」。
答
え
て
曰
く
、「
性
は
空
な
る
が
故
な
り
」。
師
は
黙
し
て
其
の
法
器
な

る
を
識
る
。
即
ち
侍
者
を
し
て
そ
の
家
に
至
ら
し
め
、
父
母
の
所
に
於
て
出
家
せ
し
む
る
を
乞
う
。
父
母
は
宿
縁
を
以

て
の
故
に
殊
に
難
色
無
し
。
遂
に
捨
て
て
弟
子
と
為
る
。
名
づ
け
て
弘
忍
と
曰
い
、
以
て
法
を
付
し
伝
衣
す
る
に
至
る

（T
51,p222b

）。

『
景
徳
伝
灯
録
』
第
三
巻
弘
忍
章

　

第
三
十
二
祖
弘
忍
大
師
は
蘄
州
黄
梅
の
人
也
。
姓
は
周
氏
。
生
じ
て
岐
嶷
（
＝
幼
児
よ
り
優
れ
て
賢
い
）
な
り
。
童
、
遊

の
時
、
一
智
者
に
逢
う
。
歎
じ
て
曰
く
。「
此
の
子
、
七
種
の
相
闕か

い
て
如
来
に
逮お

よ
ばず

」。
後
に
信
大
師
に
遇
い
て
得
法
し
化

を
嗣
ぐ
（T

51,p222c

）。

『
天
聖
広
灯
録
』（
―
一
〇
三
六
年
）
巻
七
［
道
信
章
］

　
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
「
不
是
常
姓
」
で
は
な
く
「
是
常
姓
」
で
あ
る
。
ま
た
。「
汝
無
性
耶
」
は
「
汝



253

禅文化研究所紀要 第33号（平成28年3月）

無
姓
耶
」。「
父
母
は
」
以
下
は
「
父
母
は
殊
に
難
色
無
し
。
曰
く
、『
願
わ
く
ば
接
受
を
垂た

れ
た
ま
え
』。
師
、
遂
に
落
髪
し

て
受
具
す
」（Z135-644a

）。
こ
れ
以
下
は
か
な
り
異
な
る
。

　

数
奇
な
誕
生
を
記
す
の
は
『
林
間
録
』
だ
け
で
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

旧
に
説
く
。
四
祖
大
師
は
破
頭
山
に
居
す
。
山
中
に
無
名
の
老
僧
有
り
て
、
唯
だ
松
を
植
う
。
人
呼
ん
で
栽
松
道
者
と

為
す
。
嘗
つ
て
（
四
）
祖
に
請
う
て
曰
く
、「
法
の
道
、
聞
く
を
得
べ
け
ん
や
」。
祖
、
曰
く
「
汝
は
已
に
老
脱
す
。
其
れ
を

聞
き
て
能
く
広
化
す
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
儻も

し
能
く
再
来
せ
ば
、
吾
れ
尚
お
、
汝
を
遅ま

つ
べ
し
」。（
老
僧
は
）
乃
ち
去
り
て

水
辺
に
行
く
に
、
女
子
の
衣
を
浣あ

ら

う
を
見
る
。
揖ゆ
う

（
両
手
を
組
ん
で
会
釈
す
る
）
し
て
曰
く
、「
寄
宿
し
得
て
ん
や
」。
女
、

曰
く
「
我
、
父
兄
有
り
、
往
き
て
之
に
求
む
べ
し
」。（
老
僧
）
曰
く
「
諾
、
我
れ
即
ち
敢
え
て
行
か
ん
」。
女
、
之
を
首
肯

す
。
老
僧
、
策
を
回
し
て
去
る
。
女
は
周
氏
の
季
子
（
兄
弟
姉
妹
の
四
番
目
で
末
子
）
也
。
帰
り
て
輒す
な
わち
孕
む
。
父
母
、
大

い
に
悪に

く

み
之
を
逐
う
。
女
、
帰
る
所
な
く
、
日
は
里
中
に
て
紡
に
庸や
と
わる
。
夕
に
衆
館
（
旅
館
）
の
下
に
於
て
、
已
に
一
子
を

生
む
。
不
祥
為
る
を
以
て
、
水
中
に
棄
つ
。
明
日
之
を
見
る
に
流
れ
に
泝さ

か
らい
て
、
上
気
し
体
鮮
明
な
り
。
大
い
に
驚
き
て
遂

に
之
を
挙
ぐ
。
童
に
成
り
て
母
に
随
て
乞
食
す
。
邑
人
、
呼
ぶ
に
無
姓
児
と
為
す
。
四
祖
黄
梅
の
道
中
に
於
て
（
童
を
）
見

て
、
戯
れ
に
之
に
問
う
て
曰
く
、「
汝
、
何
の
姓
ぞ
」、
曰
く
、「
姓
は
固
と
有
り
、
但
し
常
の
姓
に
あ
ら
ず
」。
祖
、
曰
く
、

「
何
の
姓
ぞ
」。
曰
く
、「
是
れ
仏
性
」。
祖
曰
、「
汝
、
乃
ち
無
姓
な
る
や
」。
曰
く
、「
姓
は
空
な
る
が
故
に
無
な
り
」。
祖
、

其
の
母
を
化
し
て
出
家
せ
し
む
。
時
に
七
歳
な
り
（Z148-590b
）。

　
『
林
間
録
』
二
巻
は
、
覚
範
慧
洪
が
道
俗
の
弟
子
の
た
め
に
、
古
来
の
尊
宿
や
高
行
の
大
夫
等
の
逸
話
、
参
禅
の
遺
訓
な

ど
に
つ
い
て
語
っ
た
三
百
余
篇
の
談
話
を
、
門
人
本
明
が
筆
録
し
て
一
書
と
し
た
も
の
。
大
観
元
年
（
一
一
〇
七
）
の
序
が

あ
る
。
如
浄
が
道
元
に
「
你
、（
石
門
の
林
間
録
を
）
看
る
こ
と
一
遍
せ
ば
好
し
。
彼
の
録
、
説
き
得
て
是
な
り
」（『
宝
慶

記
』
14
）
と
勧
め
た
も
の
で
あ
る
。
道
元
は
こ
の
話
を
書
き
直
し
て
用
い
て
い
る
。
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本
文
で
は
最
初
に
五
祖
に
つ
い
て
の
数
奇
な
前
世
譚
が
語
ら
れ
、
父
が
無
い
子
供
、
つ
ま
り
私
生
児
で
あ
る
た
め
姓
が
な

い
と
い
う
問
答
の
伏
線
が
張
ら
れ
る
。
中
国
は
家
父
長
制
で
あ
り
、
父
な
し
子
は
す
で
に
体
制
か
ら
逸
脱
し
た
ア
ウ
ト
カ
ー

ス
ト
で
あ
る
。
い
わ
ば
『
涅
槃
経
』
で
無
仏
性
と
説
か
れ
る
一
闡
提
に
近
い
。

　

さ
て
、
四
祖
が
幼
い
五
祖
に
「
お
前
の
姓
は
何
だ
」
と
質
問
し
、
名
で
は
な
く
、
姓
を
問
わ
せ
て
い
る
の
は
、
後
で
「
仏

性
」
を
引
き
出
す
た
め
で
あ
り
、『
宋
高
僧
伝
』
で
は
「
何
姓
名
乎
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
初
対
面
で
姓
名
を
問
う
た
、

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

道
元
は
こ
の
後
、
ほ
ぼ
『
景
徳
伝
灯
録
』
道
信
章
に
そ
っ
て
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
五
祖
は
「
姓
は
無
い
」
と
は
い
わ

な
い
で
、「
姓
即
有
」、
つ
ま
り
「
姓
は
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
普
通
の
姓
で
は
な
い
」
と
挑
む
。
で
は
「
お
前
は
ど
う
い
う

姓
か
」
と
四
祖
が
質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
五
祖
は
「
そ
れ
は
仏
性
だ
」
と
見
事
な
答
え
を
返
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

冷
酷
に
「
汝
は
無
仏
性
な
り
」
と
四
祖
に
答
え
さ
せ
て
い
る
の
は
、
実
は
道
元
で
あ
る
。
灯
史
で
は
、「
無
仏
性
」
で
は
な

い
。『
祖
堂
集
』
は
「
汝
勿
姓
也
」、『
景
徳
伝
灯
録
』
や
『
林
間
録
』
も
「
汝
（
乃
ち
）
無
姓
耶
」
と
す
る
。
中
国
で
は
主

に
父
姓
を
姓
と
し
た
か
ら
、
姓
が
無
い
の
は
、
父
無
し
子
だ
な
、
と
い
う
差
別
的
視
点
か
ら
の
言
表
と
取
れ
る
。『
景
徳
伝

灯
録
』
や
『
林
間
録
』
で
は
、『
涅
槃
経
』
に
い
う
通
り
、
誰
に
で
も
仏
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
幼
い
出
家
以
前
の
五

祖
に
言
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
元
は
こ
の
よ
う
な
理
解
に
は
ま
っ
た
く
与
し
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ

う
に
こ
れ
を
再
構
築
し
て
い
る
の
か
。

（
２
）
本
文

　

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
祖
師
の
道
取
を
参
究
す
る
に
、
四
祖
い
は
く
、
汝
何
姓
は
そ
の
宗
旨
あ
り
。
む
か
し
は
何
国
人

の
人
あ
り
、
何
姓
の
姓
あ
り
、
な
ん
ぢ
は
何
姓
と
為
説
す
る
な
り
。
た
と
へ
ば
吾
亦
如
是
、
汝
亦
如
是
と
道
取
す
る
が
ご
と
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し
。
五
祖
い
は
く
、
姓
即
有
、
不
是
常
姓
。
い
は
ゆ
る
は
有
即
姓
は
常
姓
に
あ
ら
ず
、
常
姓
は
即
有
に
不
是
な
り
。

　
四
祖
い
は
く
、
是
何
姓
は
、
何
は
是
な
り
、
是
を
何
し
き
た
れ
り
、
こ
れ
姓
な
り
。
何
な
ら
し
む
る
は
是
の
ゆ
ゑ
な
り
、
是
な

ら
し
む
る
は
何
の
能
な
り
。
姓
は
是
也
何
也
な
り
。
こ
れ
を
蒿
湯
に
も
点
ず
、
茶
湯
に
も
点
ず
、
家
常
の
茶
飯
と
も
す
る
な
り
。

　
五
祖
い
は
く
、
是
仏
姓
。
い
は
く
の
宗
旨
は
、
是
は
仏
性
な
り
と
な
り
。
何
の
ゆ
ゑ
に
仏
な
る
な
り
。
是
は
何
姓
の
み
に

究
取
し
き
た
ら
ん
や
。
是
す
で
に
不
是
の
と
き
仏
姓
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
是
は
何
な
り
、
仏
な
り
と
い
へ
ど

も
、
脱
落
し
き
た
り
、
透
脱
し
き
た
る
に
、
か
な
ら
ず
姓
な
り
、
そ
の
姓
す
な
は
ち
周
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
父
に
う
け

ず
、
祖
に
う
け
ず
、
母
氏
に
相
似
な
ら
ず
、
傍
観
に
斉
肩
な
ら
ん
や
。

【
現
代
語
訳
】

　

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
仏
祖
の
言
葉
を
修
行
し
見
究
め
る
の
に
、
四
祖
が
言
っ
た
「
汝
何
姓
」
は
深
い
意
味
が
あ
る
。
昔

は
、「
何
の
国
の
人
」
と
い
う
人
が
お
り
、「
何
と
い
う
姓
」
と
い
う
姓
が
あ
っ
た
。（
だ
か
ら
）「
お
前
は
何
姓
な
の
だ
な
」

と
四
祖
が
説
い
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
私
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
、
お
前
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
、
と

（
師
匠
が
弟
子
を
等
し
い
法
を
体
得
し
て
い
る
と
認
め
て
）
言
い
表
す
よ
う
な
も
の
だ
。

　

五
祖
が
言
っ
た
、「
姓
即
有
、
不
是
常
姓
」。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
有
即
姓
」
は
常
（
住
）
の
姓
で
は
な
い
、
常
（
住
）
の

姓
は
「
即
有
」
に
不
是
で
あ
る
。
四
祖
が
言
っ
た
「
是
何
姓
」
と
は
「
何
」
は
「
是
」
で
あ
る
、「
是
」
を
「
何
」
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
姓
」
で
あ
る
。「
何
」
と
さ
せ
る
の
は
、「
是
」
の
た
め
で
あ
る
。「
是
」
と
さ
せ
る
の
は
、「
何
」

の
能
力
で
あ
る
。「
姓
」
は
「
是
」
で
あ
り
「
何
」
で
あ
る
の
だ
。
こ
れ
を
よ
も
ぎ
湯
に
も
入
れ
、
お
茶
に
も
入
れ
、
日
常

の
茶
飯
事
と
も
す
る
の
で
あ
る
。

　

五
祖
が
言
っ
た
、「
是
仏
姓
」
と
。
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
意
味
は
、「
是
」
は
仏
性
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
何
」
の
ゆ
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え
に
仏
な
の
で
あ
る
。「
是
」
は
「
何
姓
」
と
い
う
だ
け
で
究
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。「
是
」
が
「
不
是
」
と
な
っ
た
と
き
仏

姓
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
「
是
」
は
「
何
」
で
あ
り
、「
仏
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
脱
落
し
て
き
て
、

透
脱
し
て
く
る
と
、
か
な
ら
ず
「
姓
」
で
あ
る
。
そ
の
姓
は
「
周
」
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、（
そ
の
姓
は
）
父

か
ら
受
け
た
の
で
も
な
く
、
祖
先
か
ら
受
け
た
の
で
も
な
い
、
母
系
の
姓
に
似
て
お
ら
ず
、
傍
観
者
に
比
べ
ら
れ
よ
う
か
。

［
注
釈
］

○
何
国
人
の
人
、
何
姓
の
姓　
「
泗
州
僧
伽
大
師
、
或
（
る
人
）、
師
に
問
う
、『
何
の
姓
ぞ
』。
即
ち
答
え
て
曰
く
、『
我
が
姓
は
何
な
り
』。

又
問
う
『
師
は
是
れ
何
国
の
人
』。
師
曰
く
、『
我
は
何
国
人
な
り
』」（『
景
徳
伝
灯
録
』
第
二
十
七
巻
泗
州
章T

51, p.433a

）。

○
吾
亦
如
是
、
汝
亦
如
是　

六
祖
が
南
嶽
に
言
っ
た
言
葉
で
「
祗
此
不
染
汚
。
是
諸
仏
之
諸
念
。
吾
亦
如
是
。
汝
亦
如
是
」（『
天
聖
広
灯

録
』
巻
八　

z135-650a
）。

○
常
姓　

老
子
の
「
名
の
名
と
す
べ
き
は
常
の
名
に
あ
ら
ず
」
の
よ
う
に
尋
常
の
姓
で
は
な
い
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
は
む
し
ろ

常
住
の
仏
性
の
意
と
と
り
た
い
。

○
蒿
湯　

飲
む
た
め
の
ヨ
モ
ギ
湯
。

○
是
仏
姓　

こ
こ
で
、『
景
徳
伝
灯
録
』『
祖
堂
集
』『
林
間
録
』
は
と
も
に
「
是
仏
性
」
と
す
る
か
ら
、
道
元
が
あ
え
て
「
性
」
を
「
姓
」

と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
〈
不
是
の
と
き
仏
姓
〉
と
つ
な
が
っ
て
、
周
氏
の
問
題
に
な
っ
て
い
く
。
写
本
に
よ
っ
て
は
「
性
」。

○
透
脱　

出
典
「
逢
仏
殺
仏
。
逢
祖
殺
祖
。
逢
羅
漢
殺
羅
漢
。
逢
父
母
殺
父
母
。
逢
親
眷
殺
親
眷
。
始
得
解
脱
。
不
与
物
拘
。
透
脱
自
在
」

（『
臨
済
録
』T

47,p 500b

）。
道
元
が
し
ば
し
ば
用
い
た
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　
〈
五
祖
い
は
く
、
姓
即
有
、
不
是
常
姓
、
い
は
ゆ
る
は
有
即
姓
は
常
姓
に
あ
ら
ず
、
常
姓
は
即
有
に
不
是
な
り
〉
に
つ
い
て

『
御
抄
』
は
「
所
詮
、
有
も
姓
、
常
も
姓
、
即
有
も
姓
、
不
是
も
姓
也
と
心
得
る
な
り
」（
一
二
九
頁
）、「
所
詮
、
姓
と
何
と
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是
と
総
取
、
離
た
る
ま
じ
き
一
物
也
。
是
則
仏
性
な
り
。」（
同
頁
）
と
言
う
が
、
み
な
姓
で
あ
り
、
そ
の
姓
と
何
と
是
も
一

物
で
仏
性
で
あ
る
、
で
は
解
釈
に
な
ら
な
い
。

　
『
私
記
』
は
同
じ
よ
う
に
「
有
も
即
も
姓
な
り
。
摩
尼
珠
の
青
黄
等
の
常
性
常
色
な
き
が
ご
と
し
」（
一
一
六
頁
）
と
言

う
。「
常
姓
」
を
「
常
性
」
と
読
み
替
え
て
、
摩
尼
宝
珠
は
色
が
様
々
に
変
化
す
る
の
で
常
性
が
な
い
と
「
不
是
常
姓
」
を

解
釈
し
て
い
る
。
宝
珠
が
仏
性
の
譬
え
で
あ
る
な
ら
、
仏
性
常
住
だ
か
ら
妥
当
な
解
釈
で
は
な
い
。
ま
た
「
是
も
仏
も
姓
な

り
」（
一
一
九
頁
）
と
言
う
が
、
本
文
は
〈
是
は
何
な
り
、
仏
な
り
…
…
〉
と
言
わ
れ
て
、
か
ん
た
ん
に
「
姓
」
だ
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

　
『
弁
註
』
は
「
常
姓
と
仏
性
と
、
何
の
異
別
か
あ
ら
ん
、
此
の
下
の
古
仏
（
道
元
）
の
辞
、
見
難
し
」（
一
一
七
頁
）
と
、

道
元
の
文
に
異
議
を
立
て
て
い
る
。
た
だ
、「
然
あ
れ
ば
是
は
仏
性
を
是
す
る
の
是
な
り
。
何
ぞ
と
問
い
来
る
は
、
其
是

の
仏
性
を
何
問
し
来
れ
り
。
故
に
何
は
是
な
り
、
仏
性
の
是
を
何
ぞ
と
、
問
い
来
る
を
、
是
を
何
し
来
れ
り
と
の
玉
ふ
」

（
一
一
八
頁
）
と
言
う
。「
仏
性
を
是
（
肯
定
）
す
る
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
え
な
い
。
問
答
本
文
は
「
是
は
何
（
の
姓
）

か
」
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
か
、
玉
城
訳
で
は
「
是
」
を
「
肯う
べ
ない
」、「
何
」
を
「
問
い
」
と
訳
す
る
が
、
無
理
だ

ろ
う
。

　

杉
尾
「
本
質
」
は
そ
れ
を
「
こ
の
『
姓
』
は
悉
有
は
仏
性
な
り
と
解
か
れ
た
あ
の
仏
性
と
別
で
は
な
い
」
と
し
、「
姓
即

有
」
を
「
悉
有
仏
性
」
と
取
る
が
、
そ
の
論
拠
は
示
さ
れ
な
い
。
ま
た
「
常
姓
」
を
「
普
通
考
え
ら
れ
る
仏
性
・
成
仏
の
可

能
性
と
し
て
の
仏
性
」（
一
一
九
頁
）
と
す
る
が
、
成
仏
の
可
能
性
と
し
て
の
仏
性
は
道
元
が
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
は
世
間
の
名
付
け
た
も
の
は
た
ん
な
る
「
相
」
で
あ
っ
て
、「
だ
か
ら
実
物
と
し
て
の
『
お
前
』
と
い

う
も
の
が
固
定
し
て
在
る
も
の
で
は
な
い
。
私
も
あ
な
た
も
な
ん
と
も
決
ま
ら
な
い
。
そ
の
規
定
以
前
の
実
物
は
『
何
』
と

言
う
ほ
か
仕
方
が
な
い
の
で
『
な
ん
ぢ
は
何
姓
な
り
と
為
説
す
る
な
り
』
だ
」（
八
八
頁
）
と
言
う
。
妥
当
な
解
釈
で
あ
ろ
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う
。
し
か
し
、「
そ
れ
を
『
是
』
と
い
い
、『
何
』
と
い
い
『
姓
』
と
い
う
」
と
い
っ
て
し
ま
っ
て
は
、『
御
抄
』『
聞
解
』
と

大
同
小
異
に
な
る
。

　
〈
四
祖
い
は
く
、
是
何
姓
は
、
何
は
是
な
り
、
是
を
何
し
き
た
れ
り
、
こ
れ
姓
な
り
。
何
な
ら
し
む
る
は
是
の
ゆ
ゑ
な
り
、

是
な
ら
し
む
る
は
何
の
能
な
り
。
姓
は
是
也
何
也
な
り
。
こ
れ
を
蒿
湯
に
も
点
ず
、
茶
湯
に
も
点
ず
、
家
常
の
茶
飯
と
も
す

る
な
り
〉
に
つ
い
て
。

　
『
聞
解
』
は
「
表
か
ら
い
へ
ば
是
、
裏
か
ら
い
へ
ば
何
ぞ
や
」（
二
五
頁
）、「
是
は
仏
性
を
是
と
指
し
た
る
も
の
…
…
是
に

是
な
る
も
の
無
い
か
ら
何
な
り
。
故
に
何
が
其
儘
是
也
。」（
一
一
七
頁
）
と
是
と
可
を
同
じ
も
の
（
仏
性
）
の
表
裏
、
外
見

と
内
容
と
取
る
。「
こ
の
何
と
是
の
仏
性
を
蒿
湯
…
…
」
と
是
も
何
も
同
じ
も
の
の
表
裏
で
、
そ
れ
は
仏
性
だ
と
言
う
の
み
。

　

秋
山
『
研
究
』
は
「
四
祖
大
医
の
『
何
』
と
い
ふ
疑
問
詞
を
以
て
是
―
吾
々
の
世
界
に
現
に
存
在
す
る
も
の
―
を
し
て
是

な
ら
し
め
、
蒿
湯
と
も
な
り
、
茶
湯
と
も
な
り
、
家
常
の
茶
飯
と
も
現
れ
来
る
『
能
』
あ
る
仏
性
を
意
味
せ
し
め
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
な
ほ
『
何
な
ら
し
め
る
は
是
の
故
な
り
』
と
は
存
在
の
根
拠
と
し
て
の
仏
性
は
、
た
だ
存
在
に
於
い
て
存
在
と
し

て
の
み
自
己
を
開
示
し
来
る
も
の
に
し
て
、
之
れ
を
外
に
し
て
は
何
処
に
も
求
め
得
ざ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
故

に
『
何
な
ら
し
む
る
は
是
の
故
な
り
、
是
な
ら
し
む
る
は
何
の
能
な
り
』
と
い
ふ
語
は
存
在
と
そ
の
根
拠
と
の
一
如
関
係
、

即
ち
道
元
の
性
相
不
二
の
思
想
を
端
的
に
表
現
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」（
一
一
六
頁
）
と
言
う
。
存
在
の
根
拠
と
し
て
の
仏

性
（
性
）
と
存
在
（
相
）
の
不
二
と
す
る
。
あ
る
い
は
存
在
（
是
）
と
存
在
の
根
拠
（
何
）
と
い
う
哲
学
的
解
釈
で
あ
る

が
、
は
た
し
て
そ
う
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
批
判
は
拙
論
「
道
元
の
『
仏
性
』
巻
に
つ
い
て
―
そ
の
１

―
」（『
禅
学
研
究
』
第
九
十
一
号
）
を
参
照
。

　

安
谷
『
参
究
』
は
こ
れ
を
承
け
て
「
是
」
と
「
何
」
に
つ
い
て
「
一
仏
性
」
と
い
う
モ
ノ
を
指
す
と
し
、「
か
り
に
内
容

と
外
観
、
あ
る
い
は
性
と
相
と
の
二
つ
に
わ
け
て
、
そ
の
二
つ
を
か
け
あ
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
に
取
り
扱
っ
て
み
せ
る
と
、
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〝
何
は
是
な
り
〟
と
も
い
え
る
。
何
は
内
容
で
、
是
は
概
観
だ
。
性
空
と
い
う
内
容
が
そ
の
ま
ま
因
縁
と
い
う
外
観
の
姿
に

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
…
…
「
是
を
何
し
き
た
れ
り
」
も
あ
た
り
ま
え
だ
。
外
観
が
内
容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ

姓
な
り
で
、
そ
れ
が
活
き
た
仏
性
だ
」（
一
四
三
頁
）
と
言
う
。「
仏
性
」
を
何
か
あ
る
も
の
と
捉
え
る
か
ら
、
た
と
え
「
仮
」

で
あ
っ
て
も
内
容
と
外
見
、
さ
ら
に
は
「
活
き
た
」
モ
ノ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仏
性
は
そ
の
よ
う
な
モ
ノ
で
は
な
い
。

　

そ
の
安
谷
が
批
判
す
る
『
啓
迪
』
は
「
何
は
今
も
云
ふ
通
り
手
に
取
れ
ぬ
品
物
ぢ
ゃ
が
、
そ
の
代
り
な
に
を
捉
へ
て
も
何

ぢ
ゃ
、
な
に
を
捕
ら
ま
え
て
も
仏
性
じ
ゃ
、
そ
れ
を
『
是
』
と
云
ふ
」
と
あ
る
と
言
う
。（
安
谷
『
参
究
』
一
四
四
頁
）
な
ん

で
も
「
何
」
で
あ
り
、
仏
性
で
あ
り
、
是
で
あ
る
と
い
う
の
は
伝
統
的
解
釈
の
踏
襲
で
あ
る
が
、「
手
に
と
れ
ぬ
品
物
」
と

ま
で
い
っ
て
い
る
。

　

杉
尾
「
本
質
」
は
、「
悉
有
の
ほ
か
に
仏
性
は
な
い
。
と
は
い
え
、
仏
性
は
虚
無
で
は
な
い
。
か
え
っ
て
、
悉
有
を
悉
有

た
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
何
物
か
で
あ
る
。
そ
の
何
も
の
か
を
道
元
は
端
的
に
『
何
』
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
悉
有
の

一
々
を
『
汝
』
と
よ
び
『
是
』
と
よ
ぶ
」（
一
一
九
頁
）
と
言
う
。
先
に
杉
尾
は
悉
有
を
「
一
切
の
存
在
者
」
と
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、「
汝
」、「
是
」
は
個
々
の
存
在
者
で
あ
り
、
悉
有
は
存
在
を
存
在
た
ら
し
め
る
存
在
の
根
拠
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
結
局
、
秋
山
と
同
じ
で
あ
る
が
、
杉
尾
は
秋
山
の
仏
性
が
な
お
も
無
や
滅
に
傾
く
と
批
判
し
て
い
る
。

　

竹
村
『
講
義
』
も
「
説
い
て
説
け
な
い
と
こ
ろ
を
な
ん
と
か
し
て
表
現
す
る
と
き
に
『
何
』
と
い
う
言
葉
で
表
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。
説
い
て
説
け
な
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
か
の
『
透
体
脱
落
』
の
そ
の
た
だ
中
で
す
。
自
己
が
自
己
に
対
象
的
に
関

わ
る
の
で
は
な
い
。
自
己
が
自
己
そ
の
も
の
に
な
っ
て
は
た
ら
い
て
い
る
そ
の
た
だ
中
、
そ
れ
そ
の
も
の
、
そ
こ
に
仏
の
核
心

を
見
る
、
自
己
の
核
心
を
見
る
」（
一
六
六
頁
）
と
言
う
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、「
自
己
の
核
心
」
が
、
仏
道
の
修

証
ぬ
き
で
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
道
元
と
の
径
庭
が
窺
わ
れ
る
。
類
似
の
表
現
は
「
そ
の
た
だ
中
、
そ
こ
に
仏
と
し
て
の
存
在
、

本
来
の
自
己
と
し
て
の
存
在
そ
の
も
の
が
実
現
し
て
い
る
、
現
成
し
て
い
る
、
そ
こ
に
仏
性
の
現
前
と
い
う
こ
と
が
あ
る
」
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（
一
三
九
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
仏
で
あ
る
時
、
仏
性
現
前
と
言
う
の
は
い
い
が
、
そ
の
場
は
道
元
に
と
っ
て
坐
禅
の
ほ
か
な
く

「
仏
性
そ
の
も
の
に
な
り
切
っ
た
と
こ
ろ
」（
一
三
八
頁
）「
今
に
な
り
切
る
」（
一
三
九
頁
）
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
。

　
『
思
想
』
頭
注
は
「
姓
即
有
」
は
姓
一
般
、「
有
即
姓
」
は
わ
が
姓
だ
と
言
う
が
、
こ
れ
も
一
般
と
個
物
と
い
う
前
提
か
ら

の
解
釈
で
あ
ろ
う
が
、
言
葉
の
解
釈
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
『
聞
解
』
は
〈
何
姓
の
み
に
究
取
し
き
た
ら
ん
や
〉
を
、「
五
祖
の
是
は
仏
性
の
み
に
限
ら
ぬ
。
す
で
に
不
是
常
姓
と
云

ふ
、
不
是
の
時
に
は
や
仏
性
、
仏
性
が
現
前
し
た
」（
一
一
九
頁
）
と
言
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。「
何
姓

の
み
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
「
仏
性
の
み
」
で
は
な
い
し
、〈
是
す
で
に
不
是
の
と
き
仏
性
〉
と
い
わ
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
ま
た
〈
そ
の
姓
す
な
は
ち
周
な
り
〉
を
、「
こ
の
時
は
周
徧
法
界
皆
仏
性
で
、
四
姓
も
周
氏
も
別
物
で
無
い

か
ら
、
一
（
つ
も
）
捨
る
法
無
（
し
）」（
一
二
〇
頁
）
と
す
る
が
、
周
徧
法
界
は
法
身
で
あ
る
大
日
如
来
の
功
徳
が
無
辺
の

一
切
に
ゆ
き
わ
た
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
文
と
は
関
係
な
い
し
、『
聞
解
』
は
姓
を
ず
っ
と
四
姓
と
捉
え
て
い
る
が
こ
の

節
の
姓
は
ゴ
ー
ト
ラ
（
氏
族
、
カ
ー
ス
ト
）
の
意
味
で
は
な
い
。

　
『
弁
註
』
も
「
不
是
の
時
、
早
（
や
）
是こ
れ

仏
性
現
成
す
。
仏
性
前
後
、
無
有
変
易
な
る
こ
と
を
了
ぜ
よ
」（
一
二
〇
頁
）
と

言
う
が
、
仏
性
で
あ
れ
仏
性
の
前
後
で
あ
れ
、
お
よ
そ
無
有
変
易
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

安
谷
『
参
究
』
も
「
是
は
仏
性
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
…
…
何
が
仏
性
だ
。
是
が
仏
性
だ
と
ば
か
り
、
き
め
こ
ん
で
い
て
は
い

け
な
い
。
不
是
も
ま
た
仏
性
だ
と
さ
」（
一
五
〇
頁
）
と
言
う
。
す
べ
て
が
仏
性
だ
と
い
う
こ
と
以
外
な
に
も
言
っ
て
い
な
い
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
も
「
是
は
無
際
限
と
い
う
処
に
帰
る
か
ら
仏
性
だ
。
…
…
『
是
』
の
と
き
も
仏
性
だ
。『
不
是
』
の
と

き
も
仏
性
だ
」（
九
一
頁
）
と
言
う
。

【
解
釈
】

　

さ
て
、〈
四
祖
い
は
く
、
汝
何
姓
〉
は
、
道
元
に
お
い
て
は
疑
問
形
の
質
問
で
は
な
く
、〈
な
ん
じ
は
何
姓
と
為
説
す
る
な
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り
〉
と
解
釈
さ
れ
て
、
仏
で
あ
る
四
祖
か
ら
の
、
五
祖
へ
の
是
認
の
言
葉
、「
お
前
の
姓
は
何か

だ
な
」
と
言
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
問
処
の
道
得
の
一
種
で
あ
る
。
姓
が
「
何
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
奇
妙
に
聞
こ
え
る
の
で
、

道
元
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
泗
州
僧
伽
大
師
章
に
「
我
が
姓
は
何
、
我
は
何
国
人
」
と
あ
る
こ
と
を
お
そ
ら
く
念
頭
に
お
い
て

〈
む
か
し
は
何
国
人
の
人
あ
り
、
何
姓
の
姓
あ
り
〉
と
、「
何
」
と
い
う
姓
も
あ
り
う
る
と
解
説
し
て
い
る
。
た
し
か
に
「
何
」

と
い
う
中
国
姓
は
実
在
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん
僧
伽
大
師
が
実
際
に
「
何
」
と
い
う
姓
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
社
会

的
に
「
ど
こ
の
な
に
べ
え
」
と
認
識
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
自
己
を
表
す
た
め
の
言
い
方
と
し
て
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
章
二
節
で
〈
是
什
麼
物
恁
麼
来
〉
と
い
わ
れ
た
こ
と
の
疑
問
詞
「
是
什
麼
物
」
が
、
こ
こ
で
は
答
え
と
し
て
「
何
姓
」

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
何
姓
」
は
、
ま
さ
に
「
説
似
一
物
即
不
中
」
と
あ
る
通
り
、
一
物
で
は
な

い
、
名
付
け
ら
れ
る
以
前
の
実
存
、
自
意
識
も
他
者
の
ま
な
ざ
し
も
な
い
、
本
来
の
そ
の
人
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

答
え
と
し
て
の
「
何
姓
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
〈
た
と
へ
ば
吾
亦
如
是
、
汝
亦
如
是
と
、
道
取
す
る
が
ご
と

し
〉
と
い
わ
れ
る
。
一
般
論
に
は
な
ら
な
い
証
契
の
言
葉
、
つ
ま
り
「
仏
で
あ
る
わ
た
し
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
お
前
も

そ
の
よ
う
に
あ
る
も
の
（
如
来
・
仏
）
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。〈
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
汝
亦
如
是
の
ゆ
へ
に

諸
仏
な
り
、
吾
亦
如
是
の
ゆ
へ
に
諸
仏
な
り
。
ま
こ
と
に
、
わ
れ
に
あ
ら
ず
、
な
ん
ぢ
に
あ
ら
ず
〉《
行
仏
威
儀
》
と
い
わ

れ
る
通
り
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
道
元
の
解
釈
す
る
「
汝
何
姓
」
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
お
前
が
仏
と
い
う
姓
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
含
意
す

る
。
し
か
し
ま
た
、
南
嶽
の
答
え
で
あ
る
「
説
似
一
物
即
不
中
」
が
「
一
物
」
を
い
わ
な
い
承
当
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し

て
、
六
祖
の
「
吾
亦
如
是
、
汝
亦
如
是
」
も
ま
た
、
け
っ
し
て
そ
れ
を
言
わ
な
い
で
認
め
た
対
話
な
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で

述
べ
た
よ
う
に
「
仏
」
と
い
う
姓
な
ど
と
一
般
化
し
て
し
ま
っ
て
は
す
で
に
台
無
し
で
あ
ろ
う
。

　
「
汝
何
姓
」
が
、「
お
前
は
仏
だ
」
と
い
う
こ
と
を
含
意
す
る
な
ら
ば
、
後
で
四
祖
が
五
祖
に
「
汝
無
仏
性
」
と
言
っ
た
こ
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と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
後
に
〈
い
か
な
る
時
節
に
し
て
無
仏
性
な
る
ぞ
〉
と
い
う
時
節
の
問
題
と

し
て
論
じ
ら
れ
る
の
で
、
後
に
触
れ
た
い
。

　

次
に
五
祖
の
〈
姓
即
有
、
不
是
常
姓
〉
に
対
し
て
、
道
元
は
〈
姓
即
有
〉
を
入
れ
替
え
て
〈
有
即
姓
は
常
姓
に
あ
ら
ず
〉

と
受
け
取
り
な
お
す
。〈
姓
即
有
〉
を
〈
有
即
姓
〉
に
変
え
た
の
は
、〈
有
即
姓
〉
と
い
う
「
姓
」
は
常
住
の
姓
（
性
）
で
は

な
い
、
と
し
た
方
が
論
理
的
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。「
姓
」
は
「
性
」
と
音
通
な
の
で
、〈
常
姓
〉
は
、
こ
こ
で
は
元
来
の
問
答

に
あ
る
「
ふ
つ
う
の
姓
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
常
住
の
性
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
仏
性
」
と
い
う
用
語
に
は
、
常

（
常
住
不
変
）
と
い
う
属
性
が
つ
き
ま
と
う
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
は
冒
頭
に
〈
如
来
常
住
無
有
変
易
〉
と
出
る
だ
け
で
、
後

は
一
切
触
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
後
の
三
節
で
道
元
が
主
張
す
る
の
は
、
仏
性
は
無
常
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
の
〈
常
姓
は
即
有
に
不
是
な
り
〉
に
つ
い
て
み
る
と
、〈
即
有
〉
は
、『
正
法
眼
蔵
』
で
こ
こ
の
み
に
出
る
用
語
で
あ

る
。
の
ち
（
四
章
五
節
）
に
は
〈
既
有
〉〈
諸
有
〉〈
仏
有
〉
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
も
同
様
に
〈
即
有
〉
と
い

う
名
詞
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
「
即
」
は
偶
然
使
っ
た
と
は
い
え
、
副
詞
と
し
て
は
「
即
座
に
、
た
だ
ち
に
、
す
ぐ

に
」
が
第
一
の
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
而
今
の
有
」
と
解
し
て
み
た
。
す
る
と
〈
常
姓
〉
つ
ま
り
常
（
住
な
る
）
性
は
、

〈
即
有
〉
つ
ま
り
「
而
今
の
有
」
と
い
う
事
態
に
相
応
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

道
元
は
仏
性
は
常
住
だ
と
す
る
常
識
を
破
っ
て
い
る
。

　
〈
四
祖
い
は
く
、
是
何
姓
は
、
何
は
是
な
り
、
是
を
何
し
き
た
れ
り
、
こ
れ
姓
な
り
。
何
な
ら
し
む
る
は
是
の
ゆ
ゑ
な
り
、

是
な
ら
し
む
る
は
何
の
能
な
り
。
姓
は
是
也
何
也
な
り
〉
は
、
一
読
し
た
だ
け
で
は
意
味
が
と
れ
な
い
。

　
「
何
」
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
言
表
し
が
た
い
正
当
恁
麼
時
に
現
成
し
て
い
る
事
態
、
モ
ノ
で
は
な
く
働
き
で
あ
る
と
し

た
か
ら
、「
是
」
は
「
こ
れ
」
と
具
体
的
に
限
定
で
き
る
も
の
、
い
わ
ば
具
体
的
な
私
、
自
己
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
を
読
み
解

く
に
は
、
次
に
言
及
さ
れ
る
〈
是
は
仏
性
な
り
と
な
り
。
何
の
ゆ
ゑ
に
仏
な
る
な
り
〉
が
手
が
か
り
と
な
る
。「
是
」
す
な
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わ
ち
普
通
の
私
が
仏
と
な
る
の
は
、
何
の
故
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
祇
管
打
坐
に
お
い
て
身
心
脱
落
す
る
（
私
で
は
な
い
も
の

に
な
る
）
こ
と
よ
っ
て
で
あ
る
。〈
是
す
で
に
不
是
の
と
き
仏
姓
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
通
り
、
是
な
る
自
己
が
、
自
己
の
脱

落
に
よ
っ
て
是
が
否
定
さ
れ
て
、
す
で
に
不
是
で
あ
る
と
き
に
は
じ
め
て
仏
性
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
己
が
脱
落
し
て

は
じ
め
て
、
名
前
も
な
く
、
人
間
で
も
な
い
（「
何
」）
で
あ
る
か
ら
、
仏
と
な
る
。
そ
こ
が
〈
何
の
ゆ
ゑ
に
仏
な
る
な
り
〉

で
あ
る
。〈
是
を
何
し
き
た
れ
り
〉
と
は
、「
是
」
す
な
わ
ち
普
通
の
人
間
が
、
打
坐
に
よ
っ
て
「
何
」
に
な
ら
さ
れ
る
。
そ

の
「
何
」
に
な
っ
た
当
体
に
向
か
っ
て
い
う
な
ら
、〈
何
は
是
な
り
〉
と
い
わ
れ
得
る
。
そ
の
当
体
の
「
是
」
は
「
個
個
の

存
在
者
」（
杉
尾
）
で
も
「
そ
れ
そ
の
も
の
」（
竹
村
）
で
も
な
い
、
ま
さ
に
一
般
化
で
き
な
い
わ
た
し
（
あ
る
い
は
お
前
）

で
あ
る
、
と
実
存
の
こ
と
が
ら
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
。

　
〈
こ
れ
姓
な
り
〉
は
、
多
く
の
解
釈
の
よ
う
に
、
こ
れ
が
仏
性
で
あ
る
と
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
い
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
の

仏
性
が
問
題
で
あ
る
。

　
〈
何
な
ら
し
む
る
は
是
の
ゆ
ゑ
な
り
〉
は
、
こ
の
我
（
是
）
が
修
証
し
な
け
れ
ば
、「
何
」
で
あ
る
仏
も
菩
提
も
な
い
。
換

言
す
れ
ば
〈
仏
道
を
な
ら
ふ
と
い
ふ
は
自
己
を
な
ら
ふ
也
〉《
現
成
公
案
》
と
い
う
初
動
が
必
要
で
、〈
わ
が
尽
力
〉
が
必
要

だ
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
あ
る
い
は
〈
わ
が
行
持
、
す
な
わ
ち
十
方
の
匝
地
漫
天
み
な
そ
の
功
徳
を
か
う
む
る
〉《
行
持
上
》

と
か
、〈
わ
れ
ら
が
行
持
に
よ
り
て
諸
仏
諸
祖
の
行
持
見
成
し
〉
と
い
う
事
態
を
言
う
。〈
是
な
ら
し
む
る
は
何
の
能
な
り
〉

と
は
、〈
わ
が
尽
力
〉
だ
け
で
は
仏
道
は
成
ら
な
い
。〈
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
〉《
現
成
公
案
》
と
い
う
方
向
が

不
可
欠
で
あ
る
。
万
法
と
い
っ
て
も
、
対
象
的
な
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
我
の
力
、
我
の
思
惟
の
お
よ
ば

ぬ
と
こ
ろ
の
あ
ら
ゆ
る
あ
り
方
で
あ
る
。

　
〈
何
な
ら
し
む
る
は
是
の
ゆ
ゑ
な
り
、
是
な
ら
し
む
る
は
何
の
能
な
り
〉
と
は
、
た
と
え
ば
〈
山
河
大
地
・
日
月
星
辰
に

て
も
修
行
せ
し
む
る
に
、
山
河
大
地
・
日
月
星
辰
か
へ
り
て
わ
れ
ら
を
修
行
せ
し
む
る
な
り
〉《
諸
悪
莫
作
》
と
い
わ
れ
る
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よ
う
な
双
方
向
で
あ
る
。〈
姓
は
是
也
何
也
な
り
〉
は
、（
仏
）
姓
（
性
）
と
は
、
わ
れ
の
あ
り
よ
う
、
す
な
わ
ち
「
是
」
と

し
て
は
じ
め
て
現
成
す
る
も
の
だ
か
ら
〈
是
也
〉
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
そ
の
よ
う
に
自
己
が
脱
落
し
た
と
こ
ろ
と
し
て

「
何
」
で
あ
る
か
ら
〈
何
也
〉
と
い
え
よ
う
。

　
〈
こ
れ
を
蒿
湯
に
も
点
ず
、
茶
湯
に
も
点
ず
…
…
〉
と
は
、
こ
の
よ
う
な
、〈
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
〉《
現
成

公
案
》
法
の
働
き
を
取
り
上
げ
た
《
法
性
》
の
巻
で
〈
著
衣
喫
飯
は
法
性
三
昧
の
著
衣
喫
飯
な
り
。
衣
法
性
現
成
な
り
、
飯

法
性
現
成
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
、
そ
の
働
き
（
法
相
の
施
為
）
と
同
じ
こ
と
が
、
働
き
と
し
て
の
〈
是
也
何
也
〉
で

あ
り
、
だ
か
ら
〈
こ
れ
を
蒿
湯
に
も
點
ず
、
茶
湯
に
も
點
ず
、
家
常
の
茶
飯
と
も
す
る
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
さ
と
り
」
の
あ
り
よ
う
と
は
、
た
し
か
に
祇
管
打
坐
の
と
き
、
自
覚
し
な
い
ま
ま
す
べ
て
が
菩
提
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
特
別
な
境
地
や
体
験
で
は
な
く
、
ま
た
「
な
り
き
る
」
と
い
う
集
中
や
忘
我
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
が
意
識
し
な

い
で
何
げ
な
く
振
る
舞
う
日
常
の
た
だ
な
か
で
働
い
て
い
る
当
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。〈
大
悟
は
家
常
の
茶
飯
な
り
〉

《
行
持
》
と
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　

次
に
五
祖
の
言
葉
〈
是
仏
姓
〉
に
移
る
。
こ
こ
で
テ
キ
ス
ト
が
、「
仏
性
」
な
の
だ
か
ら
「
性
」
の
は
ず
だ
が
「
姓
」
に

変
わ
っ
て
い
る
。
懐
弉
真
筆
本
は
そ
う
な
の
で
、
他
の
写
本
の
「
仏
性
」
で
は
な
く
、
こ
れ
を
採
る
。
も
し
こ
こ
で
〈
是
仏

性
〉
と
テ
キ
ス
ト
通
り
に
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
後
の
「
姓
」
の
展
開
は
不
可
能
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
続
い
て
は
テ
キ

ス
ト
通
り
に
〈
是
は
仏
性
な
り
と
な
り
〉
と
道
元
は
ご
く
普
通
に
解
釈
し
、〈
何
の
ゆ
ゑ
に
仏
な
る
な
り
〉
と
付
け
加
え
ら

れ
る
。「
何
」
と
は
、
じ
っ
さ
い
に
修
証
し
て
い
る
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
「
何
姓
」
と
い
う
こ
と
で
種
々
に
拈
提
さ
れ
て
き
た
が
、〈
是
は
何
姓
の
み
に
究
取
し
き
た
ら
ん
や
〉
と
い

わ
れ
て
、
次
に
は
「
仏
姓
」「
周
姓
」
が
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
〈
是
す
で
に
不
是
の
と
き
仏
姓
な
り
〉
と
は
、
す

で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
是
で
あ
る
自
己
は
自
己
の
ま
ま
で
仏
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
是
と
い
う
限
定
さ
れ
た
自
己
が
否
定
さ
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れ
て
は
じ
め
て
仏
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
衆
生
は
自
己
否
定
し
て
は
じ
め
て
仏
な
の
だ
。
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
ど
の
道
元

仏
性
論
に
も
、
こ
の
否
定
の
契
機
が
欠
落
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
と
い
う
よ
り
、
否
定
が
存
在
し
え
な
い
よ
う
な
論
ば

か
り
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
が
「
仏
性
」
で
は
な
く
「
仏
姓
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
道
元
は
「
仏

性
」
に
つ
い
て
は
慎
重
に
議
論
を
展
開
し
な
い
。

　
〈
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
是
は
何
な
り
、
仏
な
り
と
い
へ
ど
も
〉、
と
い
わ
れ
る
こ
と
で
、「
是
」
は
「
何
」
で
あ
っ
て
、

「
何
」
で
あ
る
か
ら
は
じ
め
て
仏
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
そ
れ
が
〈
と
い
へ
ど
も
〉
と
逆
接
で
受
け
ら
れ
、

〈
脱
落
し
き
た
り
、
透
脱
し
き
た
る
に
、
か
な
ら
ず
姓
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
か
。
一
つ
に

は
、
是
（
限
定
さ
れ
た
自
己
）
は
、
何
と
な
り
仏
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、「
是
」
が
脱
落
し
、
透
脱
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
仏

性
（
姓
）
で
あ
る
と
読
め
る
。
仏
性
で
は
な
く
、「
仏
姓
」
で
あ
る
の
は
、
私
が
な
く
な
り
、
自
分
の
姓
が
な
く
な
り
、
仏

に
な
っ
た
と
き
、〈
過
去
現
在
未
来
の
諸
仏
、
と
も
に
ほ
と
け
と
な
る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
な
る
な
り
〉《
即

心
是
仏
》
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
釈
氏
と
い
う
仏
の
姓
に
な
っ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。「
是
」
と
「
何
」
は
厳
密
に
い

え
ば
も
う
一
度
ず
つ
言
及
さ
れ
る
が
、〈
か
な
ら
ず
姓
な
り
〉
で
い
ち
お
う
断
ち
切
ら
れ
る
。

　
「
姓
」
が
新
た
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、〈
そ
の
姓
す
な
は
ち
周
な
り
〉
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

「
周
」
は
四
祖
の
母
の
周
氏
に
由
来
す
る
の
だ
が
、
そ
う
い
う
関
連
は
〈
母
氏
に
相
似
な
ら
ず
〉
で
切
ら
れ
る
。
懐
弉
本
の

元
の
本
文
で
は
「
父
に
う
け
ず
」
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
母
か
ら
承
け
た
周
氏
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
母
系

の
先
祖
か
ら
承
け
た
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
で
〈
祖
に
う
け
ず
、
母
氏
に
相
似
な
ら
ず
〉
と
〈
傍
観
に
斉
肩
な
ら
ん
や
〉
が

添
加
さ
れ
て
、
お
よ
そ
ど
ん
な
人
間
的
氏
姓
で
も
な
い
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
姓
が
「
周
」
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。「
周
」
は
、《
現
成
公
案
》
で
は
〈
無
処
不
周
底
〉
を
〈
と
こ
ろ
と
し

て
い
た
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
き
〉
と
道
元
が
読
ん
だ
よ
う
に
、「
あ
ま
ね
く
い
た
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
個
人
的
な
も
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の
、
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
ま
ね
く
い
た
る
姓
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
先
に
言
及
し
た
〈
過
去
現
在
未
来
の

諸
仏
、
と
も
に
ほ
と
け
と
な
る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
な
る
な
り
〉
と
い
う
同
一
の
あ
ま
ね
（
周
）
き
姓
に
至

り
着
く
。
諸
仏
と
な
る
の
は
、
父
母
か
ら
生
ま
れ
た
身
体
で
は
な
い
し
、
祖
先
の
功
徳
の
果
で
も
な
い
。〈
し
か
あ
れ
ど
も
、

父
に
う
け
ず
、
祖
に
う
け
ず
〉
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
の
世
の
血
筋
と
は
無
関
係
に
、
み
な
同
じ
釈
迦

牟
尼
仏
と
い
う
同
姓
に
な
る
。
こ
の
あ
と
、（
４
）
で
言
及
さ
れ
る
〈
周
な
る
同
生
あ
り
〉
は
、〈
と
も
に
ほ
と
け
と
な
る
〉

《
即
心
是
仏
》「
同
生
」
で
あ
り
、
ま
た
「
周
な
る
同
姓
」
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

（
３
）
本
文

　

四
祖
い
は
く
、
汝
無
仏
性
。
い
は
ゆ
る
道
取
は
、
汝
は
た
れ
に
あ
ら
ず
、
汝
に
一
任
す
れ
ど
も
、
無
仏
性
な
り
と
開
演
す

る
な
り
。
し
る
べ
し
学
す
べ
し
、
い
ま
は
い
か
な
る
時
節
に
し
て
無
仏
性
な
る
ぞ
。
仏
頭
に
し
て
無
仏
性
な
る
か
、
仏
向
上

に
し
て
無
仏
性
な
る
か
。
七
通
を
逼
塞
す
る
こ
と
な
か
れ
、
八
達
を
摸
索
す
る
こ
と
な
か
れ
。
無
仏
性
は
一
時
の
三
昧
な
り

と
修
習
す
る
こ
と
も
あ
り
。
仏
性
成
仏
の
と
き
、
無
仏
性
な
る
か
、
仏
性
発
心
の
と
き
、
無
仏
性
な
る
か
と
問
取
す
べ
し
、

道
取
す
べ
し
。
露
柱
を
し
て
も
問
取
せ
し
む
べ
し
、
露
柱
に
も
問
取
す
べ
し
、
仏
性
を
し
て
も
問
取
せ
し
む
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

　

四
祖
は
、
言
っ
た
「
お
前
は
無
仏
性
」
と
。
こ
こ
で
言
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
お
前
は
ほ
か
の
だ
れ
で
も
な
い
、
お
前
に
一

任
す
る
け
れ
ど
も
無
仏
性
で
あ
る
、
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
知
る
が
よ
い
、
学
ぶ
が
よ
い
。
い
ま
は
ど
の
よ
う
な
時
節
で
あ

る
か
ら
無
仏
性
な
の
か
。
仏
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
無
仏
性
な
の
か
、
仏
に
な
っ
て
さ
ら
に
仏
に
な
る
か
ら
無
仏
性
な
の

か
。
い
ろ
い
ろ
融
通
無
礙
に
い
え
る
の
に
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
手
探
り
で
探
し
て
は
な
ら
な
い
。

無
仏
性
は
一
時
の
深
い
定
で
あ
る
と
、
修
行
し
分
か
る
こ
と
も
あ
る
。
仏
性
が
成
仏
す
る
と
き
無
仏
性
な
の
か
、
仏
性
が
発
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心
す
る
と
き
無
仏
性
な
の
か
と
問
う
が
よ
い
、
言
う
が
よ
い
。
お
堂
の
丸
柱
に
も
問
わ
せ
る
が
よ
い
、
丸
柱
に
も
問
う
が
よ

い
。
仏
性
に
も
問
わ
せ
る
が
よ
い
。

［
注
釈
］

○
た
れ
に
あ
ら
ず　

同
じ
よ
う
な
用
法
が
〈
使
得
無
位
真
人
の
ゆ
ゑ
に
、
わ
れ
に
あ
ら
ず
、
た
れ
に
あ
ら
ず
〉《
空
華
》
と
あ
る
が
、「
た

れ
」
は
疑
問
詞
で
は
な
く
、「
汝
」
や
「
わ
れ
」
で
は
な
い
不
定
称
。

○
仏
頭　

頭
に
は
「
初
め
」
の
意
味
が
あ
り
、
次
に
「
仏
向
上
」
が
あ
る
か
ら
、
仏
に
な
り
た
て
の
意
か
。「
仏
の
頭
」（『
御
抄
』『
聞

解
』）
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
仏
祖
の
頂
寧
と
も
い
う
。
仏
陀
大
悟
の
ご
境
界
だ
」（
安
谷
『
参
究
』
一
五
一
頁
）
と
い
う
解
釈
も
あ
る

が
、
文
脈
か
ら
し
て
仏
陀
の
大
悟
と
は
思
わ
れ
な
い
。「
仏
に
の
ぼ
り
つ
め
る
」（
水
野
訳
）
も
仏
は
修
行
の
果
で
は
な
い
か
ら
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。

○
逼
塞　

逼
は
迫
る
、
塞
は
ふ
さ
ぐ
だ
が
、
逼
塞
と
い
う
熟
語
は
、
①
充
満
し
て
い
る
さ
ま
、
②
締
め
付
け
ら
れ
て
身
動
き
の
取
れ
な
い

さ
ま
。
こ
こ
は
②
の
意
で
あ
ろ
う
。

○
七
通
、
八
達　

通
達
は
滞
り
な
く
通
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
滞
り
な
く
通
る
こ
と
。

○
露
柱　

出
典
「
問
う
、
如
何
が
是
れ
西
来
意
。
師
曰
く
、
露
柱
に
問
取
せ
よ
。
曰
く
、
学
人
会
せ
ず
。
師
曰
く
、
我
れ
更
に
会
せ
ず
。」

（T
51p 309b

）『
景
徳
伝
灯
録
』
石
頭
章
。「
師
露
柱
を
指
し
て
曰
く
。
何
ぞ
大
士
に
問
わ
ざ
る
」（T

51p 0275a

）『
景
徳
伝
灯
録
』
長
沙

章
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　

無
仏
性
と
い
う
道
元
の
説
示
を
、
一
切
存
在
す
る
も
の
は
仏
性
で
あ
る
と
解
釈
し
て
き
た
人
々
は
、
こ
こ
を
解
釈
で
き
な

い
は
ず
で
あ
る
。

　
『
御
抄
』
は
次
の
よ
う
に
こ
の
言
葉
は
不
審
だ
と
言
う
。「
四
祖
与
五
祖
問
答
段
見
于
文
、
但
祖
曰
汝
無
仏
性
之
詞
こ
そ
、
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動
執
生
疑
と
な
り
ぬ
べ
け
れ
。
其
故
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
に
て
、
不
具
仏
性
衆
生
不
可
有
（
仏
性
を
具
え
ざ
る
衆
生
有
る

べ
か
ら
ず
）。
今
（
の
）
詞
、
尤
（
も
）
不
審
な
り
。
所
詮
如
今
（
の
）
文
、
う
つ
く
し
く
、
如
尋
常
四
祖
与
五
祖
被
問
答
之

（
尋
常
の
如
く
四
祖
五
祖
之
を
問
答
せ
ら
る
）
様
に
被
心
得
（
心
得
ら
る
る
）
は
、
皆
僻
見
也
。
一
一
被
顕
仏
性
義
を
（
一
一
仏

性
義
を
顕
さ
る
る
）
詞
と
可
心
得
（
心
得
べ
し
）（
一
二
八
頁
）
と
い
い
、
肝
腎
の
無
仏
性
の
解
釈
は
「
無
仏
性
の
詞
、
尽
法

界
（
の
）
道
理
、
尤
（
も
）
可
然
（
然
る
べ
し
）」
と
い
う
だ
け
で
、
な
ぜ
無
仏
性
が
尽
法
界
の
道
理
な
の
か
、
少
し
も
解
釈

に
な
っ
て
い
な
い
。

　
『
聞
解
』
は
「
衆
生
に
無
衆
生
性
、
仏
に
無
仏
性
」（
一
二
一
頁
）
と
ま
っ
た
く
本
文
に
な
い
こ
と
を
言
う
。

　

現
代
で
も
、
安
谷
『
参
究
』
は
「
無
仏
性
と
い
う
事
実
は
七
通
八
達
だ
。
十
方
に
通
達
し
て
い
る
。
宇
宙
に
遍
満
し
て
い

る
。
だ
か
ら
逼
塞
し
よ
う
が
な
い
。
ふ
さ
ぎ
よ
う
も
な
く
ふ
さ
が
れ
よ
う
も
な
い
。
い
わ
ん
や
宇
宙
遍
満
の
仏
性
を
手
探
り

で
探
し
索
め
る
よ
う
な
馬
鹿
な
こ
と
を
す
る
な
か
れ
だ
」（
一
五
一
頁
）
と
言
う
。
こ
れ
で
は
仏
性
も
無
仏
性
も
宇
宙
に
遍

満
し
て
い
る
も
の
に
な
る
。
無
仏
性
と
仏
性
を
同
じ
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
そ
れ
も
お
か
し
い
が
、
宇
宙
に
遍
満

す
る
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
自
体
が
〈
満
界
是
有
〉、〈
徧
界
我
有
〉（
一
章
一
節
）
の
外
道
の
見
で
あ
ろ
う
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
は
、「
そ
の
決
ま
っ
た
も
の
が
な
い
こ
と
を
無
仏
性
と
い
う
」（
九
四
頁
）
と
言
う
が
、
そ
れ
は
先
に
は

「
何
」
の
説
明
で
あ
り
、
仏
性
を
意
味
し
て
い
た
。
だ
か
ら
「
無
仏
性
と
は
刻
々
畢
竟
帰
運
転
し
て
い
く
こ
と
」（
九
五
頁
）

と
、
内
山
師
の
「
仏
性
」
の
定
義
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。

　

森
本
『
読
解
』
は
「
こ
れ
を
『
仏
性
な
し
』
と
読
む
よ
う
な
受
け
取
り
方
は
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
い
わ
ば

『
無
と
し
て
の
仏
性
』
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
実
体
化
さ
れ
た
個
別
的
存
在
者
と
し
て
の
『
有
』
の
側
面
か
ら
で
は
な
く
、

『
無
』
に
直
結
す
る
も
の
と
し
て
の
『
仏
性
』
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
」（
一
一
八
頁
）
と
言
う
。
い
っ
た
い
何
を
い
っ
て
い

る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
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竹
村
『
講
義
』「
こ
の
無
仏
性
と
い
う
の
は
、
仏
性
が
無
い
と
い
っ
て
悲
観
す
べ
き
こ
と
で
は
な
く
て
、
無
と
い
う
言

葉
で
表
さ
れ
る
よ
う
な
仏
の
世
界
、
そ
れ
を
本
質
と
し
て
い
る
も
の
だ
と
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」（
一
七
九
頁
）、

「
無
仏
性
と
い
う
の
は
本
当
の
仏
性
で
す
。
本
当
の
仏
性
は
い
つ
実
現
す
る
か
、
そ
れ
を
究
明
し
な
さ
い
と
い
う
の
で
す
」

（
一
八
〇
頁
）
と
こ
れ
も
仏
性
と
無
仏
性
と
は
け
っ
き
ょ
く
同
じ
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
現
代
の
解
釈
は
道
元
が
「
無
仏
性
」
と
言
っ
た
こ
と
、
と
り
わ
け
「
何
時
」
無
仏
性
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

ま
っ
た
く
受
け
止
め
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
仏
性
が
無
い
と
い
う
意
味
の
「
無
仏
性
」
を
、
見
よ
う
と
し
な
い
。
す
べ
て
こ

れ
ら
は
「
悉
有
は
仏
性
」
を
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
仏
性
で
あ
る
と
解
釈
し
て
き
た
帰
結
で
あ
る
。

　

ま
た
七
通
八
達
の
主
語
を
仏
性
と
す
る
も
の
が
多
い
。

　

竹
村
『
講
義
』
は
『
参
究
』
を
受
け
て
か
、「
七
通
八
達
と
い
う
の
は
、
仏
性
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
遍
満
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
、
も
う
み
ん
な
仏
性
の
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
」（
一
八
〇
頁
）
と
い
い
、
水
野
は
「
仏
性
は
七
通
八

達
し
て
い
る
の
に
、
ふ
さ
い
だ
り
、
手
さ
ぐ
り
し
て
は
な
ら
な
い
」（
岩
波
本
脚
注
）
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
前
の
文
脈

か
ら
し
て
「
無
仏
性
」
と
は
い
わ
れ
て
い
て
も
「
仏
性
」
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
巻
に
は
「
仏
性
」
が
説
か

れ
て
い
る
と
考
え
る
根
深
い
誤
解
に
よ
ろ
う
。
こ
の
節
は
八
回
も
、「
無
仏
性
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、「
無
仏

性
」
に
向
き
合
わ
ず
に
解
釈
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

【
解
釈
】

　

こ
の
直
前
ま
で
は
、
主
と
し
て
性
（
姓
）
を
肯
定
的
言
辞
で
解
釈
し
て
き
た
。
そ
し
て
〈
吾
亦
如
是
、
汝
亦
如
是
〉
と
言

表
さ
れ
る
よ
う
に
問
答
す
る
両
者
は
共
に
仏
で
あ
る
と
い
う
側
面
か
ら
見
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
〈
四
祖
い
は
く
、
汝
無
仏

姓
〉
で
が
ら
り
と
変
わ
る
。
道
元
に
と
っ
て
は
四
祖
に
「
無
仏
性
で
あ
る
」
と
開
演
さ
せ
た
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
の
で
あ

り
、
こ
の
四
祖
五
祖
問
答
全
体
の
眼
目
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
こ
を
「
無
仏
性
」
と
す
る
語
録
資
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料
は
な
い
。
四
祖
は
自
分
が
姓
を
尋
ね
た
の
に
、「
仏
性
」
と
答
え
た
五
祖
の
才
気
煥
発
さ
を
認
め
ず
、
姓
に
こ
だ
わ
っ
て

「
お
前
は
無
姓
か
」
と
尋
ね
た
と
す
る
の
が
元
来
の
問
答
で
あ
る
。
道
元
は
「
無
仏
性
」
を
言
う
た
め
に
こ
う
四
祖
に
言
わ

せ
て
い
る
。

　

そ
し
て
〈
い
は
ゆ
る
道
取
は
〉
と
説
き
だ
さ
れ
て
、
道
元
は
四
祖
の
言
っ
た
「
汝
」
を
〈
汝
は
た
れ
に
あ
ら
ず
、
汝
に
一

任
す
れ
ど
も
〉
と
示
す
。

　
「
汝
無
仏
性
」
を
普
通
に
読
め
ば
「
汝
」
は
「
お
前
は
」
と
い
う
主
語
と
し
て
五
祖
を
指
す
こ
と
に
な
り
、
五
祖
が
無
仏

性
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
先
の
道
元
の
「
吾
亦
如
是
…
…
」
と
い
う
解
釈
と
齟
齬
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
〈
汝
は
た
れ

に
あ
ら
ず
〉
と
、
だ
れ
と
決
ま
っ
た
人
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
五
祖
で
は
な
い
人
を
含
意
す
る
。〈
汝
に
一
任
す
れ
ど

も
〉
は
、
し
た
が
っ
て
、（「
汝
」
が
誰
を
指
す
か
は
）
お
前
（
汝
）
に
一
任
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
懐
弉
書
写
本
に

は
も
と
も
と
〈
た
れ
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
汝
に
一
任
〉
と
「
と
い
へ
ど
も
」
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
は
明
瞭
で

あ
る
。「
無
仏
性
」
は
、
テ
キ
ス
ト
通
り
「
仏
性
無
し
」
で
あ
る
。
五
祖
が
無
仏
性
な
の
で
は
な
い
し
、
だ
れ
が
と
い
う
特

定
の
人
で
も
な
い
が
、
と
断
り
書
き
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
な
く
「
無
仏
性
」
で

あ
る
。
無
仏
性
は
「
だ
れ
か
」
と
い
う
問
題
は
「
汝
に
一
任
」
で
棚
上
げ
さ
れ
、
以
下
詳
し
く
問
わ
れ
る
の
は
〈
い
か
な
る

時
節
に
〉
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
無
仏
性
」
は
こ
の
節
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
第
二
章
全
体
の
主
題
で
あ
る
が
、
そ
の
参
究
の
仕
方
は
〈
い
か
な
る

時
節
に
し
て
無
仏
性
な
る
ぞ
〉
と
言
わ
れ
る
。
仏
性
の
有
無
は
「
時
節
」
に
よ
っ
て
違
う
の
だ
。
す
る
と
す
ぐ
に
前
章
で
い
わ

れ
た
〈
お
ほ
よ
そ
時
節
の
若
至
せ
ざ
る
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
仏
性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
〉
と
矛
盾
す
る
よ
う

に
思
え
る
。
だ
が
そ
こ
に
お
い
て
解
釈
し
た
よ
う
に
（
未
発
表
）、
こ
の
「
時
節
」
と
は
修
証
の
而
今
、
祇
管
打
坐
の
い
ま
こ
こ

で
あ
っ
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
な
ら
ば
、《
現
成
公
案
》
最
後
の
段
で
い
わ
れ
た
「
無
処
不
周
」
が
〈
若
至
せ
ざ
る
時
節
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い
ま
だ
あ
ら
ず
〉
と
呼
応
し
、「
あ
ふ
ぎ
を
使
う
」
が
〈
仏
性
の
現
前
〉
と
呼
応
す
る
。「
迷
中
に
行
を
立
つ
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
い
つ
で
も
、
今
こ
こ
が
成
仏
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
成
仏
は
行
仏
（
あ
ふ
ぎ
を
使
う
）
時
節
に
は
じ
め
て
そ
う
で
あ
り
、

仏
性
の
現
前
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
仏
性
は
無
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
無
仏
性
の
時
節
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

　
〈
仏
頭
に
し
て
無
仏
性
な
る
か
〉
と
は
、
仏
頭
と
い
う
の
は
、
時
節
の
問
題
だ
か
ら
仏
に
な
っ
た
ば
か
り
、
つ
ま
り
成
仏
の

時
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
も
し
「
仏
性
」
を
な
に
か
仏
の
種
子
と
誤
っ
て
と
る
な
ら
ば
、
仏
に
な
っ
た
ら
も
は
や
仏
性
の
種
で

は
な
く
、
成
仏
と
い
う
果
な
の
で
、
だ
か
ら
無
仏
性
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
か
、
と
あ
え
て
問
い
質
し
て
い
る
。〈
仏
向

上
に
し
て
無
仏
性
な
る
か
〉
と
は
、
仏
向
上
と
は
〈
仏
に
い
た
り
て
す
す
み
て
さ
ら
に
仏
を
み
る
〉《
仏
向
上
事
》
事
態
で
あ

り
、
あ
る
意
味
で
仏
で
あ
る
こ
と
を
止
揚
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
無
仏
性
か
、
と
問
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
〈
七
通
を
逼
塞
す
る
こ
と
な
か
れ
、
八
達
を
摸
索
す
る
こ
と
な
か
れ
〉
と
は
、
こ
の
よ
う
に
い
く
ら
で
も
融
通
無
礙
に
問

い
、
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
身
動
き
が
と
れ
ず
、
手
探
り
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
、
最
後
に
四
回
も

「
問
取
せ
よ
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
言
葉
で
問
い
考
え
ろ
、
と
道
元
は
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
巻
の
後
の
方
に
〈
仏
性
と
い
う

道
得
を
一
生
い
は
ず
し
て
や
み
ぬ
る
〉
と
嘆
か
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

　
〈
無
仏
性
は
一
時
の
三
昧
な
り
と
修
習
す
る
こ
と
も
あ
り
〉
と
は
、〈
さ
と
り
は
な
き
こ
と
ぞ
と
も
し
る
べ
し
〉《
唯
仏
与

仏
》
と
も
呼
応
す
る
表
現
で
あ
る
。
結
跏
趺
坐
し
て
三
昧
に
入
っ
て
い
る
と
き
は
、
も
は
や
あ
え
て
仏
と
い
う
こ
と
す
ら
も

な
く
、
し
た
が
っ
て
無
仏
性
と
も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
道
元
は
「
た
れ
」
で
は
な
く
、「
仏
性
」
を
主
語
に
し
て
、
仏
性
は

成
仏
の
時
に
、
可
能
性
と
し
て
の
仏
性
は
無
く
な
る
の
で
、
無
仏
性
な
の
か
、
発
心
の
時
、
ま
だ
仏
で
な
く
衆
生
だ
か
ら
、

無
仏
性
な
の
か
と
問
え
、
と
言
う
。

　
〈
無
仏
性
な
る
か
と
問
取
す
べ
し
〉、〈
露
柱
を
し
て
も
問
取
せ
し
む
べ
し
、
露
柱
に
も
問
取
す
べ
し
〉〈
仏
性
を
し
て
も
問

取
せ
し
む
べ
し
〉
と
、
道
元
は
誰
（
何
）
で
あ
れ
、
誰
（
何
）
に
向
か
っ
て
で
あ
れ
、
無
仏
性
の
時
節
を
問
え
、
問
わ
せ
ろ
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と
迫
っ
て
い
る
。
問
え
と
い
っ
て
も
、
答
え
が
頭
で
分
か
る
と
い
う
仕
方
で
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
と
こ

と
ん
ま
で
問
え
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
道
元
が
力
を
こ
め
て
も
、
大
方
の
解
釈
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
了
解
か
ら
は
、
残
念
な
が
ら
無
仏
性
を
問
う
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
出
て
く
る
こ
と

は
な
い
。

（
４
）
本
文

　

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
無
仏
性
の
道
、
は
る
か
に
四
祖
の
祖
室
よ
り
き
こ
ゆ
る
も
の
な
り
。
黄
梅
に
見
聞
し
、
趙
州
に
流

通
し
、
大
潙
に
挙
揚
す
。
無
仏
性
の
道
、
か
な
ら
ず
精
進
す
べ
し
、
趑し

趄そ

す
る
こ
と
な
か
れ
。
無
仏
性
た
ど
り
ぬ
べ
し
と
い

へ
ど
も
、
何
な
る
標
準
あ
り
、
汝
な
る
時
節
あ
り
、
是
な
る
投
機
あ
り
、
周
な
る
同
生
あ
り
。
直
趣
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

　

こ
う
い
う
次
第
で
あ
る
か
ら
、
無
仏
性
と
い
う
言
葉
は
、
は
る
か
昔
の
四
祖
の
室
内
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
黄
梅
五
祖
の
と
こ
ろ
で
見
聞
さ
れ
、
趙
州
に
流
れ
伝
わ
り
、
大
潙
に
宣
揚
さ
れ
た
。
無
仏
性
と
い
う
言
葉
は
、
か
な

ら
ず
努
力
し
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
進
ま
ず
滞
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
無
仏
性
を
尋
ね
考
え
る
べ
き
で
あ

る
が
、「
何
」
と
い
う
標
準
が
あ
り
、「
汝
」
と
い
う
時
節
が
あ
り
、「
是
」
と
い
う
相
手
と
の
投
合
が
あ
り
、「
周
」
と
い
う

同
じ
生
が
あ
り
、
直
ち
に
赴
く
も
の
で
あ
る
。

［
注
釈
］

○
趑
趄　

進
ま
ず
滞
る
こ
と
。

○
た
ど
り
ぬ
べ
し　

同
じ
よ
う
な
用
法
は
〈
仏
の
路
の
あ
と
を
ば
た
ど
り
ぬ
べ
し
〉《
唯
仏
与
仏
》。
辿
る
は
、
①
詮
索
す
る
、
探
り
当
て

る
、
②
尋
ね
て
思
い
迷
う
、
③
あ
れ
こ
れ
考
え
合
わ
せ
る
。
こ
こ
は
③
の
意
に
近
い
。
た
ど
り
（
動
詞
の
未
然
形
）
＋
ぬ
（
確
述
の
助
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動
詞
ぬ
の
終
止
形
）
＋
べ
し
（
当
然
、
推
定
の
助
動
詞
）
○
尋
ね
考
え
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
投
機　

師
家
の
心
と
学
人
の
心
と
が
一
致
投
合
す
る
こ
と
が
原
義
で
、
道
と
契
合
す
る
こ
と
も
言
う
。

○
直
趣　

直
は
す
ぐ
に
、
直
接
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
な
ど
の
意
が
あ
り
、
趣
は
向
か
っ
て
い
く
、
走
る
、
急
ぐ
と
い
う
意
味
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　

こ
こ
で
も
道
元
が
「
無
仏
性
」
を
、
精
進
し
て
参
究
し
、
尋
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
肝
腎
の
「
無
仏
性
」
を
い
ず
れ
の
解
釈
も
文
字
通
り
「
仏
性
無
し
」
と
は
取
ら
な
い
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
は
、「
無
仏
性
」
が
「
そ
れ
は
結
局
、
無
上
菩
提
そ
の
も
の
だ
」（
九
五
頁
）
と
正
反
対
の
意
味
で
締
め

く
く
る
。

【
解
釈
】

　
「
無
仏
性
」
と
い
う
言
表
は
、
前
の
解
釈
の
通
り
、「
汝
無
姓
耶
」
を
道
元
が
変
更
し
て
四
祖
の
口
に
の
せ
た
も
の
で
あ

る
。
語
録
資
料
的
に
い
え
ば
次
に
論
じ
ら
れ
る
五
祖
の
「
無
仏
性
」
が
、
祖
師
が
無
仏
性
に
言
及
し
た
最
初
で
あ
る
。
し
か

し
道
元
は
、「
無
仏
性
」
は
何
時
、
ど
の
よ
う
な
相
手
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
機
縁
で
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
内
実
を
持
つ

の
か
を
参
究
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
え
て
「
何
」「
是
」「
汝
」「
周
」
な
ど
の
言
葉
が
出
る
四
祖
五
祖
の
問
答
に
「
無
仏
性
」

を
出
し
た
の
で
あ
る
。「
無
仏
性
」
と
い
う
言
表
は
、
こ
の
後
の
四
章
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
禅
宗
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
こ
こ
で
示
し
て
い
る
。

　
〈
黄
梅
に
見
聞
し
〉
と
は
、
黄
梅
の
五
祖
弘
忍
が
六
祖
恵
能
に
言
っ
た
「
嶺
南
人
無
仏
性
」（
二
章
二
節
）
で
あ
り
、〈
趙

州
に
流
通
し
〉
は
、
趙
州
狗
子
の
公
案
（
四
章
五
節
）
で
あ
り
、〈
大
潙
に
挙
揚
す
〉
と
は
、
大
潙
の
〈
一
切
衆
生
無
仏
性
〉

（
四
章
二
節
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
後
で
参
究
さ
れ
る
。〈
無
仏
性
の
道
、
か
な
ら
ず
精
進
す
べ
し
、
趑
趄
す
る
こ
と
な
か

れ
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、「
仏
性
」
で
は
な
く
、〈
無
仏
性
〉
を
こ
そ
一
生
懸
命
参
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
怠
け
て
は
い
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け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
〈
無
仏
性
〉
は
か
な
ら
ず
尋
ね
て
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
く
勧
告
さ
れ
て
お

り
、
実
際
に
こ
れ
か
ら
こ
の
巻
の
多
く
の
部
分
に
亘
っ
て
「
無
仏
性
」
が
尋
ね
合
わ
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
〈
無
仏
性
た
ど
り
ぬ
べ
し
と
い
へ
ど
も
〉
と
逆
接
で
受
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
参
究
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
ら
か
じ
め
以

下
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

　
〈
何
な
る
標
準
あ
り
〉
と
は
、
無
仏
性
を
参
究
す
る
の
に
、「
何
」
が
標
準
で
あ
る
と
い
う
。「
何
」
は
「
恁
麼
」
と
い
い
か

え
て
み
て
も
よ
い
が
、
ま
っ
た
く
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
く
名
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
標
準
と
は
無
縁
の
よ
う
で

あ
る
が
、
先
ほ
ど
来
、
見
て
き
た
よ
う
に
、「
正
当
恁
麼
時
に
現
成
し
て
い
る
事
態
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
標
準
で
あ
る
。

　
〈
汝
な
る
時
節
あ
り
〉
と
は
、「
汝
無
仏
性
」
に
対
し
て
〈
い
ま
は
い
か
な
る
時
節
に
し
て
無
仏
性
な
る
ぞ
〉
と
い
わ
れ

た
。「
汝
、
無
仏
性
」
と
師
が
言
う
時
は
か
な
ら
ず
、
そ
の
汝
の
時
節
が
問
題
に
な
る
。
永
遠
に
「
汝
無
仏
性
」
で
は
あ
り

え
な
い
し
、
決
定
的
に
「
汝
無
仏
性
」
で
も
な
い
。
汝
が
仏
性
を
具
す
「
時
節
」
が
あ
る
の
で
、
そ
う
で
な
い
時
は
無
仏
性

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
先
走
っ
て
明
か
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
時
節
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
〈
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す

る
な
り
〉（
次
節
）。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
無
仏
性
は
成
仏
以
前
と
い
う
時
節
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
悟
っ
た
」
時
、「
悟
っ

て
い
な
い
」
時
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
結
跏
趺
坐
こ
そ
が
い
つ
も
〈
衆
生
成
仏
の
正
当
恁
麼
時
〉《
三
昧
王
三
昧
》

で
あ
る
。

　
〈
是
な
る
投
機
あ
り
〉
は
、「
是
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
私
「
自
己
」
で
あ
っ
た
。
無
仏

性
の
問
題
は
私
の
実
存
の
問
題
で
あ
る
。
実
存
の
身
〈
是
〉
が
、
師
匠
に
尋
ね
て
い
く
こ
と
が
〈
是
な
る
投
機
〉
で
あ
る
。

　
〈
周
な
る
同
生
あ
り
〉
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
己
、
個
人
を
脱
落
し
た
と
こ
ろ
は
、「
周
」
す
わ
な
ち
、
あ
ま
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ね
き
も
の
、
諸
仏
と
等
し
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
諸
仏
と
同
生
同
死
で
あ
る
。

　
〈
直
趣
な
り
〉
と
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
言
葉
で
論
じ
る
事
柄
で
は
な
く
、
自
分
が
直
ち
に
赴
く
べ
き
実
践
の
と
こ
ろ
、

〈
精
進
す
べ
し
〉
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
５
）
本
文

　
五
祖
い
は
く
、
仏
性
空
故
、
所
以
言
無
。
あ
き
ら
か
に
道
取
す
、
空
は
無
に
あ
ら
ず
。
仏
性
空
を
道
取
す
る
に
、
半
斤
と

い
は
ず
、
八
両
と
い
は
ず
、
無
と
言
取
す
る
な
り
。
空
な
る
ゆ
ゑ
に
空
と
い
は
ず
、
無
な
る
ゆ
ゑ
に
無
と
い
は
ず
、
仏
性
空

な
る
ゆ
ゑ
に
無
と
い
ふ
。

　
し
か
あ
れ
ば
、
無
の
片
ゝ
片
は
空
を
道
取
す
る
標
榜
な
り
、
空
は
無
を
道
取
す
る
力
量
な
り
。
い
は
ゆ
る
の
空
は
、
色
即

是
空
の
空
に
あ
ら
ず
。
色
即
是
空
と
い
ふ
は
、
色
を
強
為
し
て
空
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
空
を
わ
か
ち
て
、
色
を
作
家
せ
る
に

あ
ら
ず
。
空
是
空
の
空
な
る
べ
し
。
空
是
空
の
空
と
い
ふ
は
、
空
裏
一
片
石
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
仏
性
無
と
仏
性

空
と
仏
性
有
と
、
四
祖
・
五
祖
、
問
取
道
取
。

【
現
代
語
訳
】

　

五
祖
が
言
っ
た
「
仏
性
空
故
、
所
以
言
無
」
と
。
は
っ
き
り
と
言
わ
れ
て
い
る
、
空
は
無
で
は
な
い
。
仏
性
空
を
言
う
の
に
、

（
同
じ
こ
と
を
異
な
る
表
現
で
言
う
の
で
は
な
い
か
ら
）
半
斤
と
い
わ
な
い
、
八
両
と
い
わ
な
い
、
無
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
で
あ

る
。
空
な
の
だ
か
ら
空
だ
、
と
言
わ
な
い
、
無
な
の
だ
か
ら
無
だ
、
と
言
わ
な
い
、
仏
性
空
で
あ
る
か
ら
無
と
言
う
。

　

そ
う
で
あ
る
か
ら
「
無
」
の
一
つ
一
つ
は
、
空
を
言
表
す
る
道
標
で
あ
る
。
空
は
無
を
言
表
す
る
優
れ
た
能
力
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
わ
れ
る
空
は
、「
色
即
是
空
」
の
空
で
は
な
い
。
色
即
是
空
と
い
う
の
は
、
色
を
強
い
て
空
と
す
る
の
で
は
な
い
。

空
を
分
割
し
て
、
色
を
作
る
の
で
は
な
い
。
空
は
ほ
か
な
ら
ぬ
空
だ
と
い
う
空
で
あ
ろ
う
。
空
は
ほ
か
な
ら
ぬ
空
だ
と
い
う
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空
と
は
、「
空
中
の
一
つ
の
石
」
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
仏
性
無
」
と
「
仏
性
空
」
と
「
仏
性
有
」
と
、
四
祖
と
五
祖

は
問
い
、
ま
た
言
う
の
で
あ
る
。

［
注
釈
］

○
半
斤
、
八
兩　

一
斤き
ん

は
十
六
両
で
あ
る
か
ら
、
八
両
と
半
斤
は
同
量
で
、
同
じ
こ
と
を
異
な
っ
た
言
葉
で
言
う
。

○
言
取　

道
取
と
の
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
言
葉
を
使
う
」
と
し
た
。『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
こ
こ
だ
け
の
表
現
で
あ
る
。

○
標
榜　

印
の
立
て
札
。

○
強
為　

強
い
て
す
る
、
敢
え
て
す
る
。

○
作
家　

力
量
の
あ
る
や
り
手
の
禅
者
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
作
だ
け
に
意
味
が
あ
ろ
う
。

○
空
是
空　

こ
れ
に
似
た
「
空
即
空
」
と
い
う
表
現
は
《
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
》
巻
に
〈
色
是
色
な
り
、
空
即
空
な
り
〉
と
あ
る
が
、
文
脈

が
違
う
。『
正
法
眼
蔵
』
で
こ
こ
だ
け
の
表
現
。

○
空
裏
一
片
石　

空
の
中
に
一
つ
の
石
。
出
典
は
「
僧
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。
師
曰
く
、
空
中
の
一
片
石
。
僧
、
礼
拝
す
。

師
云
く
、
会
す
や
。
僧
云
く
、
会
せ
ず
。
師
、
云
く
、
頼
さ
い
わ
いに
汝
会
せ
ず
。
若
し
会
せ
ば
即
ち
汝
の
頭
を
打
破
せ
ん
」（『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
十
五
石
霜
章
）
で
あ
る
。
理
解
し
得
な
い
こ
と
の
譬
え
。
理
解
し
得
な
い
こ
と
を
、
分
か
っ
た
な
ど
と
言
う
な
ら
、
そ
の
空
に
あ
る

石
が
落
ち
て
き
て
お
前
の
頭
を
打
ち
つ
け
る
ぞ
、
と
い
う
意
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　

み
な
「
空
裏
一
片
石
」
を
次
の
よ
う
に
「
空
即
是
色
」
の
言
い
換
え
と
み
る
が
、
道
元
は
直
前
に
〈
色
即
是
空
の
空
に
あ

ら
ず
、
…
…
空
即
空
の
空
な
る
べ
し
。
空
即
空
の
空
と
い
ふ
は
〉
と
、
丁
寧
に
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
け
っ
し
て

そ
う
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
『
聞
書
』「
空
裏
一
片
石
と
い
ふ
は
、
空
興
色
二
に
き
こ
ゆ
。
し
か
に
は
あ
ら
ず
。
た
だ
空
裏
と
い
ひ
つ
る
と
き
に
空
な
る
べ
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し
、
た
だ
一
と
可
心
得
、
ま
た
空
裏
と
い
へ
ば
、
石
も
あ
れ
、
こ
の
石
は
空
の
上
石
な
れ
ば
、
空
と
と
る
べ
し
、
空
の
外
の
も

の
に
あ
ら
ず
」（
一
三
五
頁
）
と
言
う
。
石
を
空
と
取
り
、
空
と
石
は
一
つ
だ
と
言
う
。
他
の
諸
説
も
多
く
こ
れ
を
承
け
る
。

　
『
聞
解
』
は
「
今
用
（
ル
）
意
（
ハ
）
仏
性
の
第
一
義
空
は
、
会
（
シ
）
た
の
不
会
（
ノ
）
と
云
（
ヘ
）
ば
空
裏
一
片
石

（
ノ
）
落
ち
て
頭
破
云
々
」（
一
二
六
頁
）
と
、
第
一
義
空
を
云
々
す
れ
ば
、
空
か
ら
石
が
落
ち
て
頭
が
割
れ
る
と
言
う
。
後

半
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
第
一
義
空
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。

　
『
私
記
』
は
『
一
字
参
』
の
説
と
し
て
「
空
裏
一
片
石
ノ
模
様
奈
何
。
尽
十
方
界
無
更
有
佗
物
」（
一
二
六
頁
）
と
言
う
。

こ
れ
も
尽
十
方
界
が
空
裏
一
片
石
だ
と
い
う
だ
け
で
、
空
裏
一
片
石
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
何
も
言
わ
な
い
。

　

安
谷
『
参
究
』「（
石
霜
の
）
こ
の
答
え
を
空
中
に
一
つ
の
石
が
あ
る
と
見
た
ら
落
第
だ
。
空
裏
は
一
片
石
だ
。
空
裏
と
一
片
石

と
別
々
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
同
じ
も
の
か
。
同
等
と
い
っ
た
ら
二
つ
に
な
る
。
云
々
」（
一
五
五
頁
）。『
御
抄
』
を
承

け
て
い
よ
う
。
ま
た
「
空
も
全
仏
性
を
あ
ら
わ
し
、
無
も
全
仏
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」（
一
五
五
頁
）
と
言
う
が
、
仏
性

に
全
や
部
分
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
一
片
石
は
ど
こ
に
い
っ
た
か
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
は
「『
空
裏
一
片
石
』
と
は
要
す
る
に
空
の
他
な
ん
に
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」（
一
〇
〇
頁
）
と
言

う
。
一
片
石
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

水
野
訳
『
道
元
』
上
（
現
代
語
訳
）「
空
の
う
ち
に
あ
る
の
は
、
石
ば
か
り
、
つ
ま
り
石
と
空
が
同
じ
も
の
」（
八
四
頁
）。

こ
れ
も
『
御
抄
』
の
焼
き
直
し
。

　

森
本
『
読
解
』「『
空
』
の
中
は
掛
け
替
え
の
な
い
堅
固
な
全
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
一
二
一
頁
）。
中
に
堅

固
な
全
一
体
が
あ
る
空
と
は
い
か
な
る
状
態
だ
ろ
う
か
。

　

竹
村
『
講
義
』「
空
是
空
の
世
界
と
い
う
の
は
、
虚
空
の
よ
う
に
何
も
な
い
、
だ
だ
っ
広
い
空
間
の
よ
う
な
世
界
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
中
に
一
つ
の
石
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
世
界
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
色
即
是
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空
、
空
即
是
色
で
、
空
は
そ
の
ま
ま
色
で
す
か
ら
、
空
裏
一
片
石
だ
、
空
の
中
に
あ
る
一
つ
の
石
だ
と
、
そ
う
な
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
透
体
脱
落
の
、
そ
の
脱
落
し
た
主
体
は
、
し
か
し
か
け
が
え
の
な
い
主
体
と
し
て
今
こ

こ
に
は
た
ら
い
て
い
る
」（
一
九
四
頁
）。「
そ
う
い
う
世
界
」
と
「
か
け
が
え
の
な
い
主
体
」
と
は
ど
こ
で
関
係
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

【
解
釈
】

　

問
答
の
原
文
で
は
五
祖
は
「
仏
性
は
空
だ
か
ら
、
あ
な
た
は
無
（
仏
性
）
と
言
う
の
で
す
ね
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
は
仏
性
常

住
と
い
う
思
想
を
「
仏
性
は
空
」
と
い
う
こ
と
で
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
四
祖
の
「
お
前
に
は
姓
（
仏
性
）
は
な
い
」
と
い
う
言

説
を
も
「
だ
か
ら
無
で
す
ね
」
と
切
り
返
す
立
派
な
答
え
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
道
元
は
そ
の
よ
う
に
は
理
解
し
な
い
。

　

次
の
〈
あ
き
ら
か
に
道
取
す
〉
の
主
語
は
道
元
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
主
語
が
五
祖
で
あ
る
な
ら
「
道
取
せ
り
」
で
あ
ろ

う
。
だ
か
ら
道
元
こ
そ
が
は
っ
き
り
〈
空
は
無
に
あ
ら
ず
〉
と
言
う
。
そ
れ
は
五
祖
の
「
空
だ
か
ら
無
で
あ
る
」
と
い
う
名

答
を
否
定
し
て
い
る
。〈
半
斤
と
い
は
ず
、
八
両
と
い
は
ず
〉
は
、
同
じ
も
の
を
違
う
言
葉
で
言
う
こ
と
の
否
定
で
あ
る
か

ら
、
仏
性
空
と
無
は
同
じ
も
の
の
言
い
替
え
で
は
な
い
と
い
う
意
趣
で
あ
る
。
同
じ
も
の
を
違
う
言
葉
で
い
わ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
同
じ
も
の
を
同
じ
言
葉
で
言
う
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
〈
空
な
る
ゆ
ゑ
に
空
と
い
は
ず
、
無
な
る
ゆ
ゑ
に

無
と
い
は
ず
〉
で
表
明
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
〈
仏
性
空
な
る
ゆ
ゑ
に
無
と
い
ふ
〉
は
、
懐
弉
書
写
本
で
は
「
と
き
こ
ゆ
」
が

入
っ
て
い
た
の
を
削
除
し
て
い
る
。「
き
こ
ゆ
」
は
「
思
わ
れ
る
、
う
け
と
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
削
除
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
断
定
的
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
〈
仏
性
空
な
る
ゆ
ゑ
に
無
と
い
ふ
〉
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。
そ
れ
は
四
祖
の
「
仏
性
空
故
、
所
以
言
無
」
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
。
四
祖
の
答
え
は
「
仏
性
」
と
い
う
あ
る
も
の

を
前
提
し
て
、
そ
の
仏
性
が
空
で
あ
る
と
か
、
無
で
あ
る
と
か
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
道
元
は
「
仏
性
空
」

を
一
つ
の
熟
語
に
す
る
。「
仏
性
」
と
だ
け
い
わ
れ
る
こ
と
は
こ
の
節
に
は
皆
無
で
あ
る
。
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で
は
「
仏
性
空
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
含
意
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
空
」
は
、
大
乗
仏
教
で
い
わ
れ
る
と

こ
ろ
の
「
空
」、
つ
ま
り
諸
釈
が
誤
っ
た
色
即
是
空
の
空
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。「
空
」
と
い
え
ば
、
た

だ
ち
に
「
色
即
是
空
」
と
考
え
る
大
乗
仏
教
徒
に
対
し
て
道
元
は
丁
寧
に
〈
い
は
ゆ
る
の
空
は
、
色
即
是
空
の
空
に
あ
ら

ず
。
色
即
是
空
と
い
ふ
は
、
色
を
強
為
し
て
空
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
空
を
わ
か
ち
て
、
色
を
作
家
せ
る
に
あ
ら
ず
〉
と
明
言

し
て
、
色
即
是
空
の
解
説
ま
で
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
う
で
は
な
い
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
「
空
」
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
手

が
か
り
が
《
空
華
》
巻
に
あ
る
。

　
〈
能
造
所
造
の
四
大
、
あ
は
せ
て
器
世
間
の
諸
法
、
な
ら
び
に
本
覚
本
性
等
を
空
華
と
い
ふ
と
は
、
こ
と
に
し
ら
ざ
る
な
り
〉。

　

こ
こ
で
「
空
華
」
と
は
、
四
大
（
身
体
を
構
成
す
る
地
水
火
風
）
や
、
諸
法
、「
本
覚
」「
本
性
」
と
い
う
も
の
は
、
説
明

の
た
め
に
作
り
出
し
た
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
言
葉
と
し
て
は
あ
る
け
ど
、
実
際
に
は
な
い
も
の
、
兎
角
亀
毛
と
い
っ

て
も
よ
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
仏
性
空
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
「
無
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
続
く
〈
無
の
片
々
は
空
を
道
取
す
る
標
榜
な
り
、
空
は
無
を
道
取
す
る
力
量
な
り
〉
と
は
、「
空
」
を
空
っ
ぽ

と
い
う
意
味
で
使
う
か
ら
、「
無
」
の
一
つ
一
つ
、
あ
れ
も
無
、
こ
れ
も
無
と
い
う
の
は
「
空
っ
ぽ
」
を
言
う
言
葉
で
あ
り
、

「
空
っ
ぽ
」
と
い
う
の
は
「
無
」
を
言
う
立
派
な
働
き
だ
と
理
解
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

道
元
が
こ
の
よ
う
に
言
を
重
ね
る
の
は
、
ど
れ
だ
け
「
空
」
と
い
う
言
葉
が
「
色
即
是
空
」
の
「
空
」
を
連
想
さ
せ
て
し

ま
う
か
、
知
り
尽
く
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
色
即
是
空
」
で
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、「
虚
空
」
の
空
だ
と
も
い
え
な

い
。「
虚
空
」
は
「
大
地
虚
空
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
大
地
の
上
に
存
在
す
る
有
る
も
の
で
あ
る
。「
そ
ら
」
も
存
在
す
る
有

る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
無
い
と
い
う
こ
と
を
表
す
「
空
」
を
ど
う
表
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
道
元
は
「
色
即
是
空
」

で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
『
正
法
眼
蔵
』
で
こ
こ
だ
け
に
使
わ
れ
る
道
元
の
造
語
〈
空
是
空
の
空
〉
を
用
い
る
。

そ
し
て
〈
空
是
空
の
空
〉
を
説
明
す
る
言
葉
と
し
て
〈
空
裏
一
片
石
〉
を
持
っ
て
く
る
。
あ
り
え
な
い
も
の
と
し
て
の
「
仏
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性
空
」
の
説
明
に
、
そ
の
「
空
」
を
使
い
〈
空
裏
一
片
石
〉
と
道
元
は
示
す
。「
空
中
の
す
っ
と
〈
空
裏
一
片
石
〉
と
出
る

の
は
一
つ
の
石
」
と
言
わ
れ
て
、
分
か
っ
た
と
言
っ
た
ら
、
そ
の
石
が
落
ち
て
き
て
お
前
の
頭
を
割
る
ぞ
、
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
道
元
の
頭
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
祖
師
た
ち
の
言
葉
が
詰
ま
っ
て
い
た
の
か
と
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

仏
性
空
は
有
無
を
超
え
た
空
な
ど
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
無
仏
性
が
仏
性
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
解
釈
は

ぜ
っ
た
い
に
不
可
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
四
祖
・
五
祖
の
問
答
で
「
仏
性
無
」「
仏
性
有
」「
仏
性
空
」
が
問
取

道
取
さ
れ
て
い
る
と
道
元
は
言
う
。
無
仏
性
、
有
仏
性
、
空
仏
性
で
は
け
っ
し
て
な
い
の
は
、
無
仏
性
、
有
仏
性
、
空
仏
性

と
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
、「
仏
性
」
と
い
う
も
の
が
無
い
と
か
有
る
と
か
、
有
な
る
仏
性
、
空
な
る
仏
性
と
い
う
よ
う
に
、

ど
う
し
て
も
「
仏
性
」
が
名
詞
に
な
っ
て
「
あ
る
も
の
」
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
〈
道
有
、
道

無
、
道
空
、
道
色
、
た
だ
仏
祖
の
み
こ
れ
を
あ
き
ら
め
正
伝
し
き
た
り
て
古
仏
今
仏
な
り
〉《
仏
教
》
の
用
法
か
ら
も
推
し

量
れ
る
。
い
か
な
る
「
仏
性
」
と
い
う
「
も
の
」
を
問
取
道
取
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　
二
節
　
五
祖
六
祖
問
答

（
１
）
本
文

　

震
旦
第
六
祖
曹
谿
山
大
鑑
禅
師
、
そ
の
か
み
黄
梅
山
に
参
ぜ
し
は
じ
め
、
五
祖
と
ふ
、
な
ん
ぢ
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
よ
り
か

き
た
れ
る
。
六
祖
い
は
く
、
嶺
南
人
な
り
。
五
祖
い
は
く
、
き
た
り
て
な
に
ご
と
を
か
も
と
む
る
。
六
祖
い
は
く
、
作
仏
を

も
と
む
五
祖
い
は
く
、
嶺
南
人
無
仏
性
、
い
か
に
し
て
か
作
仏
せ
ん
。

こ
の
嶺
南
人
無
仏
性
と
い
ふ
、
嶺
南
人
は
仏
性
な
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
嶺
南
人
は
仏
性
あ
り
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
嶺
南
人

無
仏
性
と
な
り
。
い
か
に
し
て
か
作
仏
せ
ん
と
い
ふ
は
、
い
か
な
る
作
仏
を
か
期
す
る
と
い
ふ
な
り
。

【
現
代
語
訳
】
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中
国
の
第
六
祖
、
曹
谿
山
大
鑑
禅
師
が
そ
の
昔
、
黄
梅
山
に
初
め
て
修
行
し
に
行
っ
た
と
き
、
五
祖
（
弘
忍
）
が
尋
ね

た
、「
お
前
は
何
処
か
ら
来
た
の
か
」。
六
祖
が
言
っ
た
、「
嶺
南
人
で
す
」。
五
祖
が
言
っ
た
、「
こ
こ
に
や
っ
て
き
て
何
ご

と
を
求
め
て
い
る
の
か
ね
」。
六
祖
が
言
っ
た
、「
作
仏
を
求
め
て
い
ま
す
」。
五
祖
が
言
っ
た
、「
嶺
南
人
は
無
仏
性
だ
。
ど

う
し
て
作
仏
し
よ
う
か
」。

　

こ
の
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
と
い
う
の
は
、
嶺
南
人
は
仏
性
が
無
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
嶺
南
人
は
仏
性
が
有
る
と
い
う

の
で
は
な
い
。「
嶺
南
人
無
仏
性
」
と
言
う
の
で
あ
る
。「
ど
う
し
て
作
仏
し
よ
う
か
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
作
仏
を

し
よ
う
と
す
る
の
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

［
注
釈
］

○
五
祖
と
ふ　

こ
こ
だ
け
は
、
同
じ
章
の
一
節
、
三
節
、
あ
る
い
は
他
の
章
で
の
書
き
方
と
異
な
っ
て
、
則
を
挙
げ
る
の
に
漢
文
で
書
か
れ

て
い
な
い
。『
渉
典
録
』
で
も
岩
波
本
脚
注
や
そ
の
他
に
も
『
景
徳
伝
灯
録
』
弘
忍
章
と
あ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
こ
こ
か
ら
で
は
な
い
。

　
『
景
徳
伝
灯
録
』
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
傍
線
部
分
が
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
汝
、
何
れ
自
り
か
来
た
れ
る
」
曰
く
「
嶺
南

な
り
」。
師
曰
く
、「
何
事
を
須
め
ん
と
欲
す
や
」。
曰
く
、「
唯
だ
作
仏
を
求
む
」。
師
曰
く
、「
嶺
南
人
、
無
仏
性
。
若
為
が
仏
を
得
る

や
」（T

51,p 0222c

）。
こ
の
問
答
の
初
出
は
神
会
の
『
雑
徴
義
』
増
補
部
分
（
楊
曽
文
編
校
本
一
〇
九
頁
）
で
あ
り
、
次
が
敦
煌

本
『
六
祖
壇
経
』
３
（
三
次
付
加
、
七
七
五
年
以
前
）、『
歴
代
法
宝
記
』（
七
七
四
年
）
そ
し
て
『
曹
溪
大
師
伝
』（
七
八
一
年

頃
）、『
祖
堂
集
』、『
景
徳
伝
灯
録
』
と
続
く
。

『
雑
徴
義
』
で
は
次
の
よ
う
な
問
答
で
あ
る
。
忍
大
師
謂
っ
て
曰
く
「
汝
は
是
れ
何
処
の
人
な
る
や
、
何
故
我
を
礼
拝
す
る
や
。
何
物
を

求
め
ん
と
擬す欲
や
」。
能
禅
師
答
え
て
曰
く
、「
弟
子
、
嶺
南
新
山
よ
り
、
故
こ
と
さ
らに
来
た
っ
て
頂
礼
す
る
は
、
唯
だ
作
仏
を
求
め
、
更
に
余

物
を
求
め
ず
」。
忍
大
師
謂
っ
て
曰
く
、「
汝
は
是
れ
嶺
南
の
獦
獠
、
若い
か
ん為
が
作
仏
に
堪
え
ん
」。

「
獦
獠
」
は
南
中
国
少
数
民
族
で
も
最
大
の
チ
ワ
ン
族
と
か
、
猿
の
異
称
と
も
い
い
、
差
別
用
語
で
あ
る
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
仏
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教
に
お
い
て
も
、
い
か
に
民
族
差
別
、
地
域
差
別
が
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

敦
煌
本
『
壇
経
』
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
最
後
の
答
え
に
次
の
節
で
述
べ
る
よ
う
に
は
じ
め
て
「
南
北
仏
性
」
が
言
及
さ
れ
る
。

『
歴
代
法
宝
記
』
は
、
少
し
略
し
て
、
こ
こ
で
も
身
と
は
別
の
仏
性
を
言
う
。「
問
う
。
汝
何
従
り
来
る
。
答
え
て
言
く
。
新
州
従
り
来

る
。
唯
だ
作
仏
を
求
む
。
忍
大
師
曰
く
、
汝
、
新
州
、
是
れ
猓
獠
な
り
」（T

51,p 182b

）。

『
祖
堂
集
』
に
は
「
無
仏
性
」
の
語
が
初
め
て
出
る
。「
時
に
盧
行
者
有
り
。
年
は
三
十
二
。
嶺
南
従
り
来
り
て
、
大
師
を
礼
覲
す
。
大

師
問
う
。
汝
は
何
方
従
り
来
る
や
。
何
の
所
求
有
り
や
。
行
者
対
え
て
曰
く
、
新
州
従
り
来
る
。
来
り
て
作
仏
を
求
む
。
師
云
く
、
汝
、

嶺
南
人
な
り
、
無
仏
性
也
」。

次
の
道
元
の
上
堂
の
則
は
、
今
の
則
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

『
永
平
広
録
』
431
「
上
堂
。
記
得
す
。
盧
行
者
、
五
祖
に
詣
る
。
祖
問
う
、
汝
は
是
れ
甚
処
の
人
ぞ
。
盧
云
く
、
嶺
南
人
。
祖
云
く
、
何

事
を
求
め
ん
と
欲
す
や
。
盧
云
く
、
作
仏
を
求
む
。
祖
云
く
、
嶺
南
人
無
仏
性
。
盧
云
く
、
人
は
南
北
有
り
、
仏
性
豈
に
南
北
有
ら
ん

や
。
祖
、
是
れ
器
な
る
を
知
り
て
、
遂
に
行
堂
に
入
る
。
五
祖
・
六
祖
、
恁
麼
道
う
と
雖
も
、
永
平
児
孫
、
聊
か
道
処
有
り
。
大
衆
、
還

た
委
悉
せ
ん
と
要
す
や
。
一
茎
草
を
拈
ず
と
雖
も
、
未
だ
五
茎
華
を
供
せ
ず
」（
全
集
第
四
巻
、
脚
注
に｢

続
灯
録｣

と
あ
る
も
不
見
）。

○
嶺
南　

越
族
な
ど
が
居
住
す
る
今
の
広
東
省
・
広
西
省
等
の
中
国
南
方
。「
蛮
夷
の
地
」
と
呼
ば
れ
開
け
て
い
な
い
土
地
と
さ
れ
た
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　

す
で
に
大
方
の
解
釈
は
四
祖
の
無
仏
性
に
お
い
て
、
道
元
が
言
う
よ
う
に
は
解
釈
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
も

「
無
仏
性
」
を
す
な
お
に
仏
性
が
無
い
と
解
釈
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
も
こ
こ
で
は
道
元
自
身
が
〈
仏
性
な
し

と
い
ふ
に
あ
ら
ず
〉
と
言
う
の
で
、
そ
れ
ら
の
解
釈
の
論
拠
に
な
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

『
御
抄
』
は
「
是
は
こ
の
無
を
、
世
間
の
無
に
こ
ゝ
ろ
え
て
、
仏
性
の
上
に
仰
て
、
無
ぞ
有
ぞ
と
非
論
（
論
ず
る
に
あ
ら
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ず
）。
只
此
（
た
だ
こ
れ
）
嶺
南
人
無
仏
性
と
な
り
。
此
（
の
）
無
の
詞
、
先
々
に
談
（
ず
る
こ
と
）
旧
に
了
（
る
）。
今
更
、

非
可
疑
（
疑
う
べ
き
に
あ
ら
ず
）」（
一
四
六
頁
）
と
し
て
前
の
通
り
と
し
て
い
る
。

　
『
聞
解
』
は
そ
れ
に
「
仏
性
本
よ
り
不
有
不
無
（
有
な
ら
ず
無
な
ら
ざ
る
）
も
の
、
只
無
仏
性
也
と
般
若
の
大
空
を
明
す
。

空
裏
一
片
石
の
意
で
見
る
べ
し
」（
一
三
六
頁
）
と
付
け
加
え
る
。
仏
性
と
無
仏
性
が
同
じ
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
道
元

が
そ
う
で
は
な
い
と
い
っ
た
般
若
の
空
（
色
即
是
空
）
を
持
ち
出
し
て
い
る
。

　
『
私
記
』
は
「
嶺
南
人
無
仏
性
と
は
東
西
南
北
無
仏
性
な
り
、
三
頭
八
臂
無
仏
性
な
り
…
…
」（
一
三
六
頁
）
と
す
る
が
、

そ
れ
で
は
自
ら
の
悉
有
仏
性
の
解
釈
「
年
代
も
方
寓
も
み
な
仏
性
な
り
」（
七
三
頁
）
と
齟
齬
す
る
。

　

秋
山
『
研
究
』
は
、
無
仏
性
の
節
で
こ
の
問
答
を
一
切
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
何
故
だ
ろ
う
か
。

　

余
語
『
こ
れ
』
は
「
天
地
い
っ
ぱ
い
の
命
だ
け
で
、
そ
の
他
の
も
の
は
無
い
の
で
す
。
全
部
そ
れ
っ
き
り
の
時
に
無
と
い

う
の
で
す
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
い
う
お
経
の
言
葉
と
一
切
衆
生
無
仏
性
と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
嶺
南
人

無
仏
性
と
い
う
の
は
嶺
南
人
が
代
表
し
て
い
る
一
切
衆
生
な
の
で
す
。
そ
の
嶺
南
人
悉
有
仏
性
で
す
。」（
一
〇
九
頁
）
と
言

う
。
有
仏
性
と
無
仏
性
は
同
じ
で
、
こ
の
無
仏
性
は
悉
有
仏
性
で
あ
る
と
は
、
恐
れ
入
っ
た
解
釈
で
あ
る
。

　

岩
波
本
脚
注
で
は
「
嶺
南
人
は
無
で
あ
り
、
仏
性
で
あ
る
」
と
す
る
。
本
文
は
全
体
に
「
な
り
」
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
、
こ
う
は
読
め
な
い
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
は
「
い
ま
無
仏
性
と
い
う
の
は
仏
性
が
仏
性
で
あ
っ
て
、
仏
性
と
い
う
こ
と
ば
の
入
る
余
地
も
な
い
ほ

ど
仏
性
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」（
一
〇
四
頁
）
と
、「
無
」
仏
性
の
重
さ
を
無
視
し
て
い
る
。
ま
た
「
衆
生
本
来
成

仏
し
て
い
る
そ
の
う
え
に
、
ど
ん
な
作
仏
を
期
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
」（
一
一
一
頁
）
と
、
本
覚
思
想
を
前
提
に
し

て
い
る
。

　

森
本
『
読
解
』
は
「
嶺
南
人
無
仏
性
と
、
そ
の
ま
ま
読
む
べ
き
な
の
だ
が
、
く
だ
け
た
読
み
方
と
し
て
は
『
嶺
南
人
は
無
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仏
性
な
り
』
の
方
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
『
仏
性
』
は
『
無
』
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
一
二
三
頁
）
と

言
う
。
そ
の
読
み
は
道
元
が
否
定
し
た
読
み
方
〈
嶺
南
人
は
仏
性
な
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
〉
に
近
い
し
、
ど
こ
か
ら
仏
性
が

無
で
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

　

石
井
訳
は
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
を
、「
嶺
南
」「
人
無
仏
性
」
と
す
る
が
、「
嶺
南
」
で
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

何
「
一
考
察
」
は
「
道
元
の
い
う
無
仏
性
は
、『
仏
性
が
無
い
』
と
い
う
の
で
は
な
く
、
絶
対
的
立
場
か
ら
仏
性
と
無
仏

性
を
共
に
否
定
し
た
『
無
仏
性
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」（
一
一
頁
）
と
い
い
、
そ
の
証
拠
と
し
て
こ
こ
の
〈
仏

性
な
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
…
…
あ
り
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
嶺
南
人
無
仏
性
と
な
り
〉
を
引
く
。
し
か
し
、
こ
こ
は
あ
く
ま

で
嶺
南
人
に
限
定
さ
れ
た
仏
性
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
道
元
の
「
無
仏
性
」
を
解
説
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
。
道
元
自
身
の
「
仏
性
の
道
理
」
は
後
に
あ
ら
た
め
て
説
か
れ
る
。

　

竹
村
『
講
義
』
で
は
「『
嶺
南
人
無
仏
性
』
と
言
っ
た
、
そ
の
無
仏
性
と
い
う
の
は
、
仏
性
が
無
い
と
か
何
と
か
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
て
、
お
前
さ
ん
、
も
う
す
で
に
仏
性
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
、
無
と
い
う
あ
り
方
の
仏
そ
の
も
の
の
あ

り
方
に
あ
る
で
は
な
い
か
、
ど
う
し
て
さ
ら
に
作
仏
を
求
め
る
の
か
、
こ
ん
な
ふ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
十
分
で
き
る
わ

け
で
す
」（
二
〇
〇
頁
）、「
お
前
は
あ
る
意
味
で
『
無
仏
性
』
と
い
う
『
仏
性
』
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
と
い
う
よ
り

『
無
な
る
仏
性
』
そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
」（
二
〇
一
頁
）
と
言
う
。
前
の
解
釈
と
大
同
小
異
で
あ
る
し
、
道
元
は
ど
こ
に
も

「
無
な
る
仏
性
」
な
ど
言
っ
て
い
な
い
。
結
局
お
前
は
す
で
に
仏
だ
と
い
う
こ
と
で
、
道
元
の
解
釈
と
は
逆
に
な
る
。

【
解
釈
】

　

六
祖
は
仏
性
に
つ
い
て
色
々
語
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
の
古
本
と
さ
れ
る
部
分
に

は
「
仏
性
」
の
語
は
な
い
（
拙
論
「
恵
能
と
仏
性
」『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
一
号
参
照
）。
神
会
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
増
補

部
分
に
「
仏
性
」
や
「
見
性
」
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
七
八
一
年
頃
と
さ
れ
る
『
曹
溪
大
師
伝
』
で
は
、「
涅
槃
経
」
と
「
仏
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性
」
が
頻
出
す
る
。
ま
た
『
景
徳
伝
灯
録
』（
仏
性
を
好
み
多
用
す
る
傾
向
が
あ
る
）
の
恵
能
章
に
は
「
仏
性
」
の
語
は
多
い
。

　

こ
の
問
答
は
、
本
来
は
、
六
祖
を
褒
め
る
為
の
話
で
、
五
祖
が
差
別
的
言
辞
を
も
っ
て
六
祖
に
応
接
し
た
の
に
対
し
て
、

六
祖
が
す
ば
ら
し
い
答
え
を
し
て
五
祖
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
六
祖
の
答
え
に
こ
そ
意
義
が
あ

る
の
に
、
道
元
は
、
そ
の
前
の
五
祖
の
質
問
に
ラ
イ
ト
を
当
て
る
。
す
な
わ
ち
道
元
は
普
通
の
引
用
と
異
な
り
、
五
祖
の
問

い
で
切
っ
て
し
ま
い
、
拈
提
を
始
め
る
。
テ
キ
ス
ト
は
あ
と
一
言
、
六
祖
の
答
え
が
続
く
だ
け
な
の
に
、
あ
え
て
こ
こ
で

切
っ
た
と
い
う
こ
と
の
重
さ
が
勘
考
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
〈
嶺
南
人
は
仏
性
な
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
〉
を
、
多
く
の
解
釈
が
無
仏
性
は
仏
性
無
し
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、
と
し
て

す
べ
て
の
も
の
に
仏
性
が
あ
る
と
い
う
自
説
の
論
拠
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
「
無
仏
性
は
仏
性
な
し
と
い
う
に
あ

ら
ず
」
で
は
な
く
、〈
嶺
南
人
は
仏
性
な
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
〉
な
の
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
主
語
に
「
は
」
を
添
え
て
嶺
南

人
に
関
す
る
言
説
で
あ
る
こ
と
を
間
違
い
な
く
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
紛
れ
も
な
い
差
別
的
言
辞
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
に
対

し
て
、
道
元
は
、
嶺
南
人
は
仏
性
が
無
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
独
特
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
仏
性
概

念
を
積
極
的
に
肯
定
し
て
は
い
な
い
道
元
だ
か
ら
〈
嶺
南
人
は
仏
性
あ
り
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
〉
と
、
そ
こ
も
念
を
押
す
。

　

で
は
、
そ
の
両
方
を
否
定
し
た
〈
嶺
南
人
無
仏
性
〉
と
は
如
何
な
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、〈
嶺
南
人
〉
は
、
一

般
に
嶺
南
人
は
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
呼
び
か
け
、
つ
ま
り
「
汝
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
お
前
、
嶺
南
人
よ
、
と
い
う

呼
び
か
け
と
受
け
取
れ
る
。
こ
の
言
葉
は
後
で
〈
五
祖
よ
く
六
祖
を
作
仏
せ
し
む
る
に
、
佗
の
道
取
な
し
、
善
巧
な
し
。
た

だ
嶺
南
人
無
仏
性
と
い
ふ
〉
と
あ
っ
て
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
六
祖
そ
の
人
を
成
仏
さ
せ
得
た
と
さ
れ
る
大
事
な
一
言
で
あ

る
。
そ
の
「
無
仏
性
」
は
四
祖
五
祖
の
無
仏
性
問
答
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
を
帯
び
る
。
四
祖
五
祖
の
場
合
は
、
互
角

の
問
答
で
あ
り
、
そ
こ
で
道
元
は
聴
衆
の
側
に
〈
し
る
べ
し
、
学
す
べ
し
〉
と
要
請
し
た
が
、
こ
こ
の
場
合
は
、
六
祖
に
向

か
っ
て
「
お
前
（
嶺
南
人
）
は
無
仏
性
だ
」
と
鋭
く
突
き
つ
け
る
形
で
あ
る
。
つ
ま
り
ま
だ
六
祖
は
作
仏
し
て
い
な
い
衆
生
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な
の
で
あ
る
。〈
い
か
に
し
て
か
作
仏
せ
ん
〉
は
、
普
通
、
ど
う
し
て
作
仏
で
き
よ
う
か
、
作
仏
で
き
な
い
と
い
う
反
語
で

あ
る
が
、
道
元
は
〈
と
い
ふ
は
、
い
か
な
る
作
仏
を
か
期
す
る
と
い
ふ
な
り
〉
と
こ
れ
ま
た
独
特
に
疑
問
文
と
理
解
す
る
。

ど
の
よ
う
な
作
仏
を
な
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
六
祖
に
対
す
る
質
問
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
お
前
は
ま
だ
成
仏
し
て

い
な
い
、
ど
う
い
う
作
仏
を
す
る
の
か
、
と
道
元
は
、
五
祖
の
答
を
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
六
祖
の
答
え
を
あ
え

て
保
留
し
て
挙
げ
な
い
で
、
道
元
は
自
ら
仏
性
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
こ
そ
、《
仏
性
》
巻
の
核
心
で
あ
る
。

（
２
）
本
文

　

お
ほ
よ
そ
仏
性
の
道
理
、
あ
き
ら
む
る
先
達
す
く
な
し
。
諸
阿
笈
摩
教
お
よ
び
経
論
師
の
し
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
仏
祖
の

児
孫
の
み
単
伝
す
る
な
り
。

　
仏
性
の
道
理
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず

成
仏
と
同
参
す
る
な
り
。
こ
の
道
理
、
よ
く
よ
く
参
究
功
夫
す
べ
し
、
三
二
十
年
も
功
夫
参
学
す
べ
し
。
十
聖
三
賢
の
あ
き

ら
む
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
衆
生
有
仏
性
、
衆
生
無
仏
性
と
道
取
す
る
、
こ
の
道
理
な
り
。
成
仏
已
来
に
具
足
す
る
法
な
り

と
参
学
す
る
正
的
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
学
せ
ざ
る
は
、
仏
法
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
か
く
の
ご
と
く
学
せ
ず
ば
、
仏
法
あ
へ

て
今
日
に
い
た
る
べ
か
ら
ず
。
も
し
こ
の
道
理
あ
き
ら
め
ざ
る
に
は
、
成
仏
を
あ
き
ら
め
ず
、
見
聞
せ
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

　

お
し
な
べ
て
仏
性
の
道
理
を
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
先
輩
は
少
な
い
。
多
く
の
阿
含
経
典
、
経
典
伝
持
者
や
教
学
者
が
知

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
仏
で
あ
る
祖
師
の
後
継
者
だ
け
が
一
人
か
ら
一
人
に
伝
え
る
の
で
あ
る
。

　

仏
性
の
道
理
と
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
以
前
に
具
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
成
仏
よ
り
以
後
に
具
わ
る
の
で
あ
る
。
仏

性
は
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
時
に
修
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
を
、
充
分
に
参
究
し
功
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
十
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年
、
三
十
年
も
功
夫
し
修
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
聖
や
三
賢
（
と
い
っ
た
成
仏
以
前
の
人
々
）
が
明
ら
か
に
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。「
衆
生
有
仏
性
」、「
衆
生
無
仏
性
」
と
言
い
表
す
の
は
、
こ
の
道
理
で
あ
る
。
成
仏
以
来
に
具
わ
る
法
で

あ
る
と
学
ぶ
の
は
、
正
し
く
的
を
射
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
学
ば
な
い
の
は
、
仏
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
学
ば
な
け
れ
ば
、
仏
法
は
と
う
て
い
今
日
ま
で
到
達
す
る
は
ず
が
な
い
。
も
し
こ
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
な
い
な
ら

ば
、
成
仏
と
は
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
見
聞
し
な
い
の
で
あ
る
。

［
注
釈
］

○
十
聖
三
賢　

菩
薩
が
修
行
す
べ
き
五
十
位
を
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
回
向
・
十
地
に
分
け
、
そ
の
う
ち
の
十
住
・
十
行
・
十
回
向
を

三
賢
と
言
い
、
十
地
を
究
め
た
菩
薩
を
十
聖
と
言
う
。

○
衆
生
有
仏
性
・
衆
生
無
仏
性　

四
章
で
は
こ
れ
が
主
題
と
な
る
。

参
考　
『
永
平
広
録
』
418
「
涅
槃
会
上
堂
。
…
…
一
切
衆
生
有
仏
性
、
世
尊
開
示
し
凡
聖
を
化
す
。
哀
れ
な
る
哉
、
今
夜
、
涅
槃
の
後
、

一
切
衆
生
無
仏
性
。
這
箇
は
是
れ
凡
聖
辺
の
事
。
向
上
、
又
作
麼
生
。
大
衆
還
た
聴
く
を
要
す
や
。
…
…
」。

○
正
的　

正
し
く
的
を
射
て
い
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　
『
御
抄
』
は
こ
の
道
理
に
つ
い
て
「
又
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
後
に
具
足
す
る
な
り

と
云
々
。
此
（
の
）
条
、
大
に
不
審
也
。
仏
性
は
具
縛
凡
夫
具
足
せ
る
法
な
り
。
是
を
修
し
あ
ら
は
す
時
成
仏
す
。
然
者

（
し
か
れ
ば
）
仏
性
は
先
よ
り
具
足
す
る
法
也
。
而
今
御
詞
不
被
心
得
（
而
今
の
御
詞
、
心
得
ら
れ
ざ
る
な
り
）」（
一
四
六
頁
）

と
道
元
の
言
葉
を
う
な
ず
け
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
仏
法
上
の
前
後
さ
ら
に
、
不
可
有
差
別
事
也
（
差
別
の
事
有

る
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
）」（
一
四
七
頁
）
と
混
ぜ
返
し
て
、
道
元
の
言
葉
を
無
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
い
か
に
「
仏
性
は

具
縛
凡
夫
具
足
せ
る
法
な
り
」
と
い
う
見
解
が
根
強
い
か
、
し
た
が
っ
て
道
元
が
い
か
に
く
ど
い
ほ
ど
、
こ
の
道
元
独
特
の
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「
道
理
」
を
説
き
、
二
、三
十
年
も
工
夫
す
べ
し
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
が
思
い
や
ら
れ
る
。

　
『
聞
書
』
で
は
〈
具
足
す
〉
を
「
具
足
す
と
云
（
う
）
す
が
た
は
仏
性
の
全
面
を
も
て
、
具
足
す
と
云
、
成
仏
の
全
面
を

も
て
具
足
と
云
、
彼
此
具
足
の
具
足
に
あ
ら
ず
」（
一
四
九
頁
）
と
言
う
。
仏
性
の
全
面
、
成
仏
の
全
面
と
は
い
っ
た
い
何

の
こ
と
か
、
半
面
も
あ
る
の
か
意
味
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
れ
此
れ
（
あ
れ
こ
れ
と
も
の
が
）
具
足
す
と
い
う
意
味
で
は

な
い
、
と
言
う
が
、
こ
こ
で
は
普
通
に
仏
性
が
具
わ
る
と
道
元
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
成
仏
以
来
に
具
足
す
る

法
な
り
と
云
は
、
成
仏
前
後
な
し
、
始
終
な
し
。
ゆ
へ
に
以
来
と
つ
か
ふ
も
い
づ
れ
の
程
と
、
さ
さ
ざ
る
心
也
」（
一
四
九

頁
）
と
、
こ
れ
ま
た
〈
已
来
〉、〈
さ
き
〉〈
の
ち
〉
と
前
後
の
後
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
の
な
い
道
元
の
言
葉
を
、

ま
っ
た
く
台
無
し
に
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
〈
具
足
す
る
〉
を
「
如
来
常
住
有
無
変
易
の
心
な
り
」（
一
五
〇
頁
）
と
勝

手
に
解
釈
す
る
。
道
元
が
こ
の
巻
冒
頭
で
、
偈
の
後
半
の
そ
の
句
に
触
れ
な
か
っ
た
意
味
な
ど
な
に
も
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
。〈
成
仏
よ
り
後
〉
も
「
成
仏
よ
り
前
後
と
い
ふ
は
、
前
三
三
、
後
三
三
を
云
也
。
前
後
に
か
ゝ
は
る
前
後
に
て
は
な
き

也
」（
一
四
九
頁
）
と
本
文
を
眩
ま
し
て
否
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
『
私
記
』
は
こ
れ
ら
の
解
釈
を
「
影
室
の
弁
、
痛
快
な
ら
ず
、
ま
ど
う
べ
か
ら
ず
」（
一
三
七
頁
）
と
軽
く
批
判
し
て
は
い

る
が
、「
仏
性
と
成
仏
と
同
別
の
論
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
同
別
の
論
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ

ゑ
に
具
足
せ
る
な
り
。
つ
ま
り
い
は
ば
仏
性
は
前
後
際
断
な
る
ゆ
ゑ
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
具
足
す
る
な
り
。
た
だ
こ
れ

仏
性
の
あ
と
さ
き
な
り
」（
一
三
七
頁
）
と
論
理
に
な
ら
な
い
詭
弁
を
弄
し
て
い
る
。
こ
ん
な
に
間
違
い
よ
う
の
な
い
道
元

の
言
い
方
を
ど
う
し
て
素
直
に
聞
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
仏
性
は
成
仏
の
前
に
は
具
足
し
な
い
、
成
仏
と
同
参
す
る
か
ら
、

成
仏
以
後
は
具
足
す
る
、
と
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
の
に
。

　
『
聞
解
』
は
『
涅
槃
経
』
を
引
い
て
「
得
正
覚
後
正
知
仏
性
也
（
正
覚
を
得
て
後
に
正
に
仏
性
を
知
る
也
）、
故
に
仏
性
無

の
道
理
は
成
仏
と
同
参
す
る
也
」（
一
三
七
頁
）
と
言
う
。『
涅
槃
経
』
は
仏
性
の
知
に
つ
い
て
言
う
が
、
具
足
す
る
か
否
か
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で
は
な
い
し
、
道
元
は
ど
こ
に
も
「
仏
性
無
の
道
理
」
な
ど
と
い
っ
て
は
い
な
い
。「
仏
性
の
道
理
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
『
弁
註
』
は
さ
ら
に
『
涅
槃
経
』
の
別
の
箇
所
を
引
い
て
、「
是
（
を
）
以
（
て
）
成
仏
（
し
て
）
後
（
に
）
乃
（
ち
）
証

知
（
す
と
）
説
（
く
）、
是
也
」（
一
三
八
頁
）
と
言
う
。
こ
れ
も
同
様
に
ど
こ
に
も
「
証
知
す
る
」
と
は
道
元
は
言
っ
て
お
ら

ず
、
具
足
す
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
仏
性
の
有
無
を
明
ら
か
に
道
取
す
る
こ
と
は
、
成
仏
已
後
に
具
足
す
る

法
な
り
と
参
学
す
る
仏
祖
の
正
的
也
。
後
に
具
足
す
る
と
は
不
知
、
伽
耶
成
仏
已
来
か
、
久
遠
成
仏
已
来
か
、
是
什
麼
の
時

節
ぞ
」（
一
三
八
頁
）
と
言
う
。
こ
れ
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
成
仏
の
話
を
、
歴
史
的
釈
迦
の
成
仏
以
来
か
『
法
華
経
』
の
久
遠

成
仏
以
来
か
と
教
学
的
な
こ
と
を
言
っ
て
、
道
元
の
言
葉
を
無
化
し
て
い
る
。『
那
一
宝
』
は
こ
の
『
弁
註
』
の
「
仏
性
の

有
無
」
以
下
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

い
か
に
道
元
門
下
に
、
仏
性
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
有
る
と
い
う
思
想
が
浸
透
し
て
い
た
か
、
嘆
息
に
余
る
も
の
が
あ
る
。

　

余
語
『
こ
れ
』
は
、
現
代
に
お
け
る
宗
門
解
釈
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
同
様
の
解
釈
で
あ
る
。「
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と

同
参
す
る
な
り
、
参
同
契
と
い
う
言
い
方
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
契
と
い
う
字
は
前
に
話
し
た
よ
う
に
き
ち
っ
と
く
っ
つ
く

と
い
う
意
味
で
す
。
ぴ
し
ゃ
っ
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
具
体
的
事
実
な
の
で
す
。
お
互
い
の
事
実
が
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
お
る
わ
け
で
す
。
…
…
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
今
生
き
て
い
る
姿
の
上
に
現
じ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…
と
に

か
く
有
仏
性
も
無
仏
性
も
同
じ
こ
と
な
の
で
、
全
部
が
仏
性
だ
と
い
う
こ
と
を
、
言
葉
を
か
え
て
説
明
し
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
。
成
仏
已
来
具
足
す
る
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
こ
の
生
き
て
い
る
命
の
上
に
、
そ
こ
に
は
じ
め
て
仏
性
、
天
地
の
命

と
い
う
よ
う
な
も
の
は
具
体
的
に
現
わ
れ
て
い
る
の
じ
ゃ
と
い
う
こ
と
で
す
」（
一
〇
七
頁
）
と
言
う
。
あ
え
て
批
判
す
る

ま
で
も
な
い
誤
り
で
あ
る
。

　

安
谷
『
参
究
』
は
、
悉
有
仏
性
は
「
本
分
上
」
の
こ
と
で
あ
り
、
今
こ
こ
で
無
仏
性
と
い
う
の
は
、「
修
証
辺
」
の
こ
と

で
あ
る
と
言
う
。「
本
分
上
」
と
は
い
わ
ば
、
理
と
し
て
は
、
本
来
そ
う
で
あ
る
と
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
修
証
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辺
」
と
は
修
行
し
て
悟
り
を
開
い
て
い
く
時
の
実
際
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
あ
り

方
が
本
覚
始
覚
と
い
う
捉
え
方
で
あ
り
、
事
実
『
参
究
』
は
続
い
て
「
発
心
し
て
は
じ
め
て
仏
性
が
仏
性
に
め
ざ
め
出
す
の

で
あ
り
、
成
仏
し
て
は
じ
め
て
仏
性
が
完
全
に
仏
性
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
始
覚
の
仏
と
言
う
。
本
覚
の
仏
は
本
来
成

仏
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
凡
夫
の
夢
を
み
て
い
る
仏
だ
か
ら
、
事
実
は
凡
夫
で
あ
る
」（
一
六
七
頁
）
と
言
う
。
道
元

は
一
章
五
節
の
時
節
因
縁
の
と
こ
ろ
で
「
本
覚
始
覚
、
無
覚
正
覚
等
の
智
を
も
ち
い
る
に
は
観
ぜ
ら
れ
ざ
る
な
り
」
と
い
っ

て
い
た
。
お
よ
そ
、
本
覚
始
覚
を
肯
定
的
に
は
い
わ
な
い
道
元
の
言
葉
を
、
そ
れ
を
用
い
て
解
釈
す
る
の
は
間
違
い
で
あ

る
。
ま
た
こ
こ
に
は
仏
性
が
や
は
り
、
可
能
性
（
め
ざ
め
て
や
が
て
完
全
に
な
る
）
と
い
う
意
味
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
道
元
は
〈
具
足
す
る
〉
と
い
っ
て
い
る
の
に
、「
見
失
っ
て
い
る
仏
性
を
発
見
し
、
活
捉
し
よ
う
と
一
心
不
乱
に
端
坐

参
禅
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
大
切
だ
」（
一
六
三
頁
）
と
見
性
禅
を
持
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
道
元
の
い
う
と
こ
ろ
と
齟

齬
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
で
は
発
心
し
て
仏
性
が
仏
性
に
目
覚
め
る
の
で
、
最
初
か
ら
仏
性
は

あ
り
、
成
仏
以
後
の
具
足
で
は
な
い
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
は
〈
成
仏
と
同
参
す
る
な
り
〉
を
「
い
ま
わ
れ
わ
れ
い
く
ら
天
地
一
杯
の
生
命
実
物
を
生
き
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
扇
ぎ
出
さ
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
。
い
ま
扇
ぐ
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
事
実
風
は
起
こ
る
の
だ
。
こ

れ
は
も
う
こ
れ
で
い
い
と
い
う
到
達
点
は
な
い
の
だ
か
ら
う
っ
か
り
腰
を
お
ろ
さ
ず
、
云
々
」（
一
一
二
頁
）
と
言
う
。
こ

こ
に
「
誰
で
も
彼
で
も
生
命
実
物
を
生
き
て
い
る
」（
一
一
一
頁
）
と
い
う
存
在
論
的
仏
性
と
、〈
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
〉
を

「
畢
竟
帰
運
転
し
て
い
く
行
そ
の
も
の
」（
三
一
頁
）
と
述
べ
た
行
的
仏
性
の
乖
離
が
窺
わ
れ
、
道
元
の
言
葉
に
そ
っ
た
解
釈

と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

竹
村
『
講
義
』
は
、
い
ち
お
う
字
義
通
り
に
解
釈
し
た
後
で
「
お
そ
ら
く
私
は
成
仏
と
だ
け
同
参
す
る
ば
か
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
…
…
ご
飯
を
食
べ
る
と
か
、
寝
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
時
節
因
縁
で
す
。
そ
の
と
き
そ
の
と
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き
の
今
・
こ
こ
・
自
己
に
同
参
す
る
、
そ
こ
に
仏
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
二
〇
四
頁
）
と
自
分
の
見
解
を

述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
元
の
真
意
を
晦
ま
し
て
い
る
。〈
成
仏
と
同
参
〉
に
つ
い
て
も
後
に
同
じ
説
明
を
繰
り
返
し
た

あ
と
、「
あ
る
い
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
意
味
で
、
こ
の
成
仏
は
、
本
来
成
仏
の
こ
と
で
、
無
始
以
来
、
同
参
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
読
ん
で
も
い
い
で
し
ょ
う
」（
二
〇
五
頁
）
と
言
う
。
す
ぐ
後
で
道
元
が
こ
の
〈
無
仏
性
〉
の
言
葉
が
六
祖
を
作

仏
さ
せ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
成
仏
が
そ
ん
な
本
来
成
仏
で
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
本
来
成
仏
な
ら

後
、
前
と
い
う
言
葉
と
は
な
じ
ま
な
い
し
、
な
に
よ
り
も
道
元
は
如
浄
に
「
一
切
衆
生
本
よ
り
こ
れ
仏
な
り
と
言
わ
ば
、
か

え
っ
て
自
然
外
道
に
同
じ
き
な
り
」（『
宝
慶
記
』
４
）
と
示
さ
れ
た
が
故
に
、「
本
来
」
と
い
う
語
を
好
ま
ず
、
先
尼
外
道

の
見
と
し
て
「
こ
れ
を
本
来
の
性
と
す
る
が
ゆ
え
に
」（『
弁
道
話
』）
と
つ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
、
道
元
自
ら
の
言
葉
と
し

て
は
わ
ず
か
に
「
本
来
面
目
」
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

森
本
『
読
解
』
は
「
こ
の
道
理
か
ら
す
れ
ば
、『
仏
性
』
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
な
り
現
象
な
り
に
先
行
す

る
も
の
と
し
て
実
体
的
に
設
定
さ
れ
る
本
質
と
い
っ
た
類
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、『
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に

具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
』
と
も
、『
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り
』
と
も
指
摘
さ
れ
、『
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す

る
な
り
』
と
い
う
確
認
が
し
め
さ
れ
る
の
だ
」（
一
二
四
頁
）
と
言
う
。
し
か
し
、
先
に
悉
有
を
「
こ
と
ご
と
く
あ
る
も
の
」

と
解
釈
し
た
の
だ
か
ら
、
仏
性
が
衆
生
に
具
足
す
る
と
い
っ
て
ど
う
し
て
い
け
な
い
の
か
、
論
理
を
欠
落
さ
せ
て
た
だ
道
元

の
言
葉
を
な
ぞ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

伊
藤
『
研
究
』
は
、
唯
一
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
道
元
の
こ
の
節
の
言
葉
を
、
言
葉
通
り
受
け
取
っ
て
、「
仏
性
は
成
仏

よ
り
先
に
具
足
す
る
の
で
は
な
く
、
成
仏
よ
り
後
に
具
足
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
成
仏
と
同
時
で
あ
る
』
と
具
足

す
る
時
期
が
明
確
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
」（
四
七
二
頁
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
に
は
《
栢
樹
子
》
の
〈
た
れ
か
道
取

す
る
、
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
す
べ
し
と
。
仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳
な
り
、
さ
ら
に
成
仏
と
同
生
同
参
す
る
仏
性
も
あ
る
べ
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し
〉
が
引
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
「
仏
性
は
成
仏
と
同
時
に
顕
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
、「
仏
性
」
と
い
う

も
の
が
「
顕
れ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
節
が
あ
る
。
顕
在
し
な
い
と
き
は
潜
在
し
て
い
る
の
か
陰
在
し
て
い
る
の
か
、
と

聞
き
た
く
な
る
。
そ
れ
は
「
成
仏
の
時
に
は
じ
め
て
、
悉
有
が
、
山
河
大
地
が
、
仏
性
と
し
て
そ
の
者
の
前
に
顕
在
す
る
の

で
あ
る
」（
四
七
三
頁
）
と
い
う
叙
述
に
も
窺
え
る
。
た
し
か
に
悉
有
が
、
山
河
大
地
が
そ
の
も
の
と
し
て
現
成
す
る
と
は

い
え
よ
う
が
、「
仏
性
と
し
て
…
…
顕
在
す
る
」
と
は
い
え
ま
い
。「
仏
性
顕
在
論
」
と
い
う
議
論
の
言
葉
に
影
響
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
が
、〈
仏
性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
〉（
一
章
五
節
）
と
い
わ
れ
て
い
た
。
後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
道

元
に
と
っ
て
「
仏
性
」
と
は
仏
の
性
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
仏
で
あ
れ
ば
か
な
ら
ず
仏
性
現
前
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
「
具
足
」
す
る
と
は
い
え
て
も
、
顕
わ
れ
る
と
か
顕
在
す
る
と
か
と
い
う
表
現
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

【
解
釈
】

　
〈
諸
阿
笈
摩
教
お
よ
び
経
論
師
の
し
る
べ
き
に
あ
ら
ず
〉
と
は
、『
阿
含
経
』
に
は
そ
も
そ
も
仏
性
は
説
か
れ
な
い
か
ら
も

と
よ
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。〈
経
論
師
〉
と
は
、
た
と
え
ば
『
涅
槃
経
』
を
は
じ
め
と
し
て
数
々
の
仏
性
や
如
来
蔵
を

説
く
経
典
が
あ
り
、『
仏
性
論
』『
天
台
摩
訶
止
観
』
を
は
じ
め
と
し
て
中
国
の
膨
大
な
論
書
で
仏
性
に
関
す
る
論
が
展
開
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
仏
性
の
道
理
を
知
ら
な
い
と
道
元
は
言
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ

ら
の
経
論
は
、
衆
生
（
あ
る
い
は
一
部
の
衆
生
）
は
仏
性
（
如
来
蔵
）
が
有
る
、
具
足
し
て
い
る
、
と
説
く
の
で
あ
る
か

ら
、
道
元
は
そ
の
道
理
を
す
べ
て
批
判
し
て
い
る
と
い
え
る
。〈
仏
祖
の
児
孫
〉
と
は
、
禅
者
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
彼

ら
の
み
単
伝
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
。

　
「
仏
性
を
単
伝
す
る
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
を
説
い
た
り
、
大
切
に
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
ま
っ
た
く
逆

で
、
祖
師
た
ち
は
四
章
で
言
及
す
る
か
ぎ
り
、「
仏
性
」
を
問
答
し
て
も
「
衆
生
有
仏
性
」
を
言
う
の
は
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
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す
で
に
石
頭
は
「
如
何
な
る
か
是
れ
仏
」
の
問
い
に
「
汝
無
仏
性
」
と
答
え
、
そ
う
答
え
ら
れ
た
招
提
は
、
以
後
も
っ
ぱ
ら

「
去
れ
去
れ
、
汝
無
仏
性
」（T

51,p311b

）
と
応
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
章
敬
懐
暉
は
、
明
ら
め
得
な
い
僧
に
「
汝
無
仏
性
」

（T
51,p252c

）
と
い
い
、
朗
州
古
堤
も
同
じ
よ
う
に
「
去
れ
、
汝
無
仏
性
」（T

51,p270a

）
と
い
っ
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
、

後
に
道
元
が
絶
賛
す
る
潙
山
の
「
無
仏
性
」
か
ら
こ
の
道
得
を
得
て
い
る
。

　
〈
仏
性
の
道
理
〉
と
は
、「
道
理
」
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
理
屈
で
よ
く
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
成
仏
の
と
こ
ろ
で
成

り
立
っ
て
い
る
（
具
足
し
て
い
る
）
の
が
仏
性
で
あ
る
。
成
仏
以
前
の
衆
生
に
は
仏
性
は
具
足
し
て
い
な
い
。
成
仏
以
後
に

具
わ
る
も
の
で
あ
る
。
成
仏
以
後
と
い
う
こ
と
は
仏
に
成
っ
た
後
で
、
し
た
が
っ
て
文
字
通
り
、
仏
に
具
わ
る
性
質
が
仏
性

で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
う
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
仏
性
思
想
、
如
来
蔵
思
想
を

ま
っ
た
く
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。『
涅
槃
経
』
の
前
半
の
思
想
は
衆
生
の
仏
性
が
、
仏
の
潜
在
態
、
種
姓
、
胎
と
し
て
言

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
道
元
が
言
う
よ
う
に
仏
性
が
成
仏
と
同
参
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
仏
の
性
（
質
）
な
の
で
あ

る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
「
仏
性
」
と
呼
ぶ
必
要
が
な
い
で
は
な
い
か
、
と
も
い
え
よ
う
。
た
し
か
に
そ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏

の
具
え
て
い
る
も
の
と
し
て
、
さ
と
り
と
も
、
如
来
と
も
菩
提
と
も
言
っ
た
ら
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
反
省
か
ら
か

『
涅
槃
経
』
増
補
部
に
「
仏
性
は
即
ち
是
れ
如
来
。
如
来
は
即
ち
是
れ
一
切
不
共
の
法
。
不
共
の
法
は
即
ち
是
れ
解
脱
。
解

脱
は
即
ち
是
れ
涅
槃
」（
迦
葉
品T

12,p576a

）
と
説
か
れ
る
に
至
る
。
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
真
仏
土
巻
に
引
用
し
た
「
如

来
者
即
是
涅
槃
。
涅
槃
者
即
是
無
尽
。
無
尽
者
即
是
仏
性
。
仏
性
者
即
是
決
定
。
決
定
者
即
是
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」

（
如
来
性
品T

12,p395c

）
と
い
う
句
と
極
め
て
近
い
。
だ
が
敢
え
て
言
え
ば
、
道
元
に
と
っ
て
は
〈
仏
性
〉
は
無
し
で
す
ま

せ
た
い
用
語
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
〈
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同

参
す
る
な
り
〉
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
道
元
が
こ
の
巻
で
力
説
し
た
か
っ
た
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
「
一
切
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衆
生
悉
有
仏
性
」
を
否
定
す
る
発
想
で
あ
る
。
し
か
も
あ
え
て
〈
悉
有
仏
性
〉
を
巻
頭
に
掲
げ
て
「
仏
言
」
と
し
、
さ
ん
ざ

ん
苦
労
し
て
解
釈
に
解
釈
を
重
ね
て
自
分
が
言
わ
ん
と
す
る
「
仏
性
」
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
二
章
の
六
祖
に
ち
な
ん
で

こ
の
言
葉
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

仏
性
が
成
仏
以
後
に
具
足
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
論
理
の
必
然
と
し
て
、
次
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
〈
衆
生
無
仏
性
〉
と
な

る
。
五
祖
と
初
相
見
し
て
い
る
六
祖
は
、
成
仏
以
前
の
衆
生
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
無
仏
性
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
だ
れ
に

で
も
よ
く
分
か
る｢

道
理｣

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
〈
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す
る
な
り
〉
は
、
後
に
添
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
〈
同
参
〉
の
付
加
に

よ
っ
て
、
成
仏
す
る
時
が
あ
り
、
そ
の
前
と
後
が
あ
る
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
言
い
方
が
、
成
仏
と
い
う
主
体
の
あ
り
方
、

つ
ま
り
打
坐
の
正
当
恁
麼
時
、
行
仏
で
あ
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
闡
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
諸
釈
に
お
い
て
字
義
通
り
に
解
釈
さ
れ
な
い
の
は
、
や
は
り
一
章
の
〈
衆
生
の
内
外
、
仏
性
の
悉
有
な
り
〉
に

よ
っ
て
、
ま
た
〈
悉
有
は
仏
性
な
り
〉、〈
悉
有
の
一
悉
を
衆
生
と
云
う
〉
の
三
段
論
法
で
、
仏
性
と
衆
生
が
同
義
語
の
よ
う

に
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
〈
衆
生
有
仏
性
、
衆
生
無
仏
性
と
道
取
す
る
、
こ
の
道
理
な
り
〉
と
は
、
有
と
も
無
と
も
ど
ち
ら
で
も
言
え
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
す
で
に
経
典
や
論
書
で
衆
生
有
仏
性
と
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
を
受
け
て
禅
師
た
ち
が
〈
衆
生
有
仏
性
、
衆
生

無
仏
性
と
道
取
〉
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
、
そ
れ
を
指
す
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
巻
の
四
章
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
禅
師
た
ち
の

〈
有
仏
性
、
無
仏
性
〉
の
道
取
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
〈
こ
の
道
理
、
よ
く
よ
く
参
究
功
夫
す
べ
し
、
三
二
十
年
も
功
夫
参
学
す
べ
し
〉
と
い
わ
れ
る
の
は
、
実
際
「
仏
性
」
の

先
入
見
が
解
け
る
の
に
三
十
年
く
ら
い
要
す
る
、
い
や
二
、三
十
年
坐
禅
し
て
も
、
諸
釈
の
検
討
で
み
た
よ
う
に
十
分
に
は

理
解
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
中
国
、
日
本
の
仏
教
に
と
っ
て
『
涅
槃
経
』
の
「
仏
性
」
を
乗
り
越
え
る
の
は
ほ
ん
と
う
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に
難
し
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
か
道
元
は
な
お
も
、
く
ど
い
ほ
ど
重
ね
て
〈
成
仏
已
来
に
具
足
す
る
法
な
り
と
参
学
す
る
正
的
な
り
。
か
く
の

ご
と
く
学
せ
ざ
る
は
、
仏
法
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
学
せ
ず
ば
、
仏
法
あ
へ
て
今
日
に
い
た
る
べ
か
ら
ず
、
も

し
こ
の
道
理
あ
き
ら
め
ざ
る
に
は
、
成
仏
を
あ
き
ら
め
ず
、
見
聞
せ
ざ
る
な
り
〉
と
言
う
。

　
《
栢
樹
子
》
で
も
同
様
の
こ
と
が
〈
た
れ
か
道
取
す
る
、
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
す
べ
し
と
。
仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳
な

り
、
さ
ら
に
成
仏
と
同
生
同
参
す
る
仏
性
も
あ
る
べ
し
〉
と
説
か
れ
る
が
、〈
具
足
す
る
〉
と
い
う
言
い
方
に
か
わ
っ
て

〈
荘
厳
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
具
足
」
が
な
お
「
何
か
あ
る
も
の
」
が
具
わ
る
と
い
う
語
感
を
免
れ
な
い
の
に
対

し
て
、
飾
り
、
厳
か
さ
な
ど
、
す
ば
ら
し
さ
を
形
容
す
る
詞
で
あ
る
「
荘
厳
」
に
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
性
が
有
り
無
し

を
言
う
「
も
の
」
で
は
な
い
こ
と
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
仏
性
」
は
、
な
に
か
「
も
の
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
巻
で
は
、〈
仏
性
〉
と
い
わ
れ
た
も
の
が

「
心
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
先
尼
外
道
批
判
の
同
質
さ
か
ら
窺
わ
れ
る
。
そ
こ
で
も
「
即
心
是
仏
」
が
、

「
心
」
と
い
う
モ
ノ
が
仏
で
あ
る
と
言
う
の
で
は
な
く
、
仏
の
行
の
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
即
心
是
仏
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
〈
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
即
心
是
仏
と
は
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
の
諸
仏
な
り
。
い
ま
だ
発
心
・
修
行
・
菩

提
・
涅
槃
せ
ざ
る
は
、
即
心
是
仏
に
あ
ら
ず
〉《
即
心
是
仏
》。

　
〈
衆
生
無
仏
性
〉
と
仏
性
は
〈
成
仏
已
来
具
足
す
る
法
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
セ
ッ
ト
の
概
念
で
あ
る
。
し
か
も
非
常

に
分
か
り
や
す
い
道
理
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
元
の
児
孫
の
ほ
と
ん
ど
が
、
素
直
に
道
元
の
道
理
に
耳
を
傾
け
な

か
っ
た
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
そ
れ
が
聞
き
慣
れ
た
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
あ
ま
り
に
異
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
巻
の
初
め
の
〈
悉
有
は
仏
性
な
り
〉
を
、
存
在
す
る
も
の
は
こ
と
ご
と
く
仏
性
で
あ
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る
と
解
釈
し
て
き
た
為
で
あ
る
。
第
三
に
、
道
元
の
初
期
著
作
に
あ
る
「
道
本
円
通
、
争い
か
でか
修
証
を
仮
ら
ん
」（『
普
勧
坐
禅

儀
』）、「
わ
れ
ら
は
も
と
よ
り
無
上
菩
提
か
け
た
る
に
あ
ら
ず
。
と
こ
し
な
え
に
受
容
す
」（『
辦
道
話
』）
な
ど
と
い
う
証
の

言
葉
が
、
あ
た
か
も
だ
れ
に
で
も
、
も
と
も
と
仏
で
あ
る
よ
う
な
誤
解
を
生
ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　（
３
）
本
文

　

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
五
祖
は
向
他
道
す
る
に
、
嶺
南
人
無
仏
性
と
為
道
す
る
な
り
。
見
仏
聞
法
の
最
初
に
、
難
得
難
聞
な
る

は
、
衆
生
無
仏
性
な
り
。
或
従
知
識
、
或
従
経
巻
す
る
に
、
き
く
こ
と
の
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
は
、
衆
生
無
仏
性
な
り
。
一
切
衆

生
無
仏
性
を
見
聞
覚
知
に
参
飽
せ
ざ
る
も
の
は
、
仏
性
い
ま
だ
見
聞
覚
知
せ
ざ
る
な
り
。
六
祖
も
は
ら
作
仏
を
も
と
む
る

に
、
五
祖
よ
く
六
祖
を
作
仏
せ
し
む
る
に
、
佗
の
道
取
な
し
、
善
巧
な
し
。
た
ゞ
嶺
南
人
無
仏
性
と
い
ふ
。
し
る
べ
し
、
無

仏
性
の
道
取
聞
取
、
こ
れ
作
仏
の
直
道
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
し
か
あ
れ
ば
、
無
仏
性
の
正
当
恁
麼
時
、
す
な
は
ち
作
仏
な

り
。
無
仏
性
い
ま
だ
見
聞
せ
ず
道
取
せ
ざ
る
は
、
い
ま
だ
作
仏
せ
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

　

こ
う
い
う
わ
け
で
、
五
祖
が
彼
に
向
か
っ
て
言
う
の
に
、「
嶺
南
人
無
仏
性
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
仏
に
見ま

み

え
、
仏
法
を
聞
く
時
、
最
初
に
、
得
難
く
聞
き
難
い
の
は
、「
衆
生
無
仏
性
」
で
あ
る
。
よ
い
師
か
ら
学
び
、
経
典
か
ら
学

ぶ
時
に
、
聴
い
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
は
、「
衆
生
無
仏
性
」
で
あ
る
。「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
と
い
う
句
を
、
飽
き
る
程
充
分
に

見
聞
き
せ
ず
知
ら
な
い
者
は
、
仏
性
を
い
ま
だ
見
聞
き
せ
ず
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
六
祖
が
ひ
た
す
ら
作
仏
を
求
め
た
の
に

対
し
て
、
ま
た
五
祖
が
ま
さ
し
く
六
祖
を
作
仏
さ
せ
る
の
に
、
他
の
言
い
方
は
し
て
お
ら
ず
、
善
い
巧
み
な
手
だ
て
も
な

い
。
た
だ
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
知
る
が
い
い
、「
無
仏
性
」
と
言
う
こ
と
、
聞
き
取
る
こ
と
、
そ
れ

が
作
仏
へ
の
直
接
の
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
無
仏
性
」
の
ま
さ
に
そ
の
時
が
、
す
な
わ
ち
作
仏
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で
あ
る
。「
無
仏
性
」
を
ま
だ
見
聞
し
て
お
ら
ず
、
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ま
だ
作
仏
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

［
注
釈
］

○
或
従
知
識
、
或
従
経
卷　

道
元
特
有
の
漢
熟
語
の
言
い
回
し
、
よ
い
（
友
人
）
指
導
者
に
よ
り
、
経
巻
に
よ
り
の
意
。

○
善
巧　

善
巧
方
便
。
衆
生
を
導
く
た
め
の
巧
み
な
手
段
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　

古
釈
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
一
段
、
と
り
わ
け
三
度
も
出
る
「
無
仏
性
」
を
解
釈
し
て
い
な
い
。

　
『
御
抄
』
は
「
返
々
も
成
仏
よ
り
先
に
具
足
す
と
云
、
見
解
を
被
嫌
也
。
見
仏
聞
法
の
最
初
に
難
得
難
聞
な
れ
ば
、
衆
生

無
仏
性
也
。
或
従
知
識
或
従
経
巻
す
る
に
聞
事
の
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
は
、
衆
生
無
仏
性
也
云
々
。
返
々
も
衆
生
無
仏
性
の
詞

を
被
讃
嘆
也
、
其
故
は
打
任
て
は
仏
性
上
に
、
尋
常
の
有
無
を
置
い
て
心
得
る
常
義
也
。
而
（
る
に
）
此
（
の
）
有
無
を

仏
性
の
上
に
心
得
て
、
有
も
無
も
仏
性
也
と
心
得
る
分
が
い
か
に
も
非
祖
門
相
伝
義
（
祖
門
相
伝
の
義
に
は
非
ざ
る
）
に
者

（
は
）、
難
見
聞
所
を
如
此
被
述
（
此
の
如
く
述
べ
ら
る
る
）
也
」（
一
四
七
頁
）
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
道
元
が
い
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
た
だ
道
元
の
本
文
は
「
難
得
難
聞
な
る
は
、
衆
生
無
仏
性
也
」
で
あ
っ
て
、

聞
き
が
た
い
こ
と
が
「
衆
生
無
仏
性
」
で
あ
る
の
に
、『
御
抄
』
で
は
「
難
得
難
聞
な
れ
ば
」
す
な
わ
ち
、
聞
き
が
た
い
か

ら
衆
生
は
無
仏
性
也
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
ま
っ
た
く
違
う
意
味
に
な
る
。
さ
ら
に
後
に
「
人
が
や
が
て
仏
性
な
れ
ば
、

人
は
作
仏
す
と
も
と
云
道
理
あ
り
」（
一
四
七
頁
）、
と
い
っ
て
お
り
、
道
元
の
言
う
こ
と
を
は
た
し
て
理
解
し
て
い
る
か
甚

だ
疑
問
で
あ
る
。

　
『
聞
解
』
は
「
見
仏
聞
法
已
下
ひ
ろ
く
無
仏
性
の
聞
く
こ
と
難
く
明
ら
む
る
こ
と
の
難
を
明
か
す
」（
一
三
九
頁
）
と
は

い
っ
て
も
、
三
回
も
言
及
さ
れ
て
い
る
〈（
一
切
）
衆
生
無
仏
性
〉
に
は
い
っ
さ
い
触
れ
て
い
な
い
。

　
『
私
記
』
は
「
見
仏
聞
法
の
最
初
、
或
従
知
識
、
或
従
経
巻
、
こ
と
ご
と
く
衆
生
無
仏
性
な
り
、
雨
滴
声
ば
ち
ば
ち
な
り
」
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（
一
三
九
頁
）
と
言
う
。
こ
れ
で
は
或
従
知
識
や
或
従
経
巻
が
衆
生
無
仏
性
に
な
っ
て
し
ま
い
、
な
ん
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
。

　

そ
の
他
の
古
釈
で
な
ぜ
「
衆
生
無
仏
性
」
が
作
仏
に
か
か
わ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
解
釈
は
な
い
。

　

余
語
『
こ
れ
』
は
、「
し
か
あ
れ
ば
無
仏
性
の
正
当
恁
麼
時
と
い
う
の
は
、
無
仏
性
と
い
っ
た
そ
の
時
に
そ
れ
が
作
仏
だ

と
い
う
の
で
す
。
山
川
草
木
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
成
仏
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
草
が
草
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ

と
が
成
仏
し
た
、
作
仏
だ
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
」（
一
一
一
頁
）
と
言
う
が
、
道
元
は
天
台
本
覚
法
門
と
は
違
い
山
川
草

木
に
つ
い
て
こ
こ
で
語
っ
て
は
い
な
い
。

　

安
谷
『
参
究
』
は
字
面
だ
け
を
現
代
語
で
辿
り
、「
こ
こ
も
難
解
な
言
葉
は
な
い
。
た
だ
『
無
仏
性
の
正
当
恁
麼
時
す
な

わ
ち
作
仏
な
り
』
の
一
語
が
本
当
に
呑
み
こ
め
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
」
と
い
い
、「
そ
の
見
失
っ
て
い
る
仏
性
を
発

見
し
、
活
捉
し
よ
う
と
一
心
不
乱
に
端
坐
参
禅
（
懺
悔
）
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
。
そ
し
て
無
字
な
ら
無
字
の
公
案

で
、
本
当
に
大
死
一
番
、
大
活
現
成
し
て
、
無
仏
性
（
本
分
上
の
）
を
チ
ラ
リ
と
で
も
た
し
か
に
見
と
ど
け
る
こ
と
が
根
本

で
あ
る
」（
一
六
九
頁
）
と
、
お
よ
そ
、
道
元
が
い
い
そ
う
も
な
い
自
分
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
仏
性
の
み
な
ら
ず
無
仏

性
を
も
見
る
の
が
公
案
禅
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
悟
り
を
期
待
し
て
坐
禅
に
励
む
こ
と
は
、
道

元
か
ら
す
れ
ば
大
迷
で
あ
る
。

　

内
山
『
味
わ
う
』
は
、
先
に
二
つ
の
論
理
の
乖
離
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
が
「
作
仏
も
仏
性
、
不
作
仏
も
仏
性
、
何
か
ら

何
ま
で
ど
っ
ち
へ
ど
う
転
ん
で
も
仏
性
な
の
だ
か
ら
」（
一
一
五
頁
）
と
い
う
言
い
方
に
な
る
。
内
山
『
味
わ
う
』
の
徹
底

し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

竹
村
『
講
義
』
は
、
せ
っ
か
く
「
ず
ば
り
、
自
己
を
自
覚
さ
せ
る
そ
の
一
転
語
と
し
て
『
嶺
南
人
無
仏
性
』
と
た
だ
こ
れ

だ
け
を
い
っ
た
の
で
す
」（
二
一
五
頁
）
と
解
釈
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
〈
無
仏
性
の
正
当
恁
麼
時
す
な
は
ち
作

仏
な
り
〉
を
注
釈
し
て
「
正
当
恁
麼
時
と
は
ま
さ
に
そ
の
と
き
で
す
。
言
う
こ
と
な
ら
言
う
こ
と
の
た
だ
中
、
聞
く
こ
と
な
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ら
聞
く
こ
と
の
た
だ
中
。
我
々
が
日
常
生
き
て
い
る
そ
の
一
瞬
一
瞬
、
現
在
現
在
、
そ
の
現
在
の
た
だ
中
。
そ
こ
に
自
己
を

超
え
て
、
自
己
と
し
て
生
き
て
い
る
そ
の
本
来
の
自
己
と
い
う
も
の
が
は
た
ら
い
て
い
る
。
そ
こ
に
仏
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
実
は
あ
る
の
だ
」
と
し
て
し
ま
う
。
肝
腎
の
「
無
仏
性
」
に
は
一
言
も
触
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
と

い
っ
て
も
い
わ
な
く
て
も
意
味
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

【
解
釈
】

　

道
元
は
〈
嶺
南
人
、
無
仏
性
〉
と
い
う
、
普
通
に
は
六
祖
に
や
り
込
め
ら
れ
た
五
祖
の
不
用
意
な
差
別
発
言
と
見
え
る
も

の
を
、〈
五
祖
よ
く
六
祖
を
作
仏
せ
し
む
る
に
、
他
の
道
取
な
し
、
善
巧
な
し
、
た
だ
嶺
南
人
無
仏
性
と
い
ふ
〉
と
非
常
に

高
く
評
価
す
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
六
祖
が
作
仏
で
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
言
っ

た
だ
け
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
聞
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
聞
く
人
は
、
ど
う
か
と
い
え
ば
、〈
六
祖
も
は
ら
作
仏
を
も
と

む
る
に
〉
と
あ
っ
て
、
真
剣
に
作
仏
を
求
め
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
。
自
分
が
仏
に
な
ろ
う
と
努
力
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
は
じ
め
て
五
祖
の
言
葉
が
功
を
奏
す
る
。〈
嶺
南
人
、
無
仏
性
〉
は
六
祖
に
と
っ

て
、
そ
の
よ
う
に
真
剣
に
努
力
し
て
道
を
求
め
る
こ
と
の
否
定
で
あ
る
よ
う
に
響
く
。
そ
れ
は
〈
自
己
を
は
こ
び
て
万
法
を

修
証
す
る
〉《
現
成
公
案
》
と
い
う
あ
り
方
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。〈
人
は
じ
め
て
法
を
求
む
る
時
、
法
の
辺
際
を
離
却
せ

り
〉《
現
成
公
案
》
と
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　

道
元
に
よ
れ
ば
〈
無
仏
性
〉
は
そ
の
誤
り
を
厳
し
く
糺
す
言
葉
で
あ
り
、〈
無
仏
性
の
道
取
問
取
、
こ
れ
作
仏
の
直
道
な

り
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
「
無
仏
性
」
と
い
う
言
葉
が
、
道
を
求
め
る
者
に
聞
き
入
れ
ら
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
求

め
る
方
向
の
転
換
が
お
こ
る
。
私
が
仏
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
求
め
る
私
を
や
め
る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
己
が

脱
落
す
る
。
無
仏
性
の
〈
道
取
問
取
〉
が
作
仏
の
直
道
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
自
分
が
無
仏
性
だ
と
い
う
自
覚
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。〈
同
参
〉
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
仏
行
に
参
じ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
打
坐
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
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が
不
覚
不
知
に
仏
で
あ
る
。
他
に
も
こ
の
よ
う
な
例
を
さ
き
に
紹
介
し
た
石
頭
や
懐
暉
の
「
汝
無
仏
性
」
に
も
指
摘
で
き
る
。

　

仏
に
な
る
、
成
仏
と
い
う
の
は
、
私
に
は
で
き
な
い
難
し
い
こ
と
な
の
で
は
な
く
、
私
（
自
己
）
が
脱
落
し
た
ま
さ
に
そ

の
時
、
す
で
に
そ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
〈
作
仏
の
直
道
〉
と
い
わ
れ
る
。「
直
」
は
「
ま
っ
す
ぐ
な
」
と
い
う
意
味
も

あ
る
が
、「
す
ぐ
に
、
直
ち
に
」
と
い
う
語
感
も
強
く
響
く
。
坐
禅
修
行
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
ま
ま
が
直
ち
に
涅
槃
だ
か
ら

直
道
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
《
即
心
是
仏
》
巻
に
わ
か
り
や
す
く
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。　

　
〈
た
と
ひ
一
刹
那
に
発
心
修
証
す
る
も
即
心
是
仏
な
り
、
た
と
ひ
一
極
微
中
に
発
心
修
証
す
る
も
即
心
是
仏
な
り
、
た
と

ひ
無
量
劫
に
発
心
修
証
す
る
も
即
心
是
仏
な
り
、
た
と
ひ
一
念
中
に
発
心
修
証
す
る
も
即
心
是
仏
な
り
、
た
と
ひ
半
拳
裏
に

発
心
修
証
す
る
も
即
心
是
仏
な
り
〉
こ
の
〈
即
心
是
仏
〉
が
い
わ
ば
「
仏
性
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
〈
衆
生
無
仏
性
〉
に
籠
め
た
道
元
の
想
い
に
は
、
尋
常
な
ら
ざ
る
強
い
も
の
が
あ
る
。
道
元
の
「
仏
性
」

に
対
す
る
わ
だ
か
ま
り
は
、
実
は
す
で
に
遡
っ
て
道
元
が
如
浄
に
参
じ
た
次
の
よ
う
な
問
と
答
に
存
在
す
る
。

　

―
拝
問
す
。「
古
今
の
善
知
識
の
曰
く
、『
魚
の
水
を
飲
ん
で
冷
煖
自
知
す
る
が
ご
と
き
、
こ
の
自
知
は
即
ち
覚
な
り
。
こ

れ
を
も
っ
て
菩
提
の
悟
り
と
な
す
』
と
。
道
元
難
じ
て
云
わ
く
、
も
し
自
知
即
ち
正
覚
な
ら
ば
、
一
切
の
衆
生
に
は
み
な
自

知
あ
り
。
一
切
衆
生
は
自
知
あ
る
に
依
っ
て
、
正
覚
の
如
来
た
る
べ
き
や
。
あ
る
人
は
云
わ
く
、『
然
る
べ
し
、
一
切
の
衆

生
は
無
始
本
有
の
如
来
な
り
』
と
。
あ
る
人
は
云
わ
く
、『
一
切
の
衆
生
は
、
必
ず
し
も
み
な
こ
れ
如
来
な
る
に
は
あ
ら
ず
。

所
以
は
如
何
と
な
ら
ば
、
も
し
、
自
覚
性
智
即
ち
こ
れ
な
り
と
知
る
者
は
、
即
ち
こ
れ
如
来
な
る
も
、
未
だ
知
ら
ざ
る
者

は
、
こ
れ
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
』
と
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
説
は
こ
れ
仏
法
な
る
べ
し
や
、
否
や
」。

　

和
尚
、
示
し
て
云
わ
く
、「
も
し
一
切
の
衆
生
本
よ
り
こ
れ
仏
な
り
と
言
わ
ば
、
か
え
っ
て
自
然
外
道
に
同
じ
き
な
り
。

我
・
我
所
を
も
っ
て
諸
仏
に
比
ぶ
る
は
、
未
だ
得
ざ
る
に
得
た
り
と
思
い
、
未
だ
証
せ
ざ
る
に
証
せ
り
と
い
う
を
免
る
べ
か

ら
ざ
る
も
の
な
り
」
―
（『
宝
慶
記
』
４
）
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こ
こ
で
も
道
元
は
古
今
の
善
知
識
が
言
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
一
切
衆
生
は
自
知
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
菩
提
で
あ

り
、
如
来
で
あ
る
、
と
言
う
。
当
時
、
日
本
達
磨
宗
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
よ
う
な
言
説
を
な
す
者
が
実
際
に
多
く
い
た
の

で
あ
ろ
う
し
、
と
り
わ
け
、
そ
の
日
本
達
磨
宗
に
属
し
て
い
た
人
々
を
弟
子
と
し
て
迎
え
、
こ
の
示
衆
の
相
手
と
し
た
道
元

は
、
し
か
と
こ
れ
を
言
っ
て
お
き
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

普
通
は
最
初
に
道
を
求
め
る
時
、「
衆
生
悉
有
仏
性
」
こ
そ
、
自
分
に
も
成
仏
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
励
ま
し
の
言
葉

と
し
て
、
喜
ぶ
べ
き
詞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
道
元
は
〈
見
仏
聞
法
の
最
初
に
、
難
得
難
聞
な
る
は
、
衆
生
無
仏
性
な
り
、
或

從
知
識
、
或
從
経
卷
す
る
に
、
き
く
こ
と
の
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
は
、
衆
生
無
仏
性
な
り
〉
と
言
う
。
じ
っ
さ
い
、
経
典
に
も
論

書
に
も
「
衆
生
無
仏
性
」
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
文
字
通
り
「
難
得
難
聞
」
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
禅
宗
の
み
が

「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
そ
れ
を
聞
く
事
は
容
易
で
は
な
い
。
道
元
は
四

祖
の
「
無
仏
性
」
の
詞
を
『
林
間
録
』
に
ま
で
尋
ね
て
求
め
て
初
め
て
聞
き
得
た
の
だ
。
仏
性
や
見
性
を
い
う
も
の
も
傍
系

の
禅
語
録
に
は
多
い
。

　
〈
一
切
衆
生
無
仏
性
を
見
聞
覚
知
に
参
飽
せ
ざ
る
も
の
は
仏
性
い
ま
だ
見
聞
覚
知
せ
ざ
る
な
り
〉
と
は
っ
き
り
告
げ
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
「
無
仏
性
は
無
と
い
う
仏
性
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
解
釈
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た

の
が
道
元
門
下
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
道
元
は
こ
の
巻
四
章
二
節
で
大
潙
「
無
仏
性
」
の
公
案
を
取
り
上
げ
、〈
一
切
衆

生
無
仏
性
の
み
仏
道
に
長
な
り
〉
と
言
う
。
ま
さ
に
「
無
仏
性
」
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
次
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
無
仏
性
を

こ
そ
功
夫
参
究
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

（
４
）
本
文

　

六
祖
い
は
く
、
人
有
南
北
な
り
と
も
、
仏
性
無
南
北
な
り
。
こ
の
道
取
を
挙
し
て
、
句
裏
を
功
夫
す
べ
し
。
南
北
の
言
、
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ま
さ
に
赤
心
に
照
顧
す
べ
し
。
六
祖
道
得
の
句
に
宗
旨
あ
り
。
い
は
ゆ
る
人
は
作
仏
す
と
も
仏
性
は
作
仏
す
べ
か
ら
ず
と
い

ふ
一
隅
の
搆
得
あ
り
。
六
祖
こ
れ
を
し
る
や
い
な
や
。

　
四
祖
五
祖
の
道
取
す
る
無
仏
性
の
道
得
、
は
る
か
に
㝵
礙
の
力
量
あ
る
一
隅
を
う
け
て
、
迦
葉
仏
お
よ
び
釈
迦
牟
尼
仏
等

の
諸
仏
は
、
作
仏
し
伝
法
す
る
に
、
悉
有
仏
性
と
道
取
す
る
力
量
あ
る
な
り
。
悉
有
の
有
、
な
ん
ぞ
無
無
の
無
に
嗣
法
せ
ざ

ら
ん
。
し
か
あ
れ
ば
無
仏
性
の
語
、
は
る
か
に
四
祖
・
五
祖
の
室
よ
り
き
こ
ゆ
る
な
り
。

　
こ
の
と
き
、
六
祖
そ
の
人
な
ら
ば
、
こ
の
無
仏
性
の
語
を
功
夫
す
べ
き
な
り
。
有
無
の
無
は
し
ば
ら
く
お
く
、
い
か
な
ら

ん
か
こ
れ
仏
性
と
問
取
す
べ
し
、
な
に
も
の
か
こ
れ
仏
性
と
た
づ
ぬ
べ
し
。

　
い
ま
の
人
も
、
仏
性
と
き
ゝ
ぬ
れ
ば
、
さ
ら
に
い
か
な
る
か
こ
れ
仏
性
と
問
取
せ
ず
、
仏
性
の
有
無
等
の
義
を
い
ふ
が
ご

と
し
。
こ
れ
倉
卒
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
諸
無
の
無
は
、
無
仏
性
の
無
に
学
す
べ
し
。
六
祖
の
道
取
す
る
人
有
南
北
仏
性
無
南

北
の
道
、
ひ
さ
し
く
再
三
撈
摝
す
べ
し
、
ま
さ
に
撈
波
子
に
力
量
あ
る
べ
き
な
り
。
六
祖
の
道
取
す
る
人
有
南
北
、
仏
性
無

南
北
の
道
、
し
づ
か
に
拈
放
す
べ
し
。
お
ろ
か
な
る
や
か
ら
お
も
は
く
は
、
人
間
に
は
質
礙
す
れ
ば
南
北
あ
れ
ど
も
、
仏
性

は
虚
融
に
し
て
南
北
の
論
に
お
よ
ば
ず
と
六
祖
は
道
取
せ
り
け
る
か
と
推
度
す
る
は
、
無
分
の
愚
蒙
な
る
べ
し
。
こ
の
邪
解

を
抛
却
し
て
、
直
須
勤
学
す
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

　

六
祖
が
言
う
に
は
「
人
（
の
出
身
地
）
に
は
南
北
が
あ
る
の
だ
が
、
仏
性
に
は
南
北
は
な
い
」。
こ
の
言
葉
を
取
り
上
げ

て
、
句
の
言
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
色
々
考
え
る
が
よ
い
。「
南
北
」
と
い
う
言
葉
を
ほ
ん
と
う
に
ま
っ
さ
ら
な
心
で
省
察

す
る
が
よ
い
。
六
祖
が
言
う
こ
と
が
で
き
た
こ
の
句
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
人
は
作
仏
し
て
も
仏
性
は
作
仏
す

る
は
ず
が
な
い
と
い
う
、
一
側
面
を
う
ま
く
捉
え
た
言
葉
で
あ
る
。
六
祖
は
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　

四
祖
と
五
祖
が
言
っ
た
「
無
仏
性
」
と
い
う
言
説
は
、
引
っ
か
か
り
と
し
て
人
を
考
え
さ
せ
る
力
量
を
も
つ
一
側
面
を
受
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け
て
、
迦
葉
仏
や
釈
迦
牟
尼
仏
な
ど
の
諸
仏
に
は
、
作
仏
し
説
法
す
る
に
際
し
て
「
悉
有
仏
性
」
と
言
い
取
る
力
が
あ
る
。

悉
有
の
有
は
ど
う
し
て
無
無
の
無
を
受
け
嗣
い
で
い
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
「
無
仏
性
」
と
い
う
言
説

は
、
は
る
か
遠
く
四
祖
五
祖
の
室
内
か
ら
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
、
六
祖
が
ほ
ん
と
う
に
あ
の
六
祖
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
無
仏
性
」
の
語
を
功
夫
す
べ
き
で
あ
る
。
有
無
の

無
は
し
ば
ら
く
お
い
て
、
い
っ
た
い
仏
性
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
と
問
う
べ
き
で
あ
る
。
ど
ん
な
も
の
が

い
っ
た
い
仏
性
な
の
か
と
探
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　

い
ま
の
人
も
「
仏
性
」
と
聞
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
以
上
い
っ
た
い
仏
性
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
問
わ
な
い

で
、
仏
性
の
有
無
な
ど
の
意
味
を
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
軽
卒
で
あ
る
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
無
」
と
い
わ
れ
る
と
き
の
「
無
」
は
、
無
仏
性
の
「
無
」
に
学
ぶ
が
よ
い
。
六
祖
が
言
い
得
た
「
人
有
南
北
仏
性
無
南
北
」

と
い
う
言
説
を
、
長
い
間
、
繰
り
返
し
探
り
求
め
る
が
よ
い
。
ま
さ
に
（
そ
の
言
葉
か
ら
真
実
を
）
掬
い
取
る
力
量
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
六
祖
が
道
い
得
た
「
人
有
南
北
仏
性
無
南
北
」
と
い
う
言
説
を
静
か
に
、
取
り
上
げ
た
り
、
放
念
し
た
り

（
し
て
参
究
）
す
る
が
よ
い
。
愚
か
な
連
中
が
思
う
に
は
、
人
間
は
物
質
的
形
態
が
あ
る
か
ら
南
北
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
仏

性
は
（
形
な
く
）
融
通
無
礙
だ
か
ら
南
北
の
議
論
に
は
関
係
な
い
と
六
祖
は
言
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
量
す
る
の
は
、
分
別
の

無
い
愚
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
誤
っ
た
考
え
を
放
棄
し
て
直
ち
に
修
行
に
努
め
る
が
よ
い
。

［
注
釈
］

○
人
有
南
北
な
り
と
も
、
仏
性
無
南
北
な
り　

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
先
の
問
答
の
続
き
で
あ
る
が
、
諸
灯
史
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。

『
景
徳
伝
灯
録
』「
人
は
即
ち
南
北
有
る
も
、
仏
性
、
豈
に
然
ら
ん
や
」（T

51,p 222c

）。

『
雑
徴
義
』
能
禅
師
答
え
て
曰
く
「
獦
獠
の
仏
性
と
和
上
の
仏
性
は
、
何
の
差
別
か
あ
ら
ん
」。

敦
煌
本
『
壇
経
』「
人
に
即
ち
南
北
有
る
も
、
仏
性
は
即
ち
南
北
無
し
。
獦
獠
の
身
は
和
尚
と
同
じ
か
ら
ざ
る
も
、
仏
性
に
何
の
差
別
か
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ら
ん
」。

『
歴
代
法
宝
記
』「
能
禅
師
答
う
。
身
は
是
れ
獠
と
雖
も
、
仏
性
は
豈
に
和
上
に
異
ら
ん
や
」（T

51,p 182b

）。

『
祖
堂
集
』「
行
者
云
く
、
人
は
則
ち
南
北
有
り
。
仏
性
は
南
北
無
し
」。

と
り
わ
け
後
半
が
諸
テ
キ
ス
ト
で
は
異
な
っ
て
お
り
『
景
徳
伝
灯
録
』
で
は
「
仏
性
豈
然
（
あ
に
し
か
ら
ん
や
）」
と
な
っ
て
い
る
。

『
六
祖
壇
経
』「
仏
性
即
無
南
北
」
を
受
け
て
か
、『
祖
堂
集
』
で
も
「
仏
性
即
無
南
北
」。
道
元
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
な
い
言
葉
を

『
六
祖
壇
経
』
か
ら
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
永
平
広
録
』
431
で
は
「
盧
云
く
、
人
は
南
北
有
り
、
仏
性
豈
に
南
北
有
ら
ん
や
。
祖
、
是
れ
器
な
る
を
知
り
て
、
遂
に
行
堂
に
入
る
」。

○
迦
葉
仏　

過
去
七
仏
の
第
六　

迦
葉
仏
は
「
一
切
衆
生
性
清
浄
」（『
祖
堂
集
』
巻
一
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
）
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
が

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
同
じ
意
味
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
釈
迦
と
並
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

○
搆
得　

搆
は
、
①
か
ま
え
る
、
②
う
ま
い
言
葉
で
し
く
む
、
③
ひ
き
お
こ
す
、
④
出
会
う
、
到
達
す
る
。
こ
こ
で
は
②
の
意
で
あ
ろ
う
。

搆
間
＝
不
和
を
起
こ
す
よ
う
に
し
く
む
。
搆
離
＝
不
和
に
な
る
よ
う
し
く
む
。『
思
想
』
頭
注
で
は
、「
搆
は
牽
。
ひ
と
を
ひ
き
と
め
る

一
箇
所
」
と
あ
る
。

○
無
無
の
無　

典
拠
「
師
自
ら
無
無
の
無
を
得
、
無
に
於
て
無
に
あ
ら
ざ
る
也
」（『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
、
匾
檐
章
、T

51, p237c

）
有
無

の
有
で
は
な
い
悉
有
の
有
に
対
し
て
、
有
無
の
無
で
は
な
い
無
だ
か
ら
、
無
無
の
無
と
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

○
き
こ
ゆ　

①
自
然
と
耳
に
入
る
、
②
広
く
伝
わ
る
、
③
理
解
で
き
る
、
④
受
け
取
ら
れ
る
、
思
わ
れ
る
な
ど
で
、
こ
こ
で
は
②
の
意
味

に
と
っ
た
。

○
撈
摝　

撈
は
水
中
あ
る
い
は
液
体
の
中
か
ら
も
の
を
取
り
出
す
、
掬
い
取
る
意
。「
撈
摝
」
は
水
中
で
物
を
探
し
求
め
る
と
い
う
意
。
次

の
注
釈
の
文
に
も
撈
と
摝
と
し
て
出
る
。

○
撈
波
子　

典
拠
「
雪
峰
、
若
し
巌
頭
如
何
と
問
わ
ば
、
但
だ
他
に
向
い
て
道
え
。
近
日
湖
邊
に
在
り
て
住
す
。
只
だ
三
文
を
将
ち
て
箇
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の
撈
波
子
を
買
い
て
、
蝦
を
撈と

り
蜆
を
摝
し
て
、
且
く
恁
麼
に
時
を
過
ご
す
」（『
聯
灯
会
要
』
二
十
一
巻X

79,183c

）「
撈
波
子
」
と

い
う
の
は
蝦
や
蜆
を
取
る
竹
具
。

○
拈
放　
『
聞
解
』
が
言
う
よ
う
に
「
放
下
拈
得
」
だ
が
、
そ
れ
は
「
取
捨
の
義
」
で
は
な
く
、
拈
る
と
放
つ
。

○
質ぜ
つ

礙げ　

三
界
（
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
）
の
な
か
で
、
色
界
に
住
む
も
の
の
性
質
で
あ
り
、
空
間
を
占
め
る
こ
と
。

○
虚
融　

何
一
つ
滞
る
所
が
な
い
こ
と
。

【
諸
釈
の
検
討
】

　
『
聞
書
』
は
「
人
と
仏
性
と
南
北
有
無
同
理
也
、
皆
仏
性
也
。
人
仏
性
、
有
仏
性
、
南
仏
性
、
北
仏
性
、
無
仏
性
也
」

（
一
五
〇
頁
）
と
す
る
が
、
何
で
も
仏
性
と
い
う
解
釈
の
典
型
。
そ
の
こ
と
を
「
人
も
仏
性
も
有
無
も
南
北
も
、
所
詮
仏
性

の
一
面
両
面
也
」（
同
頁
）
が
如
実
に
示
し
て
い
る
。
道
元
の
言
葉
を
混
ぜ
返
し
て
意
味
を
失
わ
せ
る
例
は
「
作
仏
す
べ
し
、

又
す
べ
か
ら
ず
と
云
も
を
な
じ
た
け
な
り
」（
同
頁
）。

　
『
御
抄
』
は
「
人
が
や
が
て
仏
性
な
れ
ば
、
人
は
作
仏
す
と
も
と
云
道
理
あ
り
、
仏
性
は
仏
性
な
れ
ば
、
不
可
作
仏
（
作

仏
す
べ
か
ら
ず
）
と
云
又
道
理
あ
り
」（
一
四
七
頁
）
と
い
う
が
、「
人
が
や
が
て
仏
性
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
言
う
の
か
、

意
味
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
『
御
抄
』
は
〈
四
祖
五
祖
の
道
取
す
る
無
仏
性
の
道
得
、
…
…
迦
葉
仏
お
よ
び
釈
迦
牟
尼
仏
等

の
諸
仏
は
、
作
仏
し
伝
法
す
る
に
…
…
〉
を
、「
此
御
詞
返
々
逆
に
聞
ゆ
、
其
故
は
…
…
返
々
不
被
心
得
（
か
え
す
が
え
ず
、

心
得
ら
れ
ず
）」
と
い
い
な
が
ら
「
…
…
迦
葉
釈
尊
仏
祖
等
の
皮
肉
更
に
不
可
有
勝
劣
前
後
、
故
此
道
理
現
前
す
る
也
と
可

心
得
也
」（
一
四
八
頁
）
と
仏
祖
に
前
後
は
な
い
、
と
苦
し
紛
れ
の
説
明
を
し
て
い
る
。

　
『
私
記
』
は
「
無
仏
性
の
鏡
面
に
は
、
一
切
の
形
質
の
が
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
こ
れ
作
仏
の
直
道
な
り
と
い
へ
る
な
り
。

迂
廻
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
直
道
と
い
ふ
な
り
。
無
仏
性
の
正
当
恁
麼
時
は
、
明
鏡
の
百
雑
粋マ

マ
（
砕
）
な
り
」（
一
三
九
頁
）

と
あ
る
が
「
無
仏
性
の
鏡
面
」
と
は
何
か
、
そ
れ
が
百
雑
砕
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
、
意
味
の
通
じ
な
い
解
釈
を
し
て
い
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る
。
さ
ら
に
「
影
室
い
は
く
…
…
皆
仏
性
也
…
…
」
と
引
用
し
て｢

句
裏
と
は
差
別
を
い
へ
り
。
あ
ら
ゆ
る
差
別
は
、
皆
仏

性
な
る
な
り｣

（
一
四
〇
頁
）
と
間
違
い
の
上
塗
り
を
し
て
い
る
。

　
『
聞
解
』
も
「
無
仏
の
正
仏
の
正
当
は
第
一
義
空
で
仏
性
な
り
、
作
仏
な
り
」（
一
四
〇
頁
）
と
、
ま
と
も
な
文
に
さ
え
な

ら
な
い
言
葉
を
並
べ
て
い
る
。

　

竹
村
『
講
義
』
で
は
、
道
元
が
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
仏
性
と
は
何
か
を
問
え
、
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
真
摯
に
問

わ
ず
、「
本
来
、
仏
性
の
中
に
我
々
は
生
き
て
い
る
、
仏
の
命
の
中
に
生
き
て
い
る
」（
二
二
〇
頁
）
と
い
う
こ
と
を
自
明
の

こ
と
と
し
て
語
る
。
仏
性
、
仏
の
命
と
呼
ぶ
、
何
か
人
間
を
超
越
し
た
も
の
を
想
定
し
て
い
な
い
か
、
疑
問
で
あ
る
。
そ
う

い
う
超
越
を
立
て
な
い
の
が
仏
教
で
あ
る
。
ま
た
〈
は
る
か
に
罣
礙
の
力
量
あ
る
〉
の
解
釈
も
「
罣
礙
」
と
い
う
語
を
無
視

し
て
、「
自
己
の
命
と
い
う
も
の
を
ま
る
ご
と
全
体
言
い
つ
く
す
力
を
も
っ
て
い
る
、
仏
性
と
い
う
も
の
を
言
い
つ
く
す
そ

の
力
量
が
あ
る
」（
二
二
一
頁
）
と
言
う
。

　
『
聞
解
』
は
〈
人
有
南
北
、
仏
性
無
南
北
〉
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
「
仏
性
に
南
北
無
い
か
ら
人
に
南
北
有
郎
様
（
あ
ろ

う
よ
う
）
が
無
い
。
仏
性
の
外
に
人
無
く
、
人
の
外
に
無
仏
性
」（
一
四
四
頁
）
と
言
う
。
道
元
の
言
葉
と
関
係
な
い
こ
と
を

い
っ
て
い
る
。
人
の
外
に
無
仏
性
な
ら
「
山
河
が
仏
性
な
れ
ば
云
々
」（
一
〇
七
頁
）
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
矛

盾
に
気
が
つ
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
御
抄
』
は
、〈
撈
波
子
〉
に
つ
い
て
「
撈
波
子
と
は
只
ね
む
ご
ろ
に
功
労
す
る
体
の
詞
也
」（
一
四
八
頁
）
と
言
う
が
、

何
を
ね
ん
ご
ろ
に
功
労
す
る
の
か
、
不
明
。

　
『
私
記
』
は
、〈
撈
波
子
〉
に
つ
い
て
、『
一
字
参
』
の
詳
し
い
説
明
を
引
い
て
「
撈
波
子
は
、
六
祖
道
の
人
有
等
の
語
を

さ
し
て
い
ふ
な
り
」（
一
四
五
頁
）
と
言
う
。
当
た
っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
ら
の
言
葉
の
宗
旨
を
掬
い
取
る
人
間
の
力
量
で
あ

る
。
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内
山
『
味
わ
う
』
は
「『
い
か
な
ら
ん
か
』『
な
に
も
の
か
』
と
い
う
こ
と
が
そ
の
ま
ま
無
仏
性
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
只

管
だ
。
と
に
か
く
一
所
懸
命
た
ず
ね
て
い
る
と
い
う
姿
勢
、
只
管
や
っ
て
い
る
と
い
う
態
度
が
無
仏
性
で
す
」（
一
一
七
頁
）

と
「
無
仏
性
」
の
説
明
も
「
仏
性
」
と
同
じ
で
あ
る
が
「
生
命
実
物
を
生
き
る
」
か
ら
「
一
所
懸
命
す
る
」
に
変
わ
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
無
仏
性
」
が
よ
い
態
度
に
な
っ
て
い
る
。

【
解
釈
】

　

こ
こ
で
道
元
は
六
祖
の
答
え
「
人
有
南
北
、
仏
性
無
南
北
」
だ
け
を
切
り
離
し
て
取
り
上
げ
て
句
裏
を
功
夫
せ
よ
、
と

い
っ
て
は
い
る
が
、
六
祖
の
答
え
を
評
価
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
〈
仏
性
は
作
仏
す
べ
か
ら
ず
〉
と
い
う
捉
え
方
も
あ
る

と
し
て
、〈
六
祖
こ
れ
を
し
る
や
い
な
や
〉
と
問
い
か
け
、〈
こ
の
と
き
、
六
祖
そ
の
人
な
ら
ば
、
こ
の
無
仏
性
の
語
を
功
夫

す
べ
き
な
り
。
有
無
の
無
は
し
ば
ら
く
お
く
、
い
か
な
ら
ん
か
こ
れ
仏
性
と
問
取
す
べ
し
、
な
に
も
の
か
こ
れ
仏
性
と
た
づ

ぬ
べ
し
〉
と
、
そ
の
答
え
を
疑
問
視
し
て
別
様
の
問
い
を
要
請
し
て
い
る
。
同
じ
五
祖
六
祖
問
答
を
引
く
『
永
平
広
録
』
431

の
道
元
の
著
語
「
五
祖
・
六
祖
、
恁
麼
道
う
と
雖
も
、
永
平
児
孫
、
聊
か
道
処
有
り
。
大
衆
、
還
た
委
悉
せ
ん
と
要
す
や
。

一
茎
草
を
拈
ず
と
雖
、
も
未
だ
五
茎
華
を
供
せ
ず
」
は
、
一
茎
草
は
取
り
上
げ
て
も
、
五
茎
華
は
ま
だ
供
え
ら
れ
て
は
い
な

い
、
と
六
祖
の
言
説
の
未
完
成
を
い
っ
て
い
る
。

　

普
通
は
六
祖
の
答
え
こ
そ
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
そ
の
為
に
五
祖
に
優
れ
た
器
量
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ

の
普
通
の
理
解
と
は
、「
仏
性
無
南
北
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
仏
性
は
出
自
に
関
係
な
く
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
普
遍
的
に
具

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
い
う
先
入
観
が
働
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
道
元
は
そ

の
よ
う
な
「
仏
性
」
は
認
め
な
い
。
衆
生
無
仏
性
で
あ
り
、
仏
性
は
本
来
人
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

り
、
人
は
作
仏
し
て
も
、
仏
性
は
作
仏
す
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
一
種
逆
説
め
い
た
言
い
方
（
一
隅
の
搆
得
）
を
道
元
は
示

し
て
み
せ
る
。
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〈
は
る
か
に
㝵
礙
の
力
量
あ
る
一
隅
〉
と
は
、「
㝵
礙
」
が
妨
げ
、
ひ
っ
か
か
り
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ひ
っ
か
か
り
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
問
う
て
い
く
、
常
識
を
考
え
直
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
禅

の
言
葉
は
み
な
㝵
礙
の
力
量
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
常
識
に
ひ
っ
か
か
り
、
安
易
な
理
解
を
妨
げ
て
深
い
参
究
を
促
す
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
四
祖
五
祖
の
「
無
仏
性
」
を
受
け
て
、
釈
迦
や
迦
葉
の
「
悉
有
仏
性
」
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
後
者
に
「
一
切

衆
生
」
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
四
祖
五
祖
の
「
無
仏
性
」
は
、「
汝
、
無
仏
性
」
で
、
人
（
衆
生
）
の
自

覚
を
促
す
無
仏
性
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
う
け
て
」
と
は
、
そ
れ
を
前
提
し
て
、
し
か
し
、
す
で
に
迦
葉
仏
・
釈
迦
仏
は
仏
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
仏
に
現
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
一
切
が
仏
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
「
悉
有
仏
性
」
と
言
い
う
る

の
で
あ
る
。
道
取
す
る
主
体
は
仏
で
あ
る
。

　

で
は
〈
悉
有
の
有
、
な
ん
ぞ
無
無
の
無
に
嗣
法
せ
ざ
ら
ん
〉
と
あ
る
〈
無
無
の
無
〉
と
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
す
ぐ
後

に
云
わ
れ
る
〈
有
無
の
無
〉
と
対
比
さ
れ
て
、
諸
無
の
無
は
無
仏
性
の
無
に
学
べ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
が
無
無

の
無
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
内
実
は
釈
迦
・
迦
葉
の
悉
有
仏
性
が
、
無
仏
性
の
無
に
嗣
法
す
る
、
つ
ま
り
無
仏
性
と
師
か
ら
い

わ
れ
て
作
仏
し
（
嗣
法
）、
悉
有
仏
性
に
な
る
の
だ
と
解
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
六
祖
に
〈
こ
の
無
仏
性
の
語
を

功
夫
す
べ
き
な
り
〉
と
道
元
は
要
請
す
る
の
で
あ
る
。

　

衆
生
は
、
道
元
に
と
っ
て
ま
だ
仏
道
に
目
覚
め
て
い
な
い
発
心
以
前
の
人
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
無
仏
性
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
現
代
の
一
般
的
人
を
考
え
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
迷
い
の
自
覚
な
ど
な
く
、
ま
し
て
悟
り
も
な
く
、
成
仏
や
覚
り
が
あ
る

と
さ
え
思
わ
な
い
。
諸
仏
も
無
関
係
、
生
も
死
も
、
自
分
の
切
実
な
問
題
と
し
て
は
な
く
、
生
物
的
生
死
の
認
識
し
か
な

い
。《
現
成
公
案
》
の
初
段
Ｂ
〈
万
法
と
も
に
わ
れ
に
あ
ら
ざ
る
時
節
、
ま
ど
ひ
な
く
さ
と
り
な
く
、
諸
仏
な
く
衆
生
な
く
、

生
な
く
滅
な
し
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
内
実
で
も
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
仏
道
か
ら
い
え
ば
衆
生
で
あ
っ
て
も
、
当
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人
に
は
衆
生
で
す
ら
な
い
。
道
元
は
そ
う
い
う
あ
り
方
が
あ
る
と
い
う
認
識
、
い
わ
ば
虚
無
の
自
覚
を
も
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、「
衆
生
無
仏
性
」
に
共
感
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
衆
生
が
発
心
修
証
し
て
仏
と
な
る
と
こ
ろ
、
打
坐
の
と
こ

ろ
に
現
成
し
て
い
る
事
態
が
悉
有
で
あ
り
、
初
段
Ａ
の
〈
諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
、
す
な
は
ち
迷
悟
あ
り
、
修
行
あ
り
、
生

あ
り
、
死
あ
り
、
諸
仏
あ
り
、
衆
生
あ
り
〉
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
「
無
仏
性
！
」
と
い
わ
れ
て
、
求
め
る
方
向
が
翻
っ
た

打
坐
の
と
こ
ろ
に
現
成
す
る
の
が
悉
有
で
あ
る
。

　

道
元
の
無
仏
性
の
参
究
が
「
有
無
の
無
は
お
く
」
と
い
う
点
で
は
、
公
案
禅
と
同
じ
よ
う
だ
が
、
公
案
禅
が
そ
こ
か
ら
識

別
作
用
の
撥
無
を
目
指
す
の
に
対
し
て
、
道
元
は
「
仏
性
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
何
が
仏
性
な
の
か
」
と
あ
く
ま
で
理
性

を
用
い
て
参
究
せ
よ
と
言
う
。

　
「
い
ま
の
人
も
」
は
、
近
年
、
道
元
の
「
仏
性
」
を
め
ぐ
っ
て
「
仏
性
内
在
論
」、「
顕
在
論
」、「
修
現
論
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
に
論
争
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
現
代
人
を
指
す
と
さ
え
思
え
る
批
判
で
あ
る
。
そ
の
論
争
は
い
ず
れ
も
「
仏
性
と

は
何
か
」
と
い
う
大
問
題
を
問
う
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
道
元
が
「
仏
性
」
を
は
た
し
て
自
分
の
思
想
の
表
現
と
し
て
用
い

た
か
と
い
う
反
省
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。

　

仏
性
と
は
〈
お
ろ
か
な
る
や
か
ら
お
も
は
く
は
、
人
間
に
は
質
礙
す
れ
ば
南
北
あ
れ
ど
も
、
仏
性
は
虚
融
に
し
て
南
北
の

論
に
お
よ
ば
ず
と
、
六
祖
は
道
取
せ
り
け
る
か
と
推
度
す
る
は
、
無
分
の
愚
蒙
な
る
べ
し
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
た
ん
に

物
質
で
は
な
い
も
の
、
例
え
ば
「
霊
性
」
や
「
本
性
」
な
ど
と
捉
え
た
ら
大
い
に
誤
り
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
仏
性
を
な
に
か
霊
魂
の
よ
う
な
も
の
、
あ
る
い
は
本
性
、
悟
り
の
可
能
性
な
ど
と
考
え
る
誤
り
は
今
日
の
人
で
も
大

差
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
道
元
は
「
人
有
南
北
、
仏
性
無
南
北
」
の
言
葉
の
意
義
を
再
三
功
夫
し
て
取
り
上
げ
、
あ
る
い
は
放
棄
し
て

学
べ
、
そ
れ
を
掬
い
取
る
技
量
が
優
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
南
北
の
論
に
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触
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
功
夫
の
眼
目
が
「
仏
性
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
、 
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て　
　

テ
キ
ス
ト
は
懐
弉
直
筆
の
影
印
本
（
永
平
寺
蔵
）
を
用
い
た
。

参
照『

日
本
思
想
大
系
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
） 

略
号
『
思
想
』・
頭
注

水
野
弥
穂
子
校
注
『
正
法
眼
蔵
』（
一
）（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
） 

略
号　

岩
波
本

水
野
弥
穂
子
訳
「
道
元
［
上
］」「
日
本
の
仏
典
７
」（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
） 

略
号　

水
野
訳

石
井
恭
二
『
正
法
眼
蔵
1
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
六
） 

略
号　

石
井
訳

二
、 

解
釈
で
用
い
た
諸
本

『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』（
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
刊
行
会
、
一
九
五
六
）
に
載
る
以
下
の
も
の

①
『
聞
書
』
詮
慧
提
唱　

②
『
正
法
眼
蔵
抄
』（
註
解
全
書
で
は
『
御
聴
書
抄
』
と
表
記
）
経
豪
著　

略
号
『
御
抄
』
③
『
正
法
眼
蔵

聞
解
』
面
山
瑞
方
著　

略
号
『
聞
解
』　

④
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
瞎
道
本
光
著　

略
号
『
一
字
参
』　

⑤
『
正
法
眼
蔵
私
記
』

雑
華
蔵
海
著　

略
号
『
私
記
』　

⑥
『
正
法
眼
蔵
弁
註
並
調
絃
』
天
桂
伝
尊
著　

略
号
『
弁
註
』
⑦
『
正
法
眼
蔵
那
一
宝
』
父
幼
老
卵

著　

略
号
『
那
一
宝
』　

⑧
『
正
法
眼
蔵
渉
典
録
』
面
山
瑞
方
編　

略
号
『
渉
典
録
』

新
釈

《
仏
性
》
巻
全
体
を
解
釈
す
る
も
の
で
参
照
す
る
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

安
谷
白
雲
『
正
法
眼
蔵
参
究　

仏
性
』（
春
秋
社
、
一
九
七
二
） 

略
号　

安
谷
『
参
究
』 
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内
山
興
正
『
正
法
眼
蔵　

仏
性
を
味
わ
う
』（
柏
樹
社
、
一
九
八
七
） 

略
号　

内
山
『
味
わ
う
』

森
本
和
夫
『『
正
法
眼
蔵
』
読
解
１
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
） 

略
号　

森
本
『
読
解
』

竹
村
牧
男
『『
正
法
眼
蔵
』
講
義
仏
性
上
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
） 

略
号　

竹
村
『
講
義
』

玉
城
康
四
郎
『
道
元
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
） 

略
号　

玉
城
訳

そ
の
他
の
文
献
お
よ
び
略
号　

三
、《
仏
性
》
巻
へ
部
分
的
に
言
及
す
る
本

秋
山
範
二
『
道
元
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
） 

略
号　

秋
山
『
研
究
』

杉
尾
玄
有
「
道
元
禅
の
本
質
と
構
造
」
二
の
⑵
皆
依
仏
性
（『
山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
』
叢
第
十
七
巻
一
号
、
一
九
六
八
）

 

略
号　

杉
尾
「
本
質
」

高
崎
直
道
「
道
元
の
仏
性
論
」（『
講
座
道
元
』（
４
）
春
秋
社
、
一
九
八
〇
）

余
語
翠
巌
『
こ
れ
仏
性
な
り
』（
地
湧
社
、
一
九
八
六
） 

略
号　

余
語
『
こ
れ
』

何
燕
生
「
道
元
の
仏
性
論
に
関
す
る
一
考
察
」　
（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
小
林
節
太
郎
記
念
基
金
助
成
論
文
、
一
九
九
五
）

 

略
号　

何
「
一
考
察
」

伊
藤
秀
憲
『
道
元
禅
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八
） 

略
号　

伊
藤
『
研
究
』




